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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ＰＲＯＬＯＧＵＥ







　その日は静かな良い夜だった。それは退たい屈くつ、という意味でもあったが、慌あわただしいよりはずっとましだ。『医者と警けい察さつは暇ひまなほうが良い』とは、誰だれの言葉か知らないが名言だと思う。

　ナースコールも鳴らないし、急きゆう患かんも運び込こまれない。眠ねむ気け覚ざましにコーヒーを飲むぐらいしかすることがない。まあ勤きん続ぞく七年の自分に言わせれば、この静せい寂じやくはいとも簡かん単たんに破やぶられる虚むなしいものだった。前ぜん述じゆつしたような事じ態たいはいつもこちらの都合とは無関係に突とつ然ぜん起きるのだから。

　プルルルル……プルルルル……

　読みかけだった本を持ってくればよかったかな、などと考えていた矢先、ナースコールが鳴った。

　ほらやっぱり。同じく夜勤中の後こう輩はいが過か敏びんに反はん応のうする。

　部屋番号を確かく認にんし、後輩が怯おびえるような、嫌いやそうな顔をした。その部屋は患者が入っていない時でも看かん護ご士しを呼よぶ、とかいう馬ば鹿かな噂うわさは耳にしている──彼女はそれをひどく気にしているようだが、生あい憎にく自分はそういったオカルト的なものをまったく信じていないし、それ以前にその部屋には今患者が入っている。胆たん石せきで入院している初老の牧ぼく師しだ。容よう態だいが急変するような患者ではないが、何であれ患者に不都合があるならその世話をするのが自分達の仕事だ。呼ばれたなら行かねばならない。

　動く様子のない後輩に嘆たん息そくし、

「いいわ、わたしが行く」

　ライトを手に、内科病びよう棟とうをぱたぱたと駆かける。

　静かな廊ろう下かに足音が反はん響きようしている。これがまた臆おく病びような後輩の変な想そう像ぞうを搔かき立てるのだろうが、長くここで働けばわかってくるはずだ。これが一人分の足音なのだと。

　カタッ──

　わかっているから──彼女の耳は聞き分けてしまった。明らかに自分のものではない異い音おんを。

　目指す３０３号室はすぐそこだったが、立ち止まって脇わきのリネン室にライトを向ける。音はそこからしたような気がした。

「……誰かいるの？」

　いるわけがない──こんな時間にこの部屋に用がある者など──

　と、闇やみの中から音もなくぬっと伸のびてきた何かが、彼女を室内に引きずり込んだ。

　手だ、と思う。丈じよう夫ぶそうな手て袋ぶくろに包まれた大きな手が彼女の口を塞ふさぎ、ぐいと上向かせる。冷たい感かん触しよくが喉のどに触ふれ、

「ひぁっ──」

　声の続きは、半ばほどまで深く切り裂さかれた喉から漏もれた。積み上げられた白いシーツが鮮せん血けつに染そまる。

『何か』は彼女の思考が停てい止しし、完全に絶ぜつ命めいしたのを確たしかめると再ふたたび音もなく去っていった。




　　　　＊




「あの女、別れたら確かく実じつに俺おれが損そんするように仕組んでるんだぜ？　その上『親しん権けんは絶対に渡わたさん』とか言いやがるしな……やっぱり弁べん護ご士しなんぞと結けつ婚こんしたのが間ま違ちがいだったんだよ」

「はぁ、大変ですねえ……」

　いくら暇ひまを持て余あましているとはいっても、こんな話題は勘かん弁べんしてほしかった。離り婚こんの危き機きを迎むかえた男の愚ぐ痴ちなど、聞いていて楽しいものではない。

　多分、新婚で最近になって急に体重が増ふえた（幸せ太りだと言われた）自分への嫌がらせだろう。次はお前だ、と呪のろいをかけているのだ。

　白衣を脱ぬいで椅い子すの背せに引っ掛かけ、デスクからカルテを取り出す。経けい過か観察中の長期入院患者のものだ。

「聞いてるか？　お前も気をつけろよ」

　はっきり言われた。あんたと違って仲良くやってる、余よ計けいなお世話だ。

「……そうですね」

「まあお前のとこは共働きでもないしな……奥おくさんは元気か？」

「ええ、娘むすめ共々。今お腹なかに二人目がいるんですよ」

　一人目が生まれる直前に籍せきを入れたので、傍はた目めにはものすごいハイペースだ。

「可か愛わいくて仕方ないって顔だなこの野や郎ろう」

「可愛いですよ」

　許ゆるされるなら当直など放ほうり出して帰りたい。

「その娘も年とし頃ごろになると親父おやじとは口も聞いてくれなく……」

「やめてください」

　不ふ吉きつなことを言う先せん輩ぱい医師に憮ぶ然ぜんとし、カルテに視し線せんを落とす。

　特に気になる症しよう状じようはない。次の検けん査さで異い常じようがなければ、通院に切り替かえても良さそうだ。

　少し晴れやかな気分になり、冷めたコーヒーに手を伸ばす。

　バンッ

　プラスチックのカップに口をつけようとしたその時、部屋のドアが乱らん暴ぼうに開け放たれ、数名の人ひと影かげがなだれ込んできた。

　全員が黒一色の出いで立ちで、隙すきなくＳＭＧを構かまえる。ガスマスクのようなものを装そう着ちやくしていて顔はわからない。

　先輩の額ひたいに赤い印が灯ともった。次の瞬しゆん間かん、吐と息いきのような音とともに先輩の後頭部から赤いものが飛び散る。

　何が起きたのかわからなかった。目の前で起きたことを理り解かいしようとしたが、背中を強く引っ張ぱられて身体からだが仰のけ反り、椅子の背もたれに叩たたきつけられた。胸むねに焼けた鉄てつ棒ぼうをねじ込まれるような灼しやく熱ねつ感。反動で椅子から投げ出され、床ゆかに倒たおれる。

　目の前でコーヒーカップが跳はね、中身が飛び出す。こぼれたコーヒーと、自分を中心に拡ひろがる別の赤い液えき体たいが床でぶつかり、混まざっていく。

　赤が拡がるにつれて、体温が徐じよ々じよに失われていくのがわかった。

　身体に力が入らない。

（あれ……なんでオレ……撃うたれてるんだろう……）

　訳わけがわからなかった。

　強ごう盗とうだろうか……？　いや、ここは病院だ、何も盗とるものなんかありゃしない。ここよりいいターゲットがいくらでもあるだろうに。

　自分を撃った連中は、まだ部屋の中をうろついている。床ゆか越ごしに足音が伝わってきた。何をしているのだろうか。

　頭を回したかったが、身体はまったく言うことを聞いてくれない。微かすかに指先が動くが、それはただ痙けい攣れんしているだけだ。

（……ああ、死ぬんだな……）

　視界が黒く染まっていく。いきなり背中を激はげしく殴なぐりつけられたようだった。痛みはあまりなかったが、多分また撃たれたのだ。やめてくれよ、もう死んでるのに。

　胸への銃じゆう撃げきが既すでに致ち命めい傷しようだったから、背中に受けた銃撃は彼の命を数秒縮ちぢめただけに過すぎなかった。意い識しきが薄うすれていき──そのまま二度と戻もどることはなかった。




　ルルルルルル……ルルルルルル……

　黒の集しゆう団だんはどれぐらいの間そこにいたのか──見た者はいない。だが、そこに誰もいなくなってからしばらくして、電話が鳴った。

　規き則そく正しく鳴り続ける。

　急を要する用よう件けんだったかもしれないし、そうではなかったかもしれない。ただ、その電話が取られることはなかった。







　１．ＢＬＡＣＫ　ＳＯＬＤＩＥＲＳ







　まもなく日が沈しずみきり、これから急に気温が下がり始める時間帯、シャープなフォルムの赤いスポーツカーが走っていた。ボディーは洗せん車しやしたばかりのようにぴかぴかで、夕ゆう陽ひも手伝って鮮あざやかな緋ひ色いろに輝かがやいている。

　乗っているのは三人──ハンドルを握にぎるのは、透すけるように白い肌はだをしたくすんだ金きん髪ぱつの美女で、隣となりでは黒いコートを着たサングラスの男が窓まどから肘ひじを出してぼーっと外を眺ながめている。二人の座すわるシートの間から顔を出し前方を注視しているのは、長い黒くろ髪かみを斜ななめ後ろでまとめ、大きめのジャケットを羽は織おった女。印象こそまったく正反対だが、こちらも運転手の女に負けず劣おとらずの美女だ。

　三人を乗せたスポーツカーは、前を走るシルバーメタリックの車と適てき度どな距きよ離りを空けて走行している。この場合の『適度な距離』とは、車間距離という意味ではなく──後ろについて走っていると悟さとられず、かつ見失わない距離、のことである。つまり三人は尾び行こうの最中だった。
















　二台の間で信号が赤に変わり、停車する。先に信号を通った前の車はそのまま走って行ってしまったが、三人は慌あわてない。既すでに捕ほ捉そく済ずみだから、ここで焦あせって追いかける必要はなかった。

「ねえ二人とも。後ろ、気付いてる？」

　信号待ちの間に、後部座ざ席せきの女──ティファが前の二人に訊きく。

　男のほうはサングラスの奥おくの目だけ動かし、女は頭を回し振ふり返った。

「ああ」

「え、何？」

　それぞれ別の答えが返ってきた。

「後ろ二台、ずっとついてきてる」

　男──トーヤは見もせずにはっきり言う。

「……そういえば、あの車さっきもいたわ」

　ミラーで確かく認にんし、運転席の女──ミュウも呟つぶやく。黒の普ふ通つう車しやで、スモークガラスで中は見えなかった。

「気付いてるならいいんだけど」

　たまたまだろうか。それとも何か自分達に用事だろうか。追つい跡せき中でなければわざと遠回りしてみるなりして確認もできるのだが。

「放っとくの？　それとも撒まいちゃう？」

「できるか？」

「まかせて」

　耳をなぞって顔にかかった金髪を除のけ、自信たっぷりに言う。

「……仕事の邪じや魔まされたら気分悪いしな。撒いちまえ」

「オッケー」

　信号が変わる。だがミュウは発進しない。ハンドルから手を離はなし信号機を見上げている。

　そして、信号が黄色に変わった瞬しゆん間かん、素す早ばやくギアを入れて急発進する。後ろのシートにティファがぼすんと押おし付けられる音がした。

　交差点を渡わたり切ると同時に再ふたたび信号が赤に変わり、三人を尾つ行けていた（と思われる）黒の車は停とまらざるをえず後ろにとり残された。

「……やっぱりな」

　追跡を続行する車内で女二人の視し線せんを集め、トーヤはにっと笑った。

「信号青だったのに、一度も急せかされなかっただろ。あちらさん、オレ達に後ろ注目されたくなかったんだよ」




　　　　＊




　鉄以外の部品が取り除のぞかれた車の残ざん骸がいが、山と積み上げられている。鉄てつ錆さびと油の臭においが漂ただようスクラップ置き場の奥の、広く空けられたスペースに、シルバーの車が乗り入れられていた。

　それ以外にも三台、黒の乗用車が停まっている。トーヤらの後ろにいたものとは違ちがい、どれも値ねが張はりそうな──ついでにいうと後ろ暗い匂においのする──高級車だ。

　黒の車から、高こう価かそうなスーツとコートに身を包んだ男が、そしてそれを取り巻まくようにグレーのスーツを着た男達が三人下りてきた。そのうち一人は大きなジュラルミンケースを提さげている。

　四人が少し離れたところに停めてあるシルバーの車に歩を進め始めると、シルバーの車のドアが開きそちらからも男が現あらわれる。こちらは黒の車の男達と違い、赤い派は手でなシャツを着、金のアクセサリーをじゃらじゃら身に着けている。

「ブツは」

「金が先だ」

　確認するように問うコートの男に、言葉少なに答える。

　コートの男が目配せすると、グレーのスーツの一人がボンネットの上にケースを置き、解かい錠じようして中身が赤シャツの男に見えるように開いた。

　トーヤの位置からは中が見えなかったが、赤シャツの男は中身──高こう額がく紙し幣へいの束を手に取って全すべて紙幣であることを確認すると満足げに頷うなずく。

「確たしかに」

「次はそっちの番だ」

　急かすコートの男にへへっ、と笑い、後部座席から一回り小さい黒いケースを出して同じように相手に中身を見せる。こちらの中身は──乳にゆう白はく色しよくの粉の袋ふくろ。ペインキラー──この惑ほ星し、ネオ・アースに原生していた植物の葉から精せい製せいされる強力な麻ま薬やくだ。

　コートの男と赤シャツの男の間で、ペインキラーと現げん金きんのケースが交こう換かんされた。

（取引、確認）

　トーヤはさっと愛用の銃じゆうを抜ぬき、静かに薬室チエンバーに初しよ弾だんを送り込こんだ。

　ドン！　ドン！

　銃声が響ひびき渡る。

「はい、そこまでー。全員動くな」

　五人にぴたりと銃口を向け、告げる。

　タタタッ！

　懐ふところに手を伸のばそうとしたグレースーツを、ワン・トリガーで吐はき出された三発の弾だん丸がんが撃うち倒たおす。

「抜けなんて言ってないぞ。動くなって言ったんだ」

　今撃ち込んだのはプラスチック弾だ。死にはしないだろうが、完全に昏こん倒とうしている。

「……その場に膝ひざをついて、手は頭の上。抵てい抗こうはしないほうがいい。誰だれだって痛いたいのは嫌いやだろ？」

　四人を車の横に跪ひざまずかせ、武ぶ器きを奪うばって後ろ手に指し錠じようで拘こう束そくしていく。

「ふざけやがって……」

　がんっ！

　忌いま々いましげに呟いた赤シャツが、顔面から車に叩たたきつけられる。

「ふざけてるのはどっちだ。こんなもんあちこちに売りやがって」

　ペインキラーの袋を手に後頭部をぐりぐりと踏ふみつける。名前はディラン・アリウス、麻薬ペインキラーの売人デイーラーだ。司法機関が定めた犯はん罪ざい者しやで、『生け捕りに限りアライブ・オンリー』、つまり生かして当局に引き渡せば30万ＮＥドルの褒ほう賞しよう金きんが支し払はらわれる『賞金首』なのだ。

　トーヤらはそうした犯罪者を捕とらえ賞金を得る『掃除人スイーパー』だった。『賞金稼かせぎ』とも言われイメージはあまり良いものではないが、きちんと免許ライセンスの存そん在ざいする公こう認にんの資し格かくであり職しよく業ぎようである。

　ディランを捕つかまえるだけなら、機会はいくらでもあった。だが、売り手がいるなら当然買い手バイヤーもいるわけで、薬の蔓まん延えんはむしろ買い手の力に依よるところが大きい。もちろんどちらも罪つみで、害悪であることは間違いないので、敢あえて両方の姿すがたが見えるまで手を出さなかったのだ。

　こと取引においてはディランという男は用心深く、なかなか尻尾しつぽを摑つかませなかったのだが、やっとこうして取引の現場を押さえることができた。買い手のほうには賞金は懸かかっていないが、現行犯で身み柄がらを押さえておけば引き渡し後の査さ定てい次し第だいでは褒賞金が上乗せされることがあるのだ。

「くっ、掃そう除じ屋やか……そうだ、１００万出そう。どうだ？」

　コートの男がトーヤのほうを振ふり返りながら言う。

「……１００万で逃にがせってことか？」

「取引だよ。お前だって金は欲ほしいだろう？」

　がんっ！

　またも後頭部を蹴けりつけ、ぐりぐり車に押し付ける。

「言うことがセコいんだよ。そんな取引に応おうじるくらいなら全員殺バラしてそこから勝手に持っていくさ。そういう司法取引は警けい察さつとやってくれ。悪あしからず」

　撃たれた一人は言うまでもなく、あとの四人も観念したらしく大人しくなった。いや、ディランとコートの男は、蹴り所が悪かったのか気き絶ぜつしているようだ。

　始動音がして振り向くと、コートの男達が乗ってきた黒い車が動き始めていた。方向転換し、逃げようとしている。

　逃がすつもりはない──というより逃げられないだろう。あちらはティファの担たん当とうだ。




　先頭の車が狭せまいスクラップの山の間に自然にできた道を通ろうとした途と端たん、目の前に骨こつ格かくだけになった車が降ふってきた。慌あわててブレーキを掛かけるも間に合わず激げき突とつ、後続の車も相次いで追突して停とまる。

　ドンッ

　骨ほねだけの車に次いで、それよりずっと質しつ量りようの小さな人ひと影かげ──ティファが先頭の車の屋根に着地した。その人影は腕うでを高々と振り上げると、足元に拳こぶしを叩きつける。

　ぼごんっ！

　パンチ一発、ただそれだけで屋根が15センチほど陥かん没ぼつし、同じだけ車内の天てん井じようが低くなる。

「な、何だ!?」

　車内にいた者からは、何をされたのかわからない。左右から一人ずつ、銃を手にドアを開け──屋根より上に頭を出した瞬しゆん間かん、

「えい」

　朗ほがらかな声とともに打ち込まれた恐おそろしく重い一いち撃げきを首くび筋すじに受け昏倒する。反対から出てきた男のこめかみには横よこ殴なぐりの硬かたい踵かかとがめり込み、そのまま倒れて白目をむく。

　屋根を蹴って後ろの車へ。真ん中の車は運転手一人だけで、既すでにエアバッグに顔を突つっ込んで気絶している。最さい後こう尾びの車の真横に音も無く下り立つと、銃を抜いて今まさにこちらに向けようとしている中の男ににっこりと微ほほ笑えみかける。

「は……？」

　男の手が止まった。ティファはその隙すきを見み逃のがさず、拳を引き車内の男目掛けて真まっ直すぐ突き出す。

　ばりん！

　見本のような正せい拳けん突きはガラスを突き破やぶり、その向こうの男の顔面を精せい確かくに捉とらえた。

「わっ、ととっ」

　バン！　バン！　バン！

　ノックアウトされた男の隣となり、運転席にいた男が撃うった銃じゆう弾だんを咄とつ嗟さに伏ふせて躱かわし、一息つく。男は膨ぼう張ちようしたエアバッグを銃で撃ち抜ぬいて破は裂れつさせ、車外に出たようだ。車体に張はり付き、反撃の機を窺うかがっている。車を挟はさんで背せ中なか合わせになっている、ということだ。

　ティファは立ち上がって身み構がまえ、静かに気息を整える。

「せあああああっ──！」

　ドガッ────！

　気合一いつ閃せん。想そう像ぞうを絶する破は壊かい力を秘ひめた回し蹴りが車の脇わき腹ばらに突き刺ささる。衝しよう撃げきで車体が50センチほど真横に滑すべり、反対側にいた男は車の傍そばから弾はじき出された。

「うおっ……！」

　何が起きたのかわからないまま、地面を這はって落とした銃を拾い上げる。車に蹴飛ばされたようだ、としか表ひよう現げんできなかった。振り返ると、至し近きん距きよ離りから爆ばく風ふうに晒さらされたように車のフレームが歪ゆがみ、ガラスは全すべて粉々になっている。まさか本当に車くる越まごしに蹴られたなどとは思いもよらない。

「なっ、あの女、一体何をやった──」

「別に何も。ちょっと蹴っただけだよ」

　声は後ろから聞こえた。蹴った？　蹴ったと言ったのか？　そんな馬ば鹿かな──

　どすっ、という重い音に視し界かいが激はげしくぶれ、男の意い識しきはそこで途と切ぎれた。




　ティファが戻もどってくるのを見て、トーヤはぱたんと携けい帯たい電話を閉とじた。

「警けい察さつには？」

「今呼よんだ。そっちはいいのか？　放置しといて」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。全員の肩かたと膝ひざ外しといたから」

　恐こわいことをさらりと言ってのける。それでは動けまい。指し錠じようで拘こう束そくされうつ伏ぶせに転がされている五人に、

「だ、そうだ。運が良かったな」

　どっちを担たん当とうするかジャンケンで決めたのだ。トーヤがチョキを出していたらこの五人がそうなっていたはずだ。

　ミュウはこういう荒あら事ごと向きではないので、入り口を少し入ったところで車を隠かくして待っている。警察に賞金首その他を引き渡わたしたら、今日の仕事は終わりだ。そのはずだが──トーヤの表ひよう情じようは険けわしかった。寝ね不ぶ足そくの顔かな、とティファは思っていたが、

「……なあティファ。全員って言ったよな。あっちの車にいたの、何人だった？」

　眉まゆ根ねを寄よせ、不ふ審しんげに訊きく。

「ん？　あっちも五人だったけど、それがどうかした？」

「じゃあ……この四人は一体何なんだろうな？」

「えっ？　どういう──」

　訊き返しかけた言葉を切り、ティファも振ふり返る。

「この四人」

　少し前から気にかかっていたのだ。何かが息を殺して近付いてきている、と。気配や第六感シツクスセンスといった曖あい昧まいなものではなく、はっきりとトーヤの感覚に引っかかるものだった。

　そしてそれは今、ティファの視線の先にいた。唐とう突とつに──ではないが、車の陰かげから音も無く現あらわれ、こちらにＳＭＧの銃口を向けている。穏おだやかではない。

「……で、何か？」

　動どう揺ようするでもなく、静かに問う。個こ性せいを極きよく限げんまで殺したように、四人が四人とも全身を黒一色に包みコンバットベストとガスマスクを着用している。顔は見えないし、体たい格かくにも大きな差さ異いがないため全員同じに見える。どころか、乱らん視しが悪化して一人が四人に見えているだけかとさえ思った。

「オトナシクシロ」

　黒ずくめの一人が、意図的に抑よく揚ようをなくした低い声で言った。

「掃除人どうぎようしやか？　他ひ人との仕事を奪うばうのはルール違い反はんだぜ」

「用ガアルノハオ前タチダ」

「ならその物ぶつ騒そうなモンしまって、面つら見せてからにしろよ。おたくらの態たい度どじゃ『死ね』って言ってるようにしか聞こえねーんだよ」

「殺気丸出しだしね」

　二人ともいきなり喧けん嘩か腰ごしである。お互たがいに事を穏おん便びんに済すませようという気がまったくないようだった。

　黒ずくめが頷うなずき合い、ＳＭＧのセレクタを切り替かえた──それを認にん識しきした瞬しゆん間かん、トーヤの手がそれを追い越す速さで動いた。

　タタタッ！

　身体からだを横に滑らせながら、引き金トリガーを引く。同時にティファも身を翻ひるがえし相手の射しや線せんから身体をずらした。

　一いつ斉せいに放たれた弾だん丸がんが、一瞬前まで二人のいた場所を貫つらぬき銀の車体に突つき刺ささる。追いすがる火線をかいくぐり、一ひと呼こ吸きゆうで車の陰に飛び込こんだ。

　狭せまい車の陰でティファと肩かたを並ならべ、腕うでだけ車上に出してもう一度三連射。命中した手て応ごたえはあったが、その何倍もの銃じゆう声せいが鳴り響ひびき車体が震ふるえた。ガラスが割われ、二人の頭に細かなガラス片へんが降ふりかかる。

　斉射が収おさまり、つかの間の静せい寂じやく。反対側のタイヤがパンクしたらしく、盾たてにした車ががたんと傾かたむいた。

「怒おこらせたかな」

「トーヤのせいでしょ。口悪いんだから」

「……で、恨うらまれる心当たりは？」

「うーん……どーかな。トーヤは？　あたしの知らないとこでいっぱいありそうだよね」

　ない、と言いたいところだが、掃除人スイーパーをやっていれば逆さか恨みでも何でも恨みを買うことは少なくない。だがそれはティファだって同じこと、トーヤだけが恨まれているような言い方はやめてほしい。

　髪かみを飾かざるガラスを振り落としながら、プラスチック弾の弾倉マガジンを抜く。黒ずくめのボディーアーマーにはあまり効きき目がなさそうだったからだ。二人に三発ずつ撃うち込んだが、何事もなかったように撃ち返してきた。

「直ちよく接せつ訊いてみりゃいいだろ」

　頷き、拳こぶしを固めるティファ。相変わらず腰こしの後ろに下さげた自動小銃オートマチツクには触ふれようともしない。そのことについては特に何も言わず、トーヤも愛銃に実弾の弾倉マガジンを挿さし込んだ。

　火力、防ぼう御ぎよ力共に上回る黒ずくめは、左右に分かれて二人を追い詰つめようとしている。

「──やるぞっ！」

　トーヤの合図で二人が車の前後に飛び出した。

　短い助走からティファはいきなり黒ずくめのガスマスクめがけて飛び蹴げりをかますと、銃口を向けられるより早くもう一人の後頭部に手を回しトランクの角目め掛がけて思い切り叩たたきつける。

　トーヤはヒップ・ホルスターからもう一丁銃を抜き、飛び出しざま左右の銃で同時に二つの標マ的トを捉とらえる。

　ドン、ドン、ドン、ドン、ドン、ドン！

　弾丸は通らないまでも、ほとんど同じ場所に二度三度と続けて銃じゆう撃げきを食くらい、黒ずくめ二人は仰のけ反り倒たおれた。

　ティファから手て痛いたい打撃を受けた二人はそれでもふらりと起き上がり、見た。女が笑え顔がおを浮うかべ、ちょいちょいと手て招まねきしているのを。ＳＭＧを連射し、廃はい車しやの陰かげに逃にげたティファを追いかける。

　トーヤに撃ち倒された二人が起き上がりＳＭＧを持ち上げた時には、既すでにその先にトーヤはいない。トーヤはティファを追った二人に目標を変へん更こうしていた。

　ティファを見失った黒ずくめは、素す早ばやく──常じよう人じん離ばなれした跳ちよう躍やく力で──絶ぜつ妙みようなバランスで重ねられた廃車の山の上に登っていった。ティファはそれに気付いて同じように廃車を駆かけ登るが、一歩遅おそく眼がん下かを見下ろした黒ずくめと目が合ってしまった。ＳＭＧの射線とティファの身体が交差し──

　ドン！　ドン！

　トーヤの弾丸が黒ずくめの脇わき腹ばらと肩に命中する。アーマーに守られていない肩に鮮せん血けつが弾はじけ、大きくバランスを崩くずす。その機を逃のがさず、ティファは目の前の廃車──黒ずくめの立っている車のフロントを蹴り上げた。

　ゴォンッ！

　部品の除のぞかれた車体は思いの外軽く、衝しよう撃げきで大きく斜ななめに傾かしいだ。足を踏ふみ外し、黒ずくめは数メートル下の地面へ転落する。

　気の休まる間もなく、トーヤは即そく座ざに背はい後ごの気配に反はん応のうした。地面に身を投げ出して死角からの斉射を躱かわし、蜂はちの巣になった車の陰に転がり込む。

　カチッ

　黒ずくめのＳＭＧが弾たま切ぎれの音を告げたのを、トーヤの耳は聞き逃さなかった。足音を殺して車を迂う回かいし、ボンネットを乗り越こえて弾倉マガジンを交こう換かんしている最中の黒ずくめの後ろに回りこみ、その背せ中なかに銃口をぴたりと押おし当てる。

「動くな。この距きよ離りならいくら防ぼう弾だんでも背せ骨ぼねが砕くだけるぜ」

　トーヤの手にあるのは、愛用の銃ではなくいつもは脇わきに吊つっている大型の拳けん銃じゆうだ。込められているのは通常の強装弾ホツト・ロードだが、今はそれで充じゆう分ぶんだ。それが背中の中心──背骨を真まっ直すぐ狙ねらっていた。そうして動きを封ふうじた黒ずくめを盾にもう一人を牽けん制せいする。勝負ありだ。

「さて、じゃあおたくらの素す性じようと理由を話してもらおうかな」

　二人は沈ちん黙もくを守っている。単なるお礼参りではなさそうだったが、簡かん単たんに喋しやべるとは最初から思っていない。

「……だんまりかよ。まあいいや、なら掃除人オレたち流のやり方で聞かせてもらう。言っとくけどオレらは警けい察さつほど上品じゃないからな」

　撃げき鉄てつを起こす。自由なほうの黒ずくめはＳＭＧをゆっくり下ろすと足元に視し線せんを落とした。トーヤからは死角になっているが、そこにはたった今確かく保ほしたばかりの賞金首＋四人が転がっている。

　あろうことか、無む造ぞう作さに動かしたＳＭＧの銃口が動けない五人を狙っていた。

　ドンッ！　ドン、ドン！

　左の拳銃と、神速で抜いた銃が同時に火を噴ふく。

　零ゼロ距離から放たれた弾だん丸がんは背骨を避よけて激はげしく背を突つき飛ばし、もう一方は引き金トリガーに指をかけようとしていた黒ずくめの両肩を撃ち抜いていた。

「……オレ達の獲え物ものを勝手に殺すなよ……！」

　呻うめき声をあげて倒れた黒ずくめに言い放つ。

　背中に銃弾を受けてなお立ち上がろうとする黒ずくめに再ふたたび拳銃を向け、

「動くなって言って──」

　苦く悶もんしながら身を起こした、その手にあるものを見てトーヤは息を飲んだ。

　手にすっぽり収おさまるサイズの、円えん柱ちゆう状じようの物体。それが黒ずくめの手から、ころころとこちらに転がされる。

「──────────！」

　閃せん光こうが膨ふくれ上がった。




「トーヤっ!?」

　悲鳴に近い声で叫さけび駆け出そうとしたティファの足が止まる。廃車の陰に隠かくれ潜ひそんでいた黒ずくめが、ティファの首に太い鎖くさりを巻まきつけたのだ。

　咄とつ嗟さに左手を差し入れたが、お構かまい無しにものすごい力で絞しめ上げてくる。

「このっ……！」

　背後の敵てきの脇わき腹ばらに肘ひじを突き入れ、頭を振ふり上げて後頭部を顔面──ガスマスクにぶつける。ごつん、と鈍にぶい音がした。多分相手より自分のほうが痛かっただろうが、怯ひるんだ隙すきに鎖から抜ぬけて反転、横面に裏うら拳けんを叩たたき込む。

　マスク越ごしにくぐもった呻きを漏もらす黒ずくめの胸むな板いたに、射い抜ぬくような中ちゆう段だん蹴げりがクリーンヒット。数メートルも水平に吹ふき飛び、廃車に激げき突とつする。

　ティファの力でこれだけの連撃を受けたにも拘かかわらず、黒ずくめはまだ動いた。相当足にきているようだが、それでも気き丈じように立ち、踵きびすを返して逃にげ出した。

　追うべきか迷まよったが、トーヤのほうが気がかりだった。

「トーヤっ！」

　光は一いつ瞬しゆんで、既すでに収まっている。閃光弾の類たぐいだろう。大きな爆ばく発はつもなく、トーヤは同じ場所にうずくまっていた。黒ずくめは光に紛まぎれて逃とう走そうしたらしく、いなくなっている。

「大だい丈じよう夫ぶ？　しっかりして！」

　抱だき起こしたトーヤは、苦しげに目を閉とじていた。

「……大声出さなくても聞こえてる。大丈夫だよ」

　言いながらも、目を開けようとしない。トーヤの目は色しき素そが薄うすく、ただでさえ刺し激げきに弱いのだ。その上薄うす闇やみに慣なれた目では、まぶた越しでもあの閃光は強すぎた。

「それより、ミュウは？」

「へっ？　ミュウ？」

　唐とう突とつにトーヤの口から出た名前に、ティファは抜けた声を出す。彼女は入り口近くで待っているはずなのだ。

「さっきちょっと悲鳴が聞こえた」

「悲鳴っ!?」

　ティファには聞こえなかったが、何かあったのだろうか？　それにしては落ち着いている気がするが。

　と、そこへスクラップの間からひょっこりミュウが顔を出した。

「ミュウ！」

「えっ、な、何？」

　いきなり呼よばれ、ミュウはきょとんとしている。

「何があったの？」

「それはこっちが聞きたいんだけど……今の何？　いきなりぶつかられたんだけど」

　トーヤが聞いたのはその悲鳴か。二人から安あん堵どの溜ため息いきが漏もれる。

「車で待ってるはずだったろ？　なんでここまで来てんだよ」

　やっと視力喪失ブラツクアウトから回かい復ふくしてきたらしく、トーヤが目をうっすら開きながら問う。

「そんな睨にらまなくたっていいじゃない。あれだけばりばり銃じゆう声せいしたら気にするに決まってるでしょ。何やってたの？」

「それをこれから訊きくんだよ」

　頭を廻めぐらせ、トーヤに両りよう肩かたを撃うち抜かれた黒ずくめに足早に歩み寄よる。逃げ遅おくれたらしい。

　拾い上げようとしていたＳＭＧを蹴り飛ばし、ティファが襟えり首くびを摑つかんでさんざん盾たてにされた車の傍そばまで引き摺ずっていく。

「さて、もう一回訊くぞ。お前らは何者で、どうしてオレ達を襲おそった？」

　やはり何も言わず、ただ肩かたで息をしている。

「どうせ捕つかまったら吐はくまで同じこと訊かれるんだぜ？　言えよ、ほら」

　さっとマスクを剝はぎ取ると、男──男だった──は焦しよう点てんの合わない血走った目でトーヤを凝ぎよう視しし、痙けい攣れんしたかと思うと突然動かなくなった。目を開けたままうなだれ、唇くちびるの端はしから血の筋すじが伝い落ちる。

「なっ……」

　脈が止まっている。完全に事切れていた。

「毒……？」

　秘ひ密みつを守るため、だろうか。相手に情じよう報ほうを与あたえないよう自決した、或あるいはさせた、ということか。方法としては考えられるが、まともなやり方ではない。

「何なんだよ、一体……」

　何一つ明らかにせず死んだ男。まだ白光の残る目を閉とじ、トーヤはほんの少しの怒いかりを込こめて呟つぶやいた。




　　　　＊




　ソファーの上で毛もう布ふに包くるまるそれを見て、ティファは漠ばく然ぜんと思う。この子は朝日を見たことがあるのだろうか、と。

　ミュウとの同どう居きよを始めてからしばらく経たつが、彼女がティファより早く起きていたことは一度もない。

　ソファーの下には、服や下着が脱ぬぎ散らかしてある。服を脱いで寝ねる癖くせは、何度か注意したが直る気配がないので諦あきらめ、もう慣なれた。特に用事もないので、起こすこともしない。

　昨日のこと──賞金首の件けんは普ふ通つうに処しよ理りされたが、黒ずくめの集しゆう団だんの件は警けい察さつの管かん轄かつ下かに置かれ調ちよう査さされることになった。だが朝方あった連れん絡らくでは、素す性じようや身元がわかるようなものは何一つ出てこず、弾だん丸がんの線せん条じよう痕こんを照合しても、該がい当とうする銃じゆうがなかったそうなのだ。改かい造ぞうか密みつ造ぞうか──記録を抹まつ消しようされている代しろ物ものということになる。普通ではない。残ったのは身元不明の死体が一つ、外がい傷しようはあったが直ちよく接せつの死し因いんは毒、自殺ということになりそうだった。

　ニュースを流しながら、自分の手をじっと見下ろす。握にぎったり広げたりを繰くり返し、ふぅ、と溜ため息いきをついた。

「どーしたんですかぁ？　表情が黒いですよぉ？」

　キッチンから出てきた少女が、笑え顔がおを垂たれ流しながら語ご尾びの延のびたのんびりとした声で訊いてくる。両手で保ほ持じしたトレーには、湯気の立つコーヒー。

　彼女は、アディア。金きん髪ぱつ碧へき眼がんの可か愛わいらしい美少女だが、実はミュウがとある会社からモニターとして預あずかっている試作型のアンドロイドである。

「暗い、でしょ」

「そうですぅ、暗いですぅ。体調不良ですかぁ？」

「うーん……健康なはずなんだけど。あ、ありがとっ」

　テーブルにコーヒーを置いたアディアに微ほほ笑えむ。

「お砂さ糖とう二個こ、ミルク多めでよかったですよねぇ？」

「うん」

　お茶派はのティファは、これまでコーヒーを飲むことはほとんどなかった。あまり好きでもなかったのだが、ミュウに付き合ってアディアの淹いれるコーヒーを飲むようになってから、『まあこれはこれで美お味いしいかな』と思えるようになったのだ。どういうわけか、アディアはコーヒーを淹れるのが驚おどろくほど上手だった。

　マグカップに少しだけ口をつけると、ティファはふと何か思い立ったように腰こしを上げる。

　部屋の隅すみに押おしやってあるサンドバッグをリビングの真ん中に吊つるし、軽く拳こぶしを打ち込んだ。

　ずどん！

　凄すさまじい音がして、サンドバッグが跳はね上がる。その音にぐっすり眠ねむっていたミュウが飛び起き、

「なっ、何、なにっ!?」

「あ、ミュウさんおはようございますぅ」

　あたふたと毛もう布ふを身体からだに巻まき付けながらきょろきょろ周囲を見回すミュウと、それにマイペースに朝の挨あい拶さつをするアディア。

「うーん、正せい常じようだなぁ……」

　ティファは首を傾かしげながら呟いた。

「正常って……何が？」

「うん、昨日のこと。あたし結けつ構こう強めに殴なぐったはずなのに、立ったんだよね……なまってるのかと思ったけど、そんなことないよね？」

　あの黒ずくめのことである。

「え、えーと……それはわたしには何とも……」

　未いまだギコギコと振ふり子のように大きく揺ゆれ続けるサンドバッグを見て、返答に窮きゆうする。

「何だったんだろうね、あれ……」

　何事もなかったようにサンドバッグを元あった場所に戻もどし、テーブルに戻ってコーヒーをすする。

「……あ、アディア。わたしにもコーヒー」

「はぁい」

　そんなやりとりを横目に他国の報ほう道どうを聞いていたティファの手が、止まった。

「そんな……噓うそ……っ」

　音量を上げ画面を凝ぎよう視しするティファの顔は、ミュウの目にも明らかなほど青ざめていた。




　ピリリリリ……ピリリリリ……

　単調な高音と唸うなるような振しん動どう音が、二度寝の至し福ふくを味わっていたトーヤの覚かく醒せいを促うながす。

「…………んだよ……っせぇな……」

　もごもごと口の中で呟きながら、不ふ届とどきな安あん眠みん妨ぼう害がい者しやに手を伸のばした。

　ティファからだ。鳴り続ける携けい帯たいを手に、ぼりぼり頭を搔かく。

　電でん源げんを切ってやろうかと思ったが、それをすると三分経たたないうちに直ちよく接せつ押しかけてきそうなので素す直なおに出る。

「……なん──」

『トーヤっ！　テレビテレビっ！　今すぐテレビ見てっ！　ニュース！』

「……テンション高いな朝っぱらから」

『朝じゃないでしょ！　いいから早くっ！』

　どうしたというのだ。必要以上の大声で叫さけぶティファから耳を離はなし、枕まくら元もとに置いた眼鏡めがねをかける。クリアになった視し界かいでテーブルの下に転げ落ちていたリモコンを探さがし当て、テレビをつけた。

「……明日から雨か」

　週しゆう間かん予よ報ほうによると、明日から天候が大きく崩くずれそうだった。

『ちがーう！　もう終わった！　ああもう、今からそっち行くからっ！』

「なんだったんだよ」

『ベアトリス国立病院がっ！　大変なのっ！』

　それは長く耳にしなかった、しかし片かた時ときも忘わすれたことのない単語だった。







　２．ＩＮ　ＴＨＥ　ＨＯＳＰＩＴＡＬ







　ソラリアは、トーヤらが本ほん拠きよを置くシーク・イミダから赤道を挟はさんでほぼ同どう経けい度どに位置する国だ。世界最大の国土面積と人口、ネオ・アース最古の歴史（といっても、せいぜい千年そこそこだが）を持つイオニアと比ひ較かくすれば、国土はおよそ三分の一、人口は半分を少し下回る程てい度ど。この惑ほ星しにおける人類史のスタート地点であるイオニアから距きよ離りがあることもあってか開かい拓たくは遅おそく、若わかい国だが、その分勢いきおいがある。イオニアと肩かたを並ならべる大国といってもいいだろう。

　そしてこの国は、トーヤとティファにとって二つ特別な意味を持つ。

　まず故こ郷きようである。二人とも孤こ児じだったから生まれた土地かどうかはわからないが、この国の田舎いなかの、小さな孤児院で育ったのだ。今はもうその孤児院も残っていないが──院長先生は元気だろうか。時々届く絵手紙から察するに、どこかの山に籠こもって自活しているらしいが、住所が書いてないのでこちらから連れん絡らくのしようがないのだ。

　そしてもう一つの意味。二人がＩＳＯＮ──ナノマシン医療のイニシエート・サバイバー・初期生存者オブ・ナノメデイシンとなった場所である。人体破壊病ＨＤＤに感かん染せんした二人が入院し、治ち療りようを受けたのが、この国の『ベアトリス国立病院』なのだ。

　あまり良い思い出ではないため、自然ソラリアという国そのものから足が遠のいてしまいがちになってしまう。ティファはそれほどでもないようだが、トーヤは正直ソラリアに行くことにあまり乗り気ではなかった。

　それを押して行くことにした理由が、ベアトリス国立病院で発生したという事じ件けんだった。数日前のことだが、病院内で殺人があったらしいのだ。報道管制が敷しかれているようで詳くわしい情じよう報ほうは入ってこないのだが、深夜過すぎ、当直の医い師し、看かん護ご士し数名が殺害されたという。殺された被ひ害がい者しやに知った名前はいなかったが、それだけでは不安は拭ぬぐえなかった。良い思い出はないとはいっても、そこは自分達の命を救ってくれたところであり、世話になった医師がいるのだから。

　十時間を超こえるフライトを終え、空港に降おり立った三人は、荷物を回かい収しゆうすると固まった身体からだをほぐしながら早足で出口に向かう。

　頭上から照りつける陽光が目を刺さす。何時間か前まで雨が降ふっていたらしく湿しめった空気を肺はいに取り込み、トーヤとミュウはそっくりの仕草で欠伸あくびをした。二人は機内であまり寝ねられなかったらしい。

「相変わらずだね」

　ティファが同情の眼まな差ざしをトーヤに向ける。

「あ？」

　不ふ機き嫌げんな返事。サングラスの奥おくの目が恐こわかったので、目を擦こするミュウに話を振ふった。

「……でもミュウまでどうしたの？　乗り物とは相あい性しよういいはずなのに」

「恐いんだもん。知らない人が操そう縦じゆうしてると思うと」

　彼女は運転・操縦のエキスパートなのだ。鳥が飛び、魚が泳ぐように、そういうふうに造つくられた、本ほん能のうのレベルで組み込まれた技ぎ能のうである。だからか、他人にそれを任まかせるのが不安で仕方ない、というわけだ。

　とすると、公共の交通機関を利用する度たびにそんなことを考えているのだろうか？

　ミュウには悪いが、もう少し我が慢まんしてもらうしかない。気乗りしない様子のミュウの背せを押し、三人はタクシーに乗り込んだ。

「ベアトリス国立病院まで」




　　　　＊




　その病院は、レンガをいくつも組み合わせたような色と形をしている。といってもレンガ造りなわけではなく、全面がそういう色で塗ぬられているだけだ。設せつ計けい者しやの遊び心を反はん映えいしたのか時と計けい塔とうなんかもあったりする。屋上はコンクリートの色そのままで、上空から見ると灰はい色いろの巨きよ大だいなコの字に見える。

　最近外がい壁へきが塗り直されたようで、トーヤの記き憶おくにある姿すがたとは違ちがって見えた。

　受付に行くと、取材はお断ことわりですと言われた。

「オレ達がマスコミに見えるか？」

　掃除人スイーパーは警けい察さつのようにバッジを出してパスというわけにはいかない。

「テイラー先生に会いたいの。トーヤとティファが来たって言えばわかると思うから」

（眠ねむ気けで）半分に細められた目で呟つぶやくトーヤを横に退のけ、ティファが言う。受付の女じよ性せいは不機嫌な顔でカウンターをとんとん叩たたくトーヤに怯おびえながら内線で連れん絡らくを取り、

「……ドクターは回かい診しん中です。三階の喫きつ茶さ室しつでお待ちいただくようにと」

　というわけで三階内科病びよう棟とうへ。

　清せい潔けつな病院の空気に落ち着かない様子のトーヤとティファ。コートにサングラスの男と美女二人の組み合わせは、行ゆき交かう入院患かん者じやの目を引く。待ちくたびれたミュウがテーブルに突つっ伏ぷし寝ね息いきを立て始めた頃ころ、やっと見知った医師が現あらわれた。

　ディール・テイラー。短たん髪ぱつの前髪が白く、目め尻じりの下がった男だ。二人の主治医だった時は三十過ぎだったから、今は四十前ぐらいか。顔には歳とし相そう応おうの皺しわが刻きざまれている。回診中ということで無事ははっきりしていたが、実じつ際さいに見てやっと安心できた。

「トーヤ君、それにティファちゃん……か？　どうしたんだい？」

「よかった……先生」

　喜びを素す直なおに表すティファ。

「ああ、そうか例の事じ件けんの……それでわざわざ？　トーヤ君も？」

「そうですよっ。あたしもだけど、トーヤのほうがずっと心配してました。顔に出てないだけで、これでも喜んで……ねっ？」

「余よ計けいなことまで言わなくていいんだよ」

　ぶすっとして言う。疎そ遠えんというか──今まで避さけてさえいた相手だ。何を言ったらいいのかわからなかった。

「いいんだ。僕ぼくは君にとっては『良い医者』ではなかっただろうからね。そうか……ありがとう」

　昔と同じように、優やさしく笑ってくれる。彼が差し出してきた手を、トーヤは黙だまって握にぎり返した。

「ところで……トーヤ君。彼女は？」

　顔を起こし、ぽーっとこちらを見上げているミュウを見る。

「あ、ああ、こいつは──」

「ミュウ・フェニックスです。初めまして先生」

　立ち上がり、トーヤの腕うでを取ってわざとらしいほど明るく言う。

　フェニックスはトーヤの姓せいである。当然ディールもそれを知っており、

「フェニックス……？　トーヤ君けっこ──」

『違いますっ！』

　トーヤはともかく、なぜティファまで力いっぱい否ひ定ていするのだろうか。

「わたし妹なんです。兄がお世話になったそうで痛いたっ！」

　嬉き々きとして言うミュウの頭をトーヤの手がはたく。悪あく質しつな冗じよう談だんなのでさすがにティファも弁べん護ごしない。

「なんで叩くのっ？」

「噓うそつきは泥どろ棒ぼうの始まりだ」

「妹？　あれ、トーヤ君は確たしか……」

「だから違うんですって。ちょっと訳わけありでオレと同じ名字になってるだけで」

　確かに登録上はトーヤの『妹』──しかも被ひ扶ふ養よう家族になっている。だがそれはミュウが勝手にやったことで、実際にはまったくの他人である。

「いいのに、妹で……」

「話がややこしくなるから黙だまってなさい」

「あ、あれ？　ティファちょっと目が恐こわい……」

「それで、センセー」

　脱だつ線せんする二人をよそに、トーヤが真ま面じ目めな顔をする。

「よかったら、事件のことを少し聞かせてほしいんだけど」

「それは構かまわないが……いや、こうして来ている以上、君達には聞いてもらったほうがいいだろうな」

「は？　どういう意味ですか？」

「……場所を変えて話そう」




　案内されたのは、当直の医い師しが殺された現げん場ばだった。事件後使われていないらしく、誰だれもいない。

「証しよう拠こ物件は警察が持っていってしまったから、もう何も残っていないと思う……」

　鬚ひげの伸のび始めている顎あごを撫なで回しながら、ディールは言う。

　案内の間ディールが語ったのは、初動捜そう査さの様子だった。病院の職しよく員いんは、捜査の模も様ようを多少なりと見ているのだ。耳に入ってくる情じよう報ほうを彼なりに整理して、トーヤらに伝えようとしていた。

「で、目もく撃げき者しやは無し、犯はん人にんらしき指し紋もんは一いつ切さい出ず、弾た丸まから銃じゆうを特定することもできませんでした、と」

　昨日まで立ち入り禁きん止しになっていた部屋を歩き回り、ディールの言葉を反はん芻すうする。

「どっかで聞いたような話だね」

「そうだな」

　ひそひそと耳打ちしてくるティファに頷うなずき返す。

「……先生、被ひ害がい者しやに共通点とかは？」

「この病院に勤つとめているという以外は、特に……」

「怨えん恨こんの線は？」

「さあ、そこまでは僕にも……ああ、確たしかリカルドが離り婚こん調停中だったが……」

　それは多分関係ないだろう。

　血けつ痕こんは既すでに綺き麗れいに掃そう除じされていたが、まだ血の臭においがする気がした。被害者が倒たおれていたと思おぼしき場所を見ると、床ゆかに弾だん痕こんが残っていた。ほとんど垂すい直ちよくに、つまり──倒れた被害者に真上から撃うち込こんで──止とどめを刺さした、ということになる。弾たまは貫かん通つうし、床に残った。

「で？　センセー、さっき変なこと言ってたよな？　オレ達には話しておいたほうがいいとかなんとか」

「ああ、そうそう……動機というか、それが犯人の目的だったんじゃないかと思うんだが……保ほ管かんされてた診カ療ル録テがなくなっていたんだ」

「カルテが？」

「そう。しかも七年以前のデータがね」

　通つう常じよう、カルテの保ほ存ぞん義ぎ務むは五年間となっているが、七年以上昔のカルテが残されていたというのは不思議なことではない。それ自体は珍めずらしいことでも何でもないのだが、その時期が七年以前だというのが問題なのだ。

「それって……！」

「……君達のものも含ふくまれている」

　七年以前というと、教科書にも載のるほどの大きな出来事の一つに、ＨＤＤの流行がある。十年前突とつ然ぜん発生し、ネオ・アースの当時の全人口の５％が死し亡ぼうしたという。徹てつ底ていした感かん染せん対たい策さくとワクチンの普ふ及きゆうで今ではもう恐おそるべき死病ではなくなっているのだが、誰にいつ襲おそいかかるかわからない見えない恐きよう怖ふが過か去この出来事になるにはまだ時間がかかるだろう。

　トーヤとティファはこの病院でＨＤＤの治ち療りようを受けた。その記録が盗ぬすまれたということは、二人もまた被ひ害がい者しやなのだ。七年以上も昔の診しん療りよう記録など、今さら大した価か値ちはないだろうが──

「……確かに、こいつはオレ達も無関係ってわけじゃなさそうだな」

「そう、だね……」

　眉まゆ根ねを寄よせて考え込んでいた二人は、ほぼ同時にある仮か定ていに行き着いて顔を上げた。

「七年前……あ、そっか！」

　ＨＤＤ発生の三年後、と考えると辻つじ褄つまが合う。

「センセーならわかるだろ？　ＨＤＤのワクチンができたのはいつだ？」

「そ、そうだな……大体七年ま──」

「そう！　そうだよ！　で、あたし達はそれより前にここで治療受けてるでしょ！」

「ナノマシンでのウィルス除じよ去きよ治療か……！」

　ＨＤＤ発生から一年余あまりが経たった頃ころ、研究中だった医療用ナノマシンがようやく実用段だん階かいに入った。ＨＤＤウィルスの体内からの除去を目的として初めてナノマシンによる治療が行われたが、ワクチンが完成して以後、その治療法はほとんど使われなくなった。ワクチンの効こう力りよくがほぼ１００％である以上、リスクを負う必要がなくなったからだ。つまり、ナノマシン医療がＨＤＤに使用されたのは、実用化からワクチン完成までのごく短い期間だけということになる。

「だったら……カルテを盗ぬすんだ犯人は、オレ達みたいに特別な治療を受けた患かん者じやを探さがそうとしてる、って考えられないか？」

　特別な治療を受けた人間──ＩＳＯＮを。

　治療に直ちよく接せつ関かかわったディールは知っている。その治療が患者に──トーヤらの身体からだに及およぼした影えい響きようを。

「それじゃあ、犯人はトーヤ君達を……!?」

「仮定だよ。……まあそうだとして『会って話がしたいだけ』なんて穏おだやかな奴やつらではなさそうだけど」

　目的のためなら殺人も辞じさないような連中である。言葉だけは軽いが、口調には苛いら立だちが表あらわれていた。

「ねえ、それってアレじゃない？　一昨日の黒むぐ」

　窓まどから駐ちゆう車しや場じようを見下ろしていたミュウが口を開きかけ、ティファが素す早ばやくその口を塞ふさぐ。

「心当たりがあるのか？」

「いや、全然。……そうだ、治療を受けたのはオレ達だけじゃないし……センセ、そのカルテ見せてもらうわけにはいかないかな？」

「盗まれたのはディスクだけだから、資し料りよう室しつには残ってる……だけど、今さらだけど僕達には守しゆ秘ひ義ぎ務むがある。君達にも見せるわけにはいかないんだ。すまないけど」

「知ってる。ちょっと言ってみただけ」

　にっと笑い、肩かたを竦すくめる。

「……じゃ、オレ達はこれで。行くぞ二人とも」

「あ、うん」

　ディールに短く挨あい拶さつし部屋を出ていく二人。それに続いてドアをくぐろうとしたトーヤの背せを、ディールが呼よび止めた。

「……君が笑った顔、初めて見たよ」

「……おかげさまで」

　振ふり返る前に、後頭部に一度手をやる。

「その……ありがとうございました。それと、すいませんでした。センセーの元気な姿すがた見られて、安心しました……本当ホントに」

　ティファの言う通りだった。不ふ義ぎ理りな自分を恥はじた。

「こちらこそ。会えて──元気そうでよかった」

「……また、来ます」

「ああ。いつでも来なさい」

　ディールに見送られて部屋を出、先に出た二人に追いつく。

「……どうしてさっき止めたの？　先生には話しておいたほうが良かったんじゃ」

　隣となりに並ならんだミュウが袖そでを引っ張ぱり、本当にわからない様子で訊きいてくる。トーヤはそれをじろりと一いち瞥べつすると、

「なんでそんなこと話さなきゃならねーんだ？」

「え……だって」

　トーヤとティファを襲おそった黒ずくめも、病院を襲しゆう撃げきした殺人者も、どちらも登録にない（照合不ふ可か能のうの）銃じゆうを使っていた。時間的にもちょうど繫つながる。単なる偶ぐう然ぜんの一いつ致ちとは思えない。

「……心配かけたくないんだよ」

　すれ違ちがった入院患者が三人に好こう奇きの視し線せんを向ける。

　廊ろう下かの窓から中庭を見下ろし、ぼんやりと考えを巡めぐらせていると、ティファが窓とトーヤの間の狭せまい空間に割わり込んだ。

「なーに考え込んでるの？」

　必要以上に顔を近づけるティファの顔面を摑つかんで横に押おし退のけ、緑の豊ほう富ふな中庭──その中心に陣じん取どる大たい樹じゆを眺ながめる。

　周りにはベンチが幾いくつも据すえられ、パジャマ姿の患者が木こ陰かげでくつろいでいる。

「いや、ちょっと面おも白しろいことを思い出してな」

　トーヤらが入院するずっと昔からここにある木は、憶おぼえている頃ころより枝えだ葉はが伸のび緑が増ましているようだった。名も知れぬあの木はここでどれだけの生と死を見守ってきたのだろうか──などと思いながら、ミュウににたりと笑いかける。

「……この病院にはそれなりに長い歴史があるから……まあいろいろとそういう方面の話も豊富なんだな」

「そういう方面？」

「つまり……大事な人に会う前に死んだとか、流産、死産とか、退たい院いんを目前に併へい発はつした病気で、とか……医い療りようミスってのもあるな。未練の残る死に方をしてるのが結けつ構こういるらしいってこと」

　トーヤがとつとつと語りだした不ふ吉きつな話題に、ティファがぴくりと反はん応のうする。

「……そ、それで？」

　緊きん張ちようした面持ちで、ミュウ。

「……あの木にもそういう伝説が残ってるんだよ。白い服着た首吊つり死体が枝にぶら下がってるのを見たって人が何人もいるって話だぜ。噂うわさじゃ、病気を苦に自殺した十四歳さいの少女らしいけど……」

「あっ、あはは……やだな、そんなことあるわけ……」

「噓うそじゃない。風もないのにその枝だけがさがさ揺ゆれたり、呻うめき声だか溜ため息いきだかを聞いたやつもいる。それに──」

「わーっ、わーっ、わーっ！」

　なぜか顔を赤らめ突とつ然ぜん叫さけび出すティファ。

「──オレも見た」

「やめてーっ！　聞きたくなーいっ！」

　青い顔をしたミュウが耳を塞ふさいでぶんぶん頭を振ふる。思った通りこういう話は苦手のようだ。

「……大だい丈じよう夫ぶだ、ミュウ」

　耳を塞ぐ手をやんわりと除のけ、にっこり笑って言う。

「ここは病院だ。別に珍めずらしいことじゃないから」

「バカーっ！　やめてって言ってるのにーっ！」

　トーヤの襟えりを摑つかんで締しめ上げ始める。

　前後に揺さぶられながらティファのほうを見やると、朱しゆが差した顔でこちらを睨にらみつけている。トーヤが何を言いたかったのかわかったのだろう。というより──彼女こそがこの話の当事者だからだ。

　それは二人が入院中のこと──トーヤよりかなり早く治療が終わり、一いつ般ぱん病びよう棟とうに移うつされたティファは、安静にして経けい過かを見ようという状じよう態たいだった。

　同じく入院中のトーヤは、まだ集中治療室ＩＣＵ。会いに行けるわけもなく、彼女は退たい屈くつしていたのだ。

　元来身体からだを動かすことが好きだった少女は、まだリハビリは早いという医い師しの判はん断だんに納なつ得とくしていなかった。ナノマシンの作用で（当時はもちろん知る由よしもないが）身体はほとんど治っていたのに、どうして動いちゃいけないのか──そして、彼女は医師や看かん護ご士しの目を盗ぬすんで、勝手にリハビリを始めてしまった。

　人目のない夜中に、こっそり部屋を抜ぬけ出しては外──中庭に出、ランニングやら筋きんトレやらに勤いそしんだ。一日でこなしたメニューを考えれば、とても病人とは思えない運動量だっただろう。夜中だから誰だれも見ていない──だがそれは絶ぜつ対たいではなく、やはり目もく撃げき者しやがいたのだ。夜中に木の枝にぶら下がり懸垂する姿すがたは、『首吊り死体』のように見えたかもしれない。実体のある人間がぶら下がっているのだから枝が揺れもするし、呼こ吸きゆうだってする──それがこの伝説の真相である。

　真に受けて涙なみだ目めになったミュウの反応を見ると、オチを話さないほうが面白そうだった。

「……オレにはわかる……それはまだここにいる。それもすぐ近くに」

「聞こえない聞こえないっ！」

「聞こえてんじゃねーか。それと、病院の中では静かにな」

「噓よね!?……二人とも、どうして黙だまってるの？　ねえ、ねえったらっ！」

「さ、行くぞ」

「ちょっとーっ！　否ひ定ていしてよー！」

　半泣きで喚わめくミュウの声にこみ上げる笑いを堪こらえながら、玄げん関かんを目指す。

「あー、面白ぇ。こんなにウケるとはなー」

「……トーヤ、悪あく趣しゆ味み」

　二階から一階に下りている途と中ちゆう、階かい段だんを上がってきた人間に出くわした。

「おっ？」

　手すりに手をかけた男は、トーヤとティファを見て声を上げた。

「なんだお前ら、こっちに来てたのか」

　良く見知った人物なのに、あまりに面おも変がわりしていて一いつ瞬しゆん誰だかわからなかった──気まずい沈ちん黙もくが訪おとずれる前に、二人は相手の名を口に出した。

『キザイア兄にい……？』

　白く染そめ抜ぬかれた短たん髪ぱつをがりがり搔かきながら、その男は気軽に片かた手てを上げる。

「おう。久ひさしぶりだな義弟おとうとども」




　　　　＊




　義弟ども、という言葉が示しめす通り、キザイア兄──キザイア・ウィードはトーヤらと同じ孤こ児じ院いんで育った兄のような存そん在ざいだった。二十九歳、イオニアのメイフォンと並ならぶ年長組の一人で、現げん在ざいはここソラリアでバイク店を経けい営えいしている。また、あまり使っていないがソラリアのアジトの管理も頼たのんでいる協力者である。

「で、キザイア兄なんで病院なんかに？　どっか悪いのか？」

　営業中に抜けてきたというので、店に戻もどる車内。運転するのはもちろんミュウだ。隣となりに座すわるキザイアが振り返って、

「アホか、お前らのためにわざわざ行ったんだよ」

「えっ、だってあたし達キザイア兄にこっち来るって言ってないよね？」

「じゃなくてだ。例の事じ件けん──お前らそれでこっち来たんだろ？　お前らときたらガキみてーにいつまでもソラリアここ避さけてやがるから、ちょっと代わりに先生センセイに話聞きに行ってやろうと思ってたんだよ。ま、お前らのほうが一足早かったみてーだが」

　無む駄だ足あしだったぜ、と嘆たん息そくするキザイア。人はこうも変わるものなのだろうか、と後ろの二人は思う。二人の記き憶おくにあるキザイアは癖くせの強い栗くり毛げで無ぶ精しよう鬚ひげ、眼鏡めがねをかけていた。それが今では銀髪で鬚も綺き麗れいに剃そられ、コンタクトに替かえ、少し瘦やせたし肌はだは日に焼けて浅黒くなっている。はっきり言って──別人。声と口調で義兄だとわかるだけである。

「あ、まあそれは……うん、ありがとう」

「けっ。普ふ段だんろくに連れん絡らくしねぇくせに、来る時はいきなり来やがって」

　メイフォンといいキザイアといい、どうしてこう年長組はガラが悪いのだろう。客商売なのに。

「どれぐらいこっちにいるんだ？」

「それなんだけど……事件のことを調べてみようと思ってる」

「あァ？　掃そう除じ屋やの仕事じゃねーだろうよ？」

「オレ達に関係あるかもしれないんでね」

　キザイアは少し考え、そのまましばらく黙り込こむ。

「ヤバい連中ってことか？」

「さあね。でもヤバい奴やつの相手なら慣なれてるし」

「違ちがいない」

　深しん刻こくそうな顔をしていたのは数秒だけ、声を上げて笑い出す。

「で？　こっちのお嬢じようは？　まだちゃんと名前聞かせてもらってないんだが、どういう知り合いだ？」

「あ、はい。ミュウっていいます。よろしく」

　邪じや気きのない顔で性しよう懲こりもなく『いもう……』などと言い出したので後ろからシートを蹴けりつけ、

「……ちょっと訳わけありでね。まあ仕事仲間、かな」

「大だい丈じよう夫ぶ、キザイア兄。信用していいよ」

　ミュウを黙らせると同時に言葉を濁にごす。

「訳あり、ねぇ……まあ、お前らがそう言うなら俺おれは別に気にしやしねーが」

　あれ……？　キザイアの態たい度どにトーヤは違い和わ感を覚えた。キザイア兄ってこんなキャラだったっけ……？

「キザイア兄、やっぱどっか悪いんじゃねーのか？」

「…………？　何を言ってるんだお前は」

　やっぱりおかしい！　トーヤとティファは顔を見合わせて首を傾かしげ、バックミラーでそれを見たミュウは不思議そうに眉まゆをひそめた。




「……んん？」

　店てん舗ぽの横手の駐ちゆう車しや場じように停とめられたスクーターを見て、キザイアは疑ぎ問もん符ふを浮うかべた。

「どした？　キザイア兄」

「いや、なんでアイツが来てるんだ……？」

　作業場でバイクの整せい備び、或あるいは修しゆう理りをこなしている総そう勢ぜい二名の従じゆう業ぎよう員いんが手を止め会え釈しやくする前を素す通どおりし、店内に入っていく。

「あら、おかえりなさいあなた。早かったのね」

　各種二輪車関連の雑ざつ誌しが積み重ねられている来客用のテーブルでのんびりコーヒーをすすっていた女じよ性せいが、キザイアの姿すがたを認みとめて柔やわらかく微ほほ笑えむ。

「お、お前どうしてここに」

「あなた携けい帯たい忘わすれてたから、買い物ついでに届とどけに来てあげたのよ。はい」

「あ、ああ、サンキュー……」

「用はそれだけ。じゃあね、お仕事がんばって……あら？」

　キザイアの横をすり抜ぬけようとした女性が、トーヤらのほうを見て足を止める。

　キザイアの陰かげで見えなかった女性の顔を見て、トーヤとティファは驚おどろいた。

『ヒヨミ姉ねえ！』

　またしても──そして意外なことに、知っている女性だった。

　一五〇ちょっとしかない小こ柄がらな身体からだに、二十五とは思えない丸みを帯びた童顔。昔は長く伸のばしていた栗くり色いろの髪かみを肩かたで切り揃そろえている。

　ヒヨミ姉──ヒヨミ・ナカネは、キザイアと同じく、トーヤらと同じ孤児院の出身だ。年上だと意い識しきしたことはほとんどなかったが、最年少のトーヤ、ティファからはやはり姉の扱あつかいになる。

「あらあらあら。トーヤにティファじゃない。久ひさしぶり。大きくなったわねー」

　背せ伸のびしながら突とつ然ぜんの再さい会かいを喜ぶ。

　と、何を思ったかヒヨミは一直線にティファの胸むねに手を伸ばし、ティファはそれを素す早ばやく片かた手てでさばく。『攻こう撃げき』を躱かわされ一いつ旦たん手を止めたヒヨミの目が、ぎらり、と輝かがやいたような気がした。

　執しつ拗ように胸を狙ねらうヒヨミの両手を、さらに加速したティファの右手が右に左に弾はじく。無む駄だに凄すさまじい攻こう防ぼうが始まり、ヒヨミのスタミナ切れで終わる。

「はー、はー、はー……ちっ」

「ちっ、じゃなくて、ヒヨミ姉っ！」

　外見はこうだが、孤児院時代にティファに格かく闘とう技ぎの基き礎そを教えたのはヒヨミである。舐なめてかかると手て痛いたい反撃を食くらうことになる。

「……ヒヨミ姉、なんで……？」

　彼女が孤児院から独どく立りつして以来、一度も会っていないのだ。まさかここで会えるとは思わなかった。

　トーヤの疑問に、ヒヨミの代わりにキザイアが答えた。

「ん？　言ってなかったか？」

　言うと、ヒヨミの肩をぐいと抱だき寄よせる。

「私たち、結けつ婚こんしたのよ」

『はぁっ!?』

　忘れていた携帯を届けに来たという行こう為いと、『あなた』という呼こ称しよう──他ほかに考えにくいが一番なさそうだと思っていた答えが当たりだった。
















「けっ、結婚って……なんでまた二人が……」

「なんでもくそもあるか。一人で結婚はできんだろうが」

　キザイアに会ったのも久しぶりだが、前回来た時はヒヨミのヒの字も出てこなかった。それどころか孤児院にいた時から、ヒヨミはキザイアのことを毛け嫌ぎらいさえしていたはずなのに。

「ビビッときたのよ。あー私にはこの男ひとなんだな、って」

「なんだお前らその『目の前で電車が正面衝しよう突とつするのを見た』みたいな顔は」

「いや、別に……」

　キザイアといったら、人ひと妻づまから犯はん罪ざいすれすれの少女まで、若わかければ誰だれ彼かれ構かまわず手を出そうとする男だったはずだ。そんな男が、トーヤの知り合いとはいえ掛かけ値ねなしの美女であるミュウに興きよう味みを持たないはずがない──トーヤの危き惧ぐは見事に肩透すかしを食くらった。何かに目覚め、女に興味がなくなったのか──などと失礼な想そう像ぞうしか思い浮かばなかったが、何のことはない、いつの間にか妻さい帯たい者しやになっていたのだ。それで人じん格かくにまで大きな変へん革かくが起きたということなら、まあ納なつ得とくできる。

「なんだぁ……結婚するなら呼よんでくれればよかったのに」

「式は挙げてねぇよ。籍せき入れただけだ」

「そっ、ナカネは旧きゆう姓せい。今はヒヨミ・ウィードだから」

「そ、そう。まあとにかく……おめでと、ヒヨミ姉」

「ありがと」

「で？　お前らはどうなんだ？　ずっと一いつ緒しよにいて、そういう感じにはならねーのか？」

　トーヤとティファを見み比くらべ、下世話な視し線せんを投げつけてくる。

　そういう感じ──つまりキザイアとヒヨミのように──

「なっ、ないない！　全然ホント、なんにもっ！」

　ティファが慌あわてて力いっぱい否ひ定ていし、同意を求めるようにトーヤのほうを見る。

　ずっと、ではないが、お互たがい一緒にいる時間が一番長いのは確たしかだし、既すでに生活に関かかわるいくつかの物品は共有しているし、時には一つ屋根の下アジトで寝しん食しよくを共にすることもある──そうすることがお互いのためだと思ってやっている、ということも踏ふまえれば、メイフォンのように結婚後も離はなれて暮くらしている例もあるが、大多数の結婚後の男女と大差ないように見えるかもしれない。

「……そういうもんなのか？」

「いや、別にそうしろってわけじゃないが。俺らから見りゃお前ら二人は姉きよう弟だいみたいなもんだったしな」

「だっ、だよね！　あはははは！」

　ごまかすように明るく笑うティファ。

「あなたたち、積もる話もあるでしょうけど、立ち話もなんだし座すわらない？」

　ヒヨミの提てい案あんにキザイアを除のぞく三人が同意する。

「待ってて、コーヒー淹いれるから。インスタントだけど」

「待てヒヨミ。ここは喫きつ茶さ店てんじゃねぇんだ、話なら家かそいつらのアジトに行けよ」

「あら、そう？」

「鍵キーのある場所は教えたよな、確か」

「ええ。聞いたわ。覚えてないけど」

「……聞いた後自分で移い動どうさせたことも忘わすれてるな。本ほん棚だなの百科事典の右から五冊さつ目めに挟はさんだだろ」

「つーか、何だってそんな凝こったところに」

　トーヤの指し摘てきは耳に入らなかったようで、

「というわけで、アジトへゴー」

　ヒヨミがトーヤとティファの背中をどーんと押おし、外に出る。軽く掌しよう底てい気味だったため予想外に衝しよう撃げきが大きかった。

　会話から完全に置き去りにされていたミュウは、黙だまったままキザイアから車のキーを受け取ると、それじゃ、と小声で言い残して後に続いた。
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　今日はつくづく、人は変わるものだと思わされる日だ。

　十年ぶりの再さい会かいということもあってか、話の種が尽つきることはなかったが、そんなによく喋しやべる人ではなかったはずのヒヨミが驚おどろくほど口が滑なめらかになっていた。まだ子こ供どももおらず、主しゆ婦ふなので自由になる時間が多く暇ひまなのだそうだ。陽ひが落ちかけていることに気づいて話を中ちゆう断だんしたぐらいで、ヒヨミはまだいくらでも話せそうだった。

　喋り足りないというオーラを発するヒヨミをなんとか外まで送り出し、

「悪かったな、ヒヨミ姉。掃そう除じまで手伝ってもらって」

「いーのよー。あの人ずぼらだから、これからは私がやっといてあげるわ」

　ヘルメットのあご紐ひもを締しめ、手をぱたぱたと振ふる。

　面おも白しろかったのは、彼女らが再会から僅わずか二か月も経たたないうちにスピード結婚に至いたった経けい緯いだった。

　元は隣りん国ごくローデリアの商社に勤つとめていたヒヨミだったが、ソラリアに転てん勤きん、通勤に足が必要になり踏み入れたバイク屋が偶ぐう然ぜんキザイアの店だったという。今乗っているスクーターを強ごう引いんに店頭価か格かくの半はん値ねで購こう入にゆうするという暴ぼう挙きよをやらかし、トーヤらの頭にあった癖くせ毛げに鬚ひげ、眼鏡めがねというキザイアの容よう姿しが気に食わないと言っては無理やりイメチェンさせたのだ。

　大前ぜん提ていにあった嫌きらいという感かん情じようをよそにあれこれ世話を焼くうち、彼と一緒になるという選せん択たくも悪くないと思うようになった。それからはあっという間で、結けつ婚こんと同時にほとんど未練のなかった仕事をすっぱり辞やめ家庭に入ったという。聞いているとキザイアの意思がかなり無視されているような気がしたが、間ま違ちがいなく双そう方ほう合意の上で、プロポーズは彼のほうからだったそうだ。

　すごいというか、二人とも無む茶ちや苦く茶ちやな決断力である。

　スクーターにキーを挿さし、ゴーグルを装そう着ちやくしたヒヨミが、突とつ然ぜんトーヤの襟えりを摑つかみぐいと引っぱった。

「……で、ぶっちゃけどーなのよ？　気心の知れた幼おさな馴な染じみと、ちょっと影かげのある金きん髪ぱつ美女と」

「どう、って……」

「そー、この女ったらしめ、どっちが本命？　二人には言わないからお姉さんに正直に教えなさい」

「どっ、どっちもそんなんじゃねーよっ！」

「タイプは違うけどルックスはいい勝負よねー。あ、でもトーヤはそういうので選ぶコじゃなかったっけ？」

「だーっ、もういいからさっさと帰れよっ！　ほらっ！」

「ほーほほほ…………」

　高笑いし、走り去っていく。

「ったく……迷めい惑わくな方向に変わったなヒヨミ姉は……」

　嘆たん息そくし、アジトに戻もどる。

「さっ、どーするトーヤ？　夕食」

　ジャケットを脱ぬいで身軽になったティファが訊きいてくる。

「保ほ存ぞん食しよくなんて味気ないから食べたくないしさ。出かける？　それともピザでも取る？」

「……ピザかな」

「わたしも賛さん成せい」

　トーヤの案にミュウも手を挙げた。

「決まり」

　電話帳を出し、ピザ屋を探さがし始める。

　トーヤは、ベッドに座すわって黙だまって指を複ふく雑ざつに組み替かえているミュウの隣となりに座り、

「どうした？」

　顔を上げたミュウは、寂さびしげな笑えみを浮うかべた。

「うん……二人にはこういう家族がいたんだよね。打算とか駆かけ引きとかなくて、あんなふうに自然に言葉交かわせるって、いいなぁって……思って」

　ミュウにはずっとそれがなかった。血の繫つながらない家族の騒そう々ぞうしさは、ミュウには手に入らないと思っていた温かいものだった。

　コートを脱ぎ、銃じゆうをテーブルに置いたトーヤは、ミュウの頭にぽんぽんと手を置く。

「……お前だってその中の一人だ。これからは嫌いやでもああいうのと付き合ってくことになるぜ。覚かく悟ごしとけよ」

　冗じよう談だん混まじりに言うトーヤにミュウはくすっと小さく笑った。

「がんばる」

「……はーい、よろしくー」

　ティファは二人の希望も聞かず勝手に注文を済すませてしまったようだが、多分大だい丈じよう夫ぶだろう。トーヤの嗜し好こうは彼女も良く知っているからだ。

「貝入ってなかったらなんでもいいでしょ？」

「ああ」

　アバウトな言い方だが、良くわかっている。

「ミュウは……」

「平気。わたし好き嫌い無いから」

「だよね」

　ミュウは大の辛から党とうだ。いつだったか、それでピザの味がわかるのかというほどタバスコをかけていたのを思い出した。

「それで、お二人さん。あたしは大変なことに今気づきました。緊きん急きゆう事じ態たいでーす」

　ティファが指を立てて言い出す。

「なんだ？」

「どうしたの？」

「あたし達は三人です。でもベッドは二つしかありません。どうしましょー」

　今まではトーヤとティファ二人で一つずつ使っていた。ミュウが増ふえ、ベッドが足りないのだ。すっかり失念していた。

「……お前のベッドで二人寝ねりゃいいだろ」

「ヤだ。狭せまいし、ミュウ裸はだかで寝るんだもん」

「ならオレとか？」

「却きやつ下か」

「あ、あの、いいよわたし、床ゆかで寝るから」

「駄だ目めよ。こういうことは不公平にならないようにしなきゃ」

「今オレとミュウの意見一言で却下したのは不公平とは言わないのか……？」

「だから、ジャンケンで決めましょ」

「公平かそれ」

「確かく率りつ的にはねっ」

　有む無むを言わさず、一回勝負。

　勝者、トーヤ、ミュウ。敗者、ティファ。

　言い出したティファが硬かたい床で毛もう布ふに包くるまることになった。

「あ、あたしって一体……」

　グーを出した自分を呪のろうティファの両りよう肩かたに、トーヤとミュウの手が乗せられる。

「公平にな」

「そうそう、公平に」




　雨が降ふり出したらしく、気温が急に下がり始めた。

　両側のベッドの二人は、寝不足もあってか心地ここち良よさげに寝息を立てていた。トーヤは壁かべと向かい合いこちらに背せを向けており、ミュウは例によって床に服を脱ぬぎ散らかしている。

「寒っ……」

　毛布を抱だき締しめ、身体からだを丸くする。寝つきが悪いのは、それだけが原げん因いんではないと思う。床が硬くて寝苦しいのと、彼らのように眠ねむ気けが蓄ちく積せきしていないからだ。少しはその眠気を分けてほしい。

　ジャンケンと言い出したのは自分だが、負けたのが自分でなかったらどうだろう。

　トーヤ。やはり自分と同じように寝つけず、明日も寝不足で目つきと機き嫌げんが悪くなる。

　ミュウ。この寒さでもやはり脱いで寝て、風か邪ぜをひく。

　自分なら──

（……よく考えたら、あたしが我が慢まんすることないじゃない）

　むくりと起き上がり、二人のベッドを見み比くらべる。

　ミュウがどっちと寝るかばかり考えていたが、ティファが余あまった場合はどうするか。

　迷まよわず──熟じゆく睡すいしているトーヤのベッドに潜もぐり込こむ。

「はー、暖あたたかい」

　小声で言いながら背中同士を密みつ着ちやくさせ、トーヤの体温を背中で感じる。

　子こ供どもの頃ころはよくこうして寝ていたのだ。今さら気にすることもないだろう。それに、トーヤは起きるのが遅おそいから、自分が先に起きれば何の問題もない。

「おやすみ、トーヤ」




「だあああぁぁぁっ!?」

　ごつんっ！

　床に頭をぶつけ、一いつ瞬しゆんで目が覚める。

「いったーい！　何するのよトーヤっ！」

「何じゃねぇっ！　なんでお前がオレのベッドに入ってんだよっ!?」

「だって寒かったんだもん！　トーヤこそなんで今日に限かぎって早起きなのよっ！」

「知るかっ！　お前背負って山登りする夢ゆめとか見ちまったじゃねーか！」

「だからって蹴けっ飛ばすことないでしょっ！」

　二人がいつもより少し早い、そして少し騒さわがしい朝を迎むかえた時、ミュウはまだ夢の世界にいた。
















　３．ＫＩＤＮＡＰ







　翌よく日じつからトーヤ達が始めたのは、現げん地ちの警けい察さつの動向を探さぐることだった。

　トーヤ達は盗ぬすまれたカルテを見ることはできなかったが、警察は捜そう査さの一いつ環かんとしてその内ない容ようを知っている。恐おそらくはトーヤ達と同じ仮か定ていに辿たどり着くだろう。ＩＳＯＮは存そん在ざい自体があまり知られたものではないが、警察ならば知っているはずだった。それによって警察がどういう方ほう針しんを取るかはわからないが。

　どうやら警察にも犯はん人にんの目星はついていないようで、とりあえず『狙ねらわれているであろう人物』──つまるところ『ＩＳＯＮである可か能のう性せいがある人物』──数名をピックアップし、本人同意のもとで身辺警けい護ごに当たっている、という状じよう態たいのようだった。傍はたからこっそり見ていると後手に回っている気がしてならないが、まあ現状ではそうするしかないだろう。当然並行して捜査も行われているが、そちらは犯人側が動かない限り手て詰づまりかもしれない。

　トーヤ達はその中の一人を警護、または張はり込んでいる警察の動きにずっと注目していた。ややこしい言い方だが、『張り込みの張り込み』である。狙われている本人に近付くと怪あやしまれること確かく実じつなので、少し離はなれたところから警察のほうを見張っている。といって、何か動きがあった時（犯人が動いた時）に、すぐさまトーヤ達が動けるわけではないのだが。

　これにはトーヤのＩＳＯＮとしての能のう力りよくが大きく貢こう献けんしている。トーヤは聴ちよう・嗅きゆう・触しよつ覚かくが抜ばつ群ぐんに優すぐれていて、集中すればかなり離れた位置からでもある程てい度ど状じよう況きようが把は握あくできるのだ。

　それとなく調べたところ、警察が警護しているのはある家族らしかった。家名フアミリーネームはフォウリー、夫ふう婦ふと子供が一人の三人家族で、家は小さいながら一戸建てだ。警察の目があるのでそれ以上は調べられないが、この三人のうち誰だれか、または全員がトーヤらと同じ治ち療りようを受けてＩＳＯＮとなった可能性があり、狙われているというわけだ。

　張り込みを始めて三日目になるが、今のところ何事もない。初日はトーヤとティファ、二日目はティファとミュウ、そして今日三日目はトーヤとミュウが張る番だった。

「退たい屈くつー……」

　ハンドルに顎あごを乗せてぼやくミュウ。まったく同感だったが、それを口に出すと余よ計けい虚むなしくなってくるので同意しない。

　街灯が点つき始める夕ゆう暮ぐれ時、ミュウは自分以上に退屈している気配を発しているトーヤに唐とう突とつに切り出す。

「……ねえ、何か面おも白しろいことして」

「いきなり要求かよ。最初は『面白いことない？』って聞かないか普ふ通つう」

「じゃあ面白いことない？」

「ベアトリス国立病院の怪かい談だんその２その３。面白いぞ」

「……意地悪」

「小しよう児に病びよう棟とうの開ひらかずの絵本の話なんかオススメなんだが」

「やめてったらっ！　それトーヤが面白いだけじゃない！」

「ちっ、バレたか」

「最っ低」

　子供っぽくぷいと顔を背そむける。

　よく聞いていればオチが見えてくる怪談もどきにもいちいちリアクションしてくれるので、見ていて飽あきないのだが。

「おっと……まずいな」

「なにが？」

　不ふ機き嫌げんな口調で聞き返してくる。

「パトロール。こっちに来る」

　スモークなので外から車内は見えないが、制せい服ふくの警官が明らかに二人の乗る車に注目して歩み寄よってくる。

「ったく、面めん倒どうな……」

「どうするの？」

　うるさく聞かれたくない。追い払はらう方法を思案する。

「ちょっとこっち来い」

「えっ？」

「早く」

　シートを少し倒たおし、怪け訝げんな顔をするミュウを助手席のほうに引き寄せる。

　こん、こん。

　真横まで来た警官がドアを叩たたく。

　ミュウの腰こしを抱だき寄せ、頭は肩かたの上に乗せる。

「顔伏ふせてろ」

　ミュウの耳に囁ささやくと、警官の二度目の呼よびかけに応おうじてウィンドーを少し開けた。
















「……なんだよ」

　低い声で呟つぶやき、中を覗のぞく若わかい警けい官かんを睨にらみ上げる。

「あ、いやその……」

　トーヤの上にミュウが覆おおい被かぶさり、抱き合っている形だ。一目で『取り込み中』とわかり、気まずい表ひよう情じようになる警官。

「邪じや魔ますんじゃねぇよ」

　吐はき捨すて、ぴしゃりとウィンドーを閉とじる。

　思わぬ光景に動どう揺ようした警官は、もう一度声を掛かけるべきか二度ほど躊躇ためらった後そのまま去っていった。

「……さ、もういいぞ」

「……………………」

「おい」

「う、うん……」

　肩を叩かれてやっと顔を上げ、運転席に戻もどる。

「……そんなのあり？」

「これなら声掛けづらいだろ？」

　へっ、と小さく笑えみを浮うかべ、肩をすくめるトーヤ。

　そして何事もなかったかのように張はり込みを再さい開かいするが──しばらくの間、ミュウの顔の血行が良くなっていたことは誰も知らない。




　　　　＊




　隣となりにいた中年の男や運転手にも何も言わず、黙だまって車から降おりたライアは、仏ぶつ頂ちよう面づらのまま我わが家の門を開けた。

　振ふり返ってみると、まだこちらを見ている。彼らがどういう理由で自分に張り付いているのか、一応は説明を受けたが、鬱うつ陶とうしいことに変わりはない。

　彼らは刑けい事じで、自分達家族の警けい護ごが仕事だそうだ。何者かが自分達を襲おそう可か能のう性せいがある、ということだけは聞かされたが、実感はない。父親は大手医薬メーカーの宣せん伝でん部長だが、家は特別裕ゆう福ふくというわけでもない普通の中流家庭だ。誘ゆう拐かいならもっとやりやすくて金のありそうな家が近所にいくらでもあるだろう。恨うらみを持つ者は──自分はどうか知らないが、両親は息子むすこが言うのもなんだがお人ひと好よしで、誰かに恨まれることなどなさそうに思える。

（うっざ……）

　よって、狙ねらわれる覚えはない。学校では変な目で見られるし、ずっと監かん視しされているようで（実じつ際さいその通りだが）落ち着かない。

　玄げん関かんをくぐり、二階の自室に向かう。母親が台所で掃そう除じ機きを動かしているが、無視して階かい段だんに足を運ぶ。

「ライア……？　帰ったのならただいまぐらい言いなさい」

　足音を聞きつけ、母親が階下から見上げてくる。

「……ただいま」

　小声で言うと、

「随ずい分ぶん早いけど……どうしたの？」

「……別に何も」

「調子悪いの？　お医者さんに行ったほうが……」

「何もないって言ってるだろ」

「でも……」

「あーもう、うざいっ！　大だい丈じよう夫ぶだからほっといてくれよっ！」

　今日は定期テストで、最後が得意な教科だったから二十分で抜ぬけて帰ってきただけだ。説明するのも鬱陶しくなり、母親の声を背せに自室のドアを閉じる。

　軽い鞄かばんを放ほうり投げ、大音量で音楽を流す。──警察も、過か保ほ護ごな両親も、何もかもがうざったい。

　だが両親が過保護になるのには、ちゃんと理由がある。ライアは一人っ子で、しかも母親の身体からだの問題で医者にもう二人目は無理だと言われている。つまりあの両親にとって彼はたった一人の子こ供どもというわけだ。

　それに加え、ライアは昔──小さい頃ころなのでよく覚えていないが──大きな病気を患わずらい、生死の境さかいを彷徨さまよったことがある。そんなことがあったから自然と両親はライアの変調に神しん経けい質しつになってしまうのだ。結果的にこうして生きているし、その後は特に病気らしい病気もせず健康そのものなので、必要以上に心配されても煩わずらわしいだけだが。

「何なんだよ一体……」

　ベッドに寝ね転ころんだままバスケットボールを手の中で玩もてあそぶ。名目上は被ひ警護対象なので遊びにも出られない。『外出は極力控ひかえるように』と控えめに言っていたが、実質出るなと言われているのと同じだった。

「馬ばっ鹿か馬鹿しい……」

　どうせ何もありはしないのに。




　　　　＊




　フォウリー家から一ブロック離はなれた、賃ちん貸たいマンションの四階空き室にて、待機中の刑けい事じ二人は何度目かの報ほう告こくを受け取っていた。相変わらず異い状じようは無し。何もなければそれはそれでいいのだが、本当にあの家族が狙ねらわれているのだろうかという疑ぎ念ねんは湧わいてくる。

　別の課から増ぞう援えんに駆かり出された若わかい刑事には、家族の警護を命じた上う層えの判はん断だんの詳くわしい説明がまだされていない。なにしろ急なことだったので、担たん当とうの課の者から説明を受けるようにとのことだった。組むことになった壮そう年ねんの刑事がそうなので、今のうちに聞いておくことにする。

「ベイカーさん、あの……」

「おぉ、そうそう」

　二人が同時に喋しやべり出し、顔を見合わせたまま固まる。

「……先にどうぞ」

「そうか？　いや、そろそろ腹はらが減へらんかと思ってな」

　言われると、そんな気がしてきた。昼を軽めにしたため、ほどよく空くう腹ふく感かんが襲っている。

「そうですね。じゃあ何か取りますか」

　命令の件けんは後で改めて聞こう。

「ああ、いいんだ。もう若いモンに頼たのんであるからな、そろそろ届とどく頃だ」

「準じゆん備びいいですね」

「だろう？　なに、いつものことだからな」

　少し得意げだ。

「……で、何を頼んだんです？」

「来てからのお楽しみだ」

　壮年の刑事がにかっと歯を剝むき出すと、良いタイミングで呼よび鈴りんが鳴った。

「おっ、来たな」

　歳としを感じさせぬ軽い足取りでドアに歩み寄より、念のため魚ぎよ眼がんレンズを覗のぞく──

　ドアの向こうに立っていたのは、見知った後こう輩はいの顔ではなく黒い目出し帽ぼうを被かぶった黒ずくめの姿すがただった。それはすっと手を持ち上げると、手にした銃じゆうをレンズにぴたりと当てた。

　キュン！

　甲かん高だかい音が響ひびき、レンズを覗き込んでいた刑事が声もなく仰あお向むけに倒たおれる。

「ベイカーさん？」

　重い物音に若い刑事が立ち上がり玄げん関かんを見やる。そこには眼がん球きゆうを射い抜ぬかれ倒れた先輩刑事の姿。さらにドアの鍵かぎの付近が数発撃うち抜かれる。

　慌あわてて部屋の奥おくに引き返し、脇わきから官給品の銃を抜く。不ふ審しん者しやは乱らん暴ぼうにドアを蹴けり開け侵しん入にゆうしてきた。玄関は左右が塞ふさがっており、逃にげ場はない。反はん撃げきするなら今だ──驚おどろくほど冷静に判はん断だんし、身み構がまえる。こっちだって素人しろうとではない。銃を持った犯はん人にんを撃うたせず取り押おさえたこともある。

「警けい察さつだ動く──」

　陰かげから飛び出し、そこにいる人ひと影かげに銃を向け──ようとし、それが予想以上に接せつ近きんしていたことに動どう揺ようした。手を伸のばせば届くほどの距きよ離り。銃口はあさっての方向に向けられ、黒ずくめの長い腕うでがするりと首を脇わきに抱かかえ込む。

「ぐ」

　ゴキッ

　絞しめに苦しむ間もなく首をへし折られ、刑事の身体から力が抜ける。

　刑事の死体を静かに床ゆかに下ろし、部屋内をくまなく見回した黒ずくめは首のマイクに触ふれ囁ささやいた。

「──制せい圧あつ完かん了りよう」

　入った時と同じように静かに外に出ると、その黒ずくめは平然と手すりを乗り越こえて四階下の地面に着地した。




　そんなことがあったとも知らず、エレベーターを使わず軽けい快かいに階かい段だんを駆け上がってくる人影があった。一歩ごとに抱えた紙かみ袋ぶくろががさがさ鳴る。中身は先輩の刑事に教えてもらったバーのサンドイッチだ。もう一人はどうか知らないが、先輩は大食ぐらいなので量がすごい。あまり揺ゆらして形が崩くずれていたらまた怒おこられそうだが、どうせいつものように文もん句くを言いながらも『味は変わらんから』とたいらげるのだから構かまわない。

　仕事中だが、ジャケットの前は寛くつろげ、シャツの裾すそはだらしなく外に出している──サンドイッチよりそっちが問題だろう。服ふく装そうの乱みだれにはうるさいのだ。

　シャツをズボンの中に押し込みながら、四階に到とう達たつする。

　部屋に向かう途と中ちゆうで、異い変へんに気づいた。ドアが開け放されている。しかもドアノブ付近が壊こわされていた。

　中の様子を見て、若い刑事は紙袋を取り落とした。

「ベイカーさん!?」

　顔を撃たれている。それもたった今だ。体温がまだ残っている。だが即そく死しだっただろう。処しよ置ちなしと見て、奥に倒れているもう一人の刑事を抱き起こす──

「うっ……」

　首が折れており、頭がだらんと垂たれ下がった。目を開けたまま死んでいる。

「一体何が……!?」

　異い常じよう発生だ。踵きびすを返し、階段を駆け下り乗ってきた覆ふく面めんパトカーに戻もどる。

　運転席から警察無線を摑つかみ、

『捜そう査さ本部』

「緊きん急きゆう事じ態たい！　ベイカー、アレック両名が──」

　バリン！

　言いかけたその時、突とつ然ぜん助手席のガラスが割わられた。

「え？　おいっ！」

　黒い人影は車内に何かを投げ込むと、そのまま去ろうとする。

　追いかけようとドアに手を掛かけ、ちらりと投げ込まれた物体を見る。

「ぅわ──」

　彼がそれを認にん識しきした瞬しゆん間かん──爆ばく発はつが起きた。




　母親と二人で早めの夕食を手短に済すませ、ライアはベッドでぼんやりアニメ雑ざつ誌しのページをめくっていた。

　父親もついさっき帰き宅たくしたようだが、顔を合わせていないし言葉も交かわしていない。最近は一日に二言か三言会話したら多いほうだから、別に気にならないが。

　外から聞こえた花火のような音に顔を上げた。

　音が近い。すぐ近所だ。窓まどを開け、身を乗り出して音のした方向を見やる。

　夜よ闇やみの中、何かが赤々と燃もえて黒こく煙えんを立ち昇のぼらせているようだ。爆発？　なんて物ぶつ騒そうな世の中だろう。

　いつだったかニュースでやっていた爆ばく弾だん魔まがまた出たのだろうか。いや、あれの犯はん人にんは隣となり町まちで掃除人スイーパーに捕つかまったと一昨日のニュースで言っていた。どこで耳に入ったのだったか、『模も倣ほう犯はん』という言葉が頭を過よぎる。そんな馬ば鹿かな。

　心中で笑い飛ばしながら窓を閉とじる。

　別の雑誌を手に取ってベッドに戻り、ページを開く。

　バンッ！

　と、突然自室のドアが乱らん暴ぼうに開け放たれた。振ふり返る前からライアの顔は不ふ機き嫌げんになる。

「ノックしろって言ってるだ──」

　母親か、父親か、予想していたどちらでもなかった。丈じよう夫ぶだけが取り得のような真っ黒い服を着、ガスマスクで顔を隠かくした人間（？）が、ずかずかと部屋に押し入ってくる。

「な、なんだよお前らっ！」

　跳はね起きたライアの口を塞ふさぐように黒ずくめが手を伸のばす。

　口に当てられた手から、甘あまいようななんともいえない匂においがした。

「んっ──！　────！　っ──！」

　麻ま酔すいを嗅かがされてなお暴あばれるライアの腹はらに、黒ずくめは鉄てつ塊かいでも握にぎっているような重いパンチを見み舞まった。

「……ちっ、手間かけさせやがって」

　吐はき捨すてると、ぐったりしたライアを抱かかえ上げ部屋を出て行った。




　　　　＊




「ん？」

　シートを倒たおしてくつろいでいたトーヤは、眉まゆ根ねを寄よせて身を起こした。

「……今の、爆発だよね」

「ああ、それもだが……」

「も？」

「別の音っつーか、こう……」

　爆発音に紛まぎれて、他の音が聞こえたのだ。押し殺した──消音器サウンド・サプレツサーを使っていると思おぼしき──銃じゆう声せいと、さらに微かすかな弾だん丸がんが空気を切り裂さく音。トーヤだから聞き分けることができたぐらいで、彼女には説明しにくい。

「……行くぞ」

「えっ、でも……」

「いいから行け！　なんかヤバい匂いがする！」

「う、うん！」

　エンジンを始動し、慌あわただしく発進する。

　何度か角を曲がり、フォウリー家のほど近くまで移い動どうしてくると、見覚えのあるパトロールが現あらわれた。まだ異い変へんに気づいた様子はないが、向こうも見覚えがあると思ったらしくこちらに視し線せんを投げている。

　パスッ！

　冗じよう談だんのようにあっけない音とともに、パトロールの胸むねの中心に穴が開あいた。

（狙そ撃げき……!?）

　爆音に紛れたのと同じ音だった。当人は何が起こったのかわからないうちに舗ほ道どうに倒れ、それきり動かなくなった。

　ドアにかかる手をぐっと堪こらえ、集中して周囲の様子を探さぐる。

「……なんで……なんで誰だれも来ねーんだよっ！」

　フォウリー家を中心に異変が起きているのは明白なのに、何な故ぜ誰も動かないのだ。

　一家を警けい護ごしているはずの警察に、まったく動きがない。どういうつもりなのだろうか。

　動きがないのではなく、動けないのだということまでは、トーヤにはわからない。異変に真っ先に気づき、対たい応おうすべき立場の者が、真っ先に殺されているのだ。異変に気づき警察が駆かけつけてくるまで、まだしばらくかかるだろう。

「……くそっ！」

　閑かん静せいな住じゆう宅たく街がいで、しかも夜だ。人通りはない。意を決して車を降おり、フォウリー家に走る。

　中からは、家族三人以外に複ふく数すうの気配がした。無ぶ骨こつで、無ぶ遠えん慮りよな足音、そして──

　吐と息いきのような銃声と、悲鳴。

「ちょっと、トーヤ……！」

「しっ！　……中で誰か撃うたれた……」

　彼女には聞こえていない。門の脇わきにしゃがみ、ミュウの口を押さえて言う。

「ふぁへはっへふぁえが（誰かって誰が）？」

「知るかよ。けど撃つと撃たれるはワンセットだ」

　舌した打うちし、銃を抜ぬいてスライドを引く。

　警護がついているのを承しよう知ちの上で、さらにその上を行っているのだ。どんな危き険けんな連中かわからない。

　トーヤに倣ならって小口径、コンパクトな銃を出すミュウに、

「……オレを撃ってくれるなよ」

「うん、善ぜん処しよする」

「……やっぱ持つな。しまっとけ」

　間ま違ちがって撃たれたらたまらない。背せ中なかに不安を感じながら、指し紋もんを残さないようにフォウリー家のドアを開ける。

「そこらへんに素す手でで触さわるなよ」

「わかってる」

　鍵かぎは開いていて、チェーンロックも捻ねじ切られていた。

　感覚を研とぎ澄すませばトーヤにはどこに何がいるのか察知できるので、視界を巡めぐらしていちいち目で確たしかめる必要はない。ずんずん奥おくに入っていくトーヤの後ろで、ミュウがきょろきょろと辺りを警けい戒かいしている。

「金目のものでも探さがしてんのか？」

「なんでよっ！」

　小声で抗こう議ぎするミュウにダイニングを指し示しめし、

「……そこで二人撃たれてる、見てくれ」

　安全な場所にミュウを残し、複ふく数すうの『音』が遠ざかっていくほうを見る。

（ツラ拝おがんでやる）

　眼鏡めがねの位置を直し、まだ見ぬ不ふ審しん者しや（家の住人からすればトーヤらも同じだが）を追って奥の裏うら口ぐちに進む。

　まとめて積み上げてあったと思われる新聞紙の束が倒たおれている。半開きになっている裏口のドアを肘ひじで押おし、外に飛び出して逃にげる背中を視界に捉とらえた。

（あいつらっ……！）

　幅はばの大きな暗色のビーグルに何かを放ほうり込こみ、今まさに最後の一人が乗り込もうとしているところだった。黒一色のボディーアーマーに、見覚えのある形けい状じようのガスマスク──その姿すがたはトーヤらを襲おそった黒ずくめと酷こく似じしていた。

　気配に振ふり返った黒ずくめは、家の中から現れたトーヤに銃じゆうを向けた。その出いで立ちには不ふ似に合あいな、片かた手てで扱あつかえるおよそ最大級のサイズの、銀色のリボルバーだった。

　ドンッ！

　派は手でな銃声が響ひびき、飛び退のいたトーヤの後ろで観葉植物の大きな鉢はちが粉々に砕くだけ散る。

　壁かべの陰かげに隠かくれたトーヤを嘲あざ笑わらうように、ビーグルは走り去っていく。道路に駆かけ出しタイヤに照しよう準じゆんを合わせるが、狙ねらえない。当然だろうが、ナンバーの類たぐいもついていなかった。

「……くそっ！」

　撃ってきた黒ずくめのことが脳のう裏りに焼き付いて離はなれない。引き金トリガーを引く直前──ガスマスクの奥の目が、笑っていたのだ。初めて感かん情じようらしいものが見て取れた、ということになるのだろうか。

　苛いら立だちをその場に吐はき捨すて、フォウリー家に戻もどる。

「ん…………」

　屋内の空気に違い和わ感を覚え、鼻をひくつかせるトーヤ。まだ微かすかだが、この臭においは──

（なんって見み境さかいのねー連中だよっ！）

　慌あわててダイニングに舞まい戻る。

「トーヤ……駄だ目め、血が止まらない」

　床ゆかに倒れているのは三十代後半ほどの男女。ミュウが手を血ち塗まみれにして必死で二人の胸むねの傷きず口ぐちを押さえているが、まったく意味をなしていないようだ。ミュウも薄うす々うすわかってはいるのだろう──致ち命めい傷しようだ。まだ息があるのが不思議なくらいだった。

「……もういい。ここから出るぞ」

「そんな……！」

「気づけよ！　ガスの臭いだろうがこれはっ！」

　まだそれほど強くは臭わない。トーヤにやっと嗅かぎ分けることができる程てい度どなら、ミュウにはまだ感知できないだろう。

「いいからそっち引っ張ぱってこい。急げ！」

　男──恐おそらくは父親──のほうの脇わきに腕うでを回し、玄げん関かんまでずるずる引っ張っていく。

「ちょっとぉっ！」

　身体からだに力が入っていない分、見た目以上に重い。苦労して門の外まで連れ出し、なかなか出てこないミュウのところに引き返す。もう一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。

「トーヤー……」

「ったく、お前非ひ力りき過すぎっ！」

　やっと廊ろう下かまで引っ張り出したミュウに代わり、女を抱だき上げて外へ出る。

　こっちも助からない──もう心しん臓ぞうの鼓こ動どうが聞こえなかった。だが今は怒いかりを嚙かみ締しめるより先にすることがある。

　可か燃ねん性せいのガス臭しゆうが濃こくなっていく屋内に戻り、ダイニングの二人が倒れていた場所にしゃがみ込む。

（同じ手口なら残ってるはずだ……）

　新しい血けつ痕こんの中に隠かくれるように、それはあった。フローリングにほぼ垂すい直ちよくに撃うち込まれた弾だん痕こん。

　ナイフを出し、がりがりと弾痕を搔かき回すと、すぐに硬かたい感かん触しよくに到とう達たつする。ガスに咳せき込みながら刃は先さきを捻ひねり、床ゆかにめり込んだ一発の弾丸を掘ほり出した。

　弾丸を拾い、全速力で外に走る。

　門まで出たその時、空気の流れが変わった。それが示しめすところを瞬しゆん時じに悟さとり、ミュウの細ほそ腰ごしを抱かかえて強ごう引いんに路面に伏ふせさせ女の遺い骸がいとミュウに身体ごと覆おおい被かぶさる。

　ボッ────！

　混こん合ごう気体に引火する音と、窓まどガラスが砕くだけドアが吹ふき飛ぶ音──さまざまな音が一いつ斉せいに破は壊かいを奏かなでた。炎ほのおが新しん鮮せんな空気を求めて吹き出し、飛び散ったガラス片へんが地に落ちてさらに細かく割われる。

　──油でも撒まいてあったのか、まだガスが噴ふん出しゆつしているのか、周囲の空気を吸すい寄よせながらフォウリー家は激はげしく燃もえ始めた。

　二人を門の脇にもたせ掛かけ、燃える家を見上げる。

　と、まだ辛かろうじて息のあった男が突とつ然ぜんトーヤの手を強く摑つかんだ。瀕ひん死しの人間とは思えない力だった。命の最後の、本当に最さい期ごの一ひと欠片かけらを燃やし尽つくすような──

「ラ、イア……ライア、をっ……」

　うわ言のように呟つぶやく。男の目はもう見えてさえいまい。誰とも知れぬ、ただ死に際ぎわに最も近くにいた気配に、その想念を移うつそうとでもしているように。

　ライア。この二人が二親だろうから、子こ供どもの名に違ちがいない。

「……わかってる……必ず助けるから」

　聞こえたのかどうなのか……トーヤの言葉に安心したように、手から力が抜ぬけていく。

「……死んだの？」

「ああ」

　地面に落ちた手を膝ひざの上に戻し、そっと目を閉とじさせてやる。

　無言で憤いきどおるトーヤに、ミュウは言葉を継つぐのを躊躇ためらいその場に立ち尽くした。

「ライア、か……」

　革かわ手て袋ぶくろで手を包んでから男の懐ふところに手を入れ、指先に触ふれた手帳を取り出す。ハードカバーの裏うらのポケットに数すう枚まいの写真が収おさめられていた。

　色いろ褪あせ具合から見て、数年から十年程度の年数が経けい過かしているようだ。一枚はトーヤも良く知っている病院の中庭で、男女二人と、中央にやっと学校に行き始めたぐらいの年とし頃ごろの少年が病院着で車椅い子すに乗せられている。

「こいつがライアだ」

　トーヤの肩かた越ごしに写真を覗のぞき込むミュウに、指し示す。

　旅行先で撮とったらしい写真に素す早ばやく目を通し、一番新しい写真を手に残し他ほかは手帳に戻もどした。

　イオニアの『母船』の足あし跡あとを背はい景けいに、三人が写うつっている。やはり間に少年を据すえ、両親が幸せそうな笑え顔がおを浮かべていた。少年はこの旅行に不満でもあったのかあまり楽しそうな顔はしていなかったが。

「……一枚借りてくぜ」

　手帳を元あった位置に戻し、立ち上がる。

「……行くぞ」

「二人ここに置いとくの!?」

「オレ達がここにいてどうするんだよ……警けい察さつを納なつ得とくさせる言い訳わけができる自信があるんなら一人で残ってくれ」

「え、う……あぁ、待ってよっ！」

　車に戻ると、シートを倒たおして眼鏡めがねを外し、目を閉とじて額ひたいに腕うでを乗せる。

「トーヤ？」

　呼よびかけに応こたえず黙だまっていると、ミュウは黙って車を走らせ始めた。

「……目の前で人が死ぬってのは……慣れねーな」

　独ひとり言のように、呟く。

　孤こ児じ院いん育ちのトーヤは、『血けつ縁えん』というものをさほど重じゆう要よう視ししていない。そんなものがなくても家族にはなり得、またその逆ぎやくもあるということも知っているからだ。だから、人と人の絆きずなが理り不ふ尽じんに断たち切られる瞬間に殊こと更さらに反はん応のうしてしまう。

「…………うん、そうだね……」

　ハンドルを操あやつりながら、ミュウはやっとそれだけ答えた。




　　　　＊




　その日のうちに、トーヤの描えがいた絵からミュウが車種を特定し、黒ずくめの集しゆう団だんが使っていたのはかなり特とく殊しゆな車しや輛りようであることがわかった。

　それだけではない、その日警けい護ごに当たっていた人間が、フォウリー家襲しゆう撃げきの直前のごく短時間の間──ほぼ同時に、一人残らず何者かに殺害されていたということがわかり、警察の動きはにわかに慌ただしくなっていた。

「……で、俺おれにこの車調べろってか？」

　カラープリントされたビーグルの画が像ぞうを照明に透すかすように上向いて、キザイアが気乗りしない様子で呟いた。

「なんとか頼たのむよ、キザイア兄」

「そう言われてもな……ウチは単車しか扱あつかってねーからな。つては当たってみてやるけど、期待すんなよ」

「ごめんね、無理言っちゃって」

「へっ、今に始まったことかよ」

　温ぬるくなったコーヒーをすすりながら言うキザイア。そこへトーヤと同い年ぐらいの若わかい従じゆう業ぎよう員いんが作業場から店内に入ってくる。

「店長ー！　なんとかしてくださいよあの人！」

「んん？　どした？」

「仕事させてくれないんですよー！」

　気弱に泣きついてくる従業員を伴ともない、作業場に向かう。

　いつの間にか店内から消えていたミュウが、なぜか作業場で真しん剣けんな顔つきをしてバイクをいじっていた。

「……何やってんだお前」

「え？　あ、吹ふけが悪いっていうから……」

「困こまってんだろ。仕事の邪じや魔ましてんなよ」

「邪魔なんかしてないもん」

　手を拭ふきながら悪びれず言うミュウを作業場から引っ張ぱり出し、車に乗せる。

「邪魔じゃなかったら何だってんだよ」

「作業見てたらつい手が出ちゃったの」

「……真しん性せいだなこりゃ……」




　三人が車で発たった後、従業員は作業を再さい開かいしようとバイクの横にしゃがみ込こんだ。

「ふぅ……」

　何だったんだろう、彼女は──あ、でもすごい美人だったな。なんて名前だったっけ……などと益やく体たいもないことを考えながら、ふと思い立ってスロットルを捻ひねってみる。

「あれ？　直ってる……」



















　　　　＊




　窓まどが小さく薄うす暗ぐらい部屋で、男は手元をライトで照らし書類に目を通していた。

　歳としの頃ころは円えん熟じゆく期きに入って数年、四十前後といったところだろうか──硬かたそうな灰はい色いろの髪かみを短く刈かった彫ほりの深い顔は若々しく、皺しわ一つ刻きざまれていない。砂すな色いろの軍服の上からでも体たい格かくの良さが窺うかがえ、歳の割わりに引き締しまった身体からだをしていることがわかる。

　がちゃりとドアが開けられ、何の断ことわりもなく男が入室してくる。

「……ノックぐらいしたまえ」

　入ってきた男は軍服の男のほうを見て片かた眉まゆを上げ、

「おっと……これは失礼しました、大たい佐さどの」

　自じ己こ流らしく敬けい意いの欠片かけらもないいいかげんな敬礼を返し、椅い子すの背せもたれに肩かたに提さげていたベストを投げ掛かける。

　黒のタンクトップにアーミーパンツというラフな格かつ好こうで、腰こしには趣しゆ味みで選んだとしか思えない大きな銀色のリボルバー拳けん銃じゆうが無む造ぞう作さに下げられている。露ろ出しゆつしている腕わん部ぶは極きよく端たんに太くもないが、無む駄だなく筋きん肉にくが付いていた。二十九歳さいと申しん告こくしているが、三十過すぎていると言われたとしても特に疑ぎ問もんを抱いだくこともないだろうし、不ふ敵てきに吊つり上げられた口元に若々しさを感じなくもない。つまりは歳相そう応おう。短く切って放ほうっておいただけのようなざんばらの髪が、軽くまぶたにかかっている。

「ご苦労だった」

「いんや。仕事ですから。……で、どんなもんでしょう？　『ゼオン』の仕上がり具合は」

「……まだまだだ。掃除人スイーパー程てい度どに遅おくれを取るようではな」

　不満を口にする軍服の男に、眉の上を搔かき、鼻を鳴らす。

「ああ、あの……悦えつに入って油ゆ断だんでもしたか……出来の悪い連中だったってことですかねぇ？」

　話は聞いているのだろう、率そつ直ちよくに感想を述のべる男を静かに見返し、

「フォレスト君……君の協力には感かん謝しやしている。だが君は評ひよう価かする立場ではない。遠えん慮りよしたまえ」

「はいはい、口が過ぎました、っと」

　フォレストと呼よばれた男は口を押おさえおどけてみせる。

「しかし……あんな誰だれにでもできるようなチョロい仕事、いくらやらせても意味がない気はしますがねえ」

「君が相手してみるかね？」

「御ご免めんですよあんな連中の相手なんて」

　両手を挙げ首を振ふる。口元は歪ゆがんだままで、本気かどうかさえ怪あやしい。

「でも実戦は必要ですよねぇ……いずれ」

「今はその時ではない」

「わかってますって。冗じよう談だんですよ、冗談……」

　肩をすくめ、椅子に掛けたベストを取り上げた。

「次の仕事まで休ませてもらいますよ……何が起こるかわからないですからね」

　軍服の男に背を向け、退たい室しつする。何が可お笑かしいのか、五割ほど笑えみを深めたまま。
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　アジトの寝しん室しつの真ん中で、トーヤとティファが向かい合っている。両者とも正せい座ざで、互たがいの距きよ離りはおよそ80センチ。二人の間には丸めた新聞紙が一本と鍋なべのフタ。

　尋じん常じようではない緊きん張ちよう感かんの漂ただよう中、二人は拳こぶしを固めて身み構がまえた。

『──じゃんけんほいっ！』

　何の変へん哲てつもないじゃんけんである。ティファ、パー、トーヤ、グー。ティファの勝利。

「あっちむいてほい！」

　ティファが指を突つき出し、巧たくみなフェイントをかけながら右を指差す。トーヤはそれを一いつ瞬しゆんで見切り反対に顔を向けた。

　そして再ふたたびじゃんけん。あいこが二度続き次はトーヤが勝利。ティファも負けじとトーヤの指の動きを見切る。

　じゃんけんの勝しよう率りつはほぼ互ご角かく。見切りもお互い負けておらず、間の新聞紙棒ぼうと鍋ブタは未いまだ出番がない。

　そして勝負が動いた。ティファがじゃんけんで敗れ、トーヤの指を見切り損そこねたのだ。トーヤの手が新聞紙棒に、ティファの手が鍋ブタに伸のびる。

　スパーン！

　トーヤが横に振ふり払はらった棒をティファが鍋ブタで受け止めた。

　奇き妙みような沈ちん黙もくが流れ、どちらからともなく得物を同じ位置に戻もどす。そしてまたじゃんけんから再さい開かいする。

　二人とも真しん剣けんで、遊んでいるにしては異い様ような光景だ。

　これは単なる遊びではなかった。暇ひまつぶしではあるが、ある種の訓練でもあるのだ。一瞬の判はん断だん力とフェイント、攻こう撃げきと防ぼう御ぎよ、戦せん闘とうに重要な要よう素そがいろいろ含ふくまれている。

　この勝負の勝利条じよう件けんは『相手の身体からだのどこでもいいからクリーンヒットさせる』だ。新聞紙の棒とはいえティファの力が加わるとかなり凶きよう悪あくな武ぶ器きになるので、トーヤはティファに攻撃させまいと見切りに必死になる。ティファは攻撃権けんを得るためなんとかトーヤの反はん応のうを上回ろうと必死になる。どちらも負けないが勝てないのでなかなか決着がつかないのだ。

「聞いて聞いて聞いて！」

　二人が延えん々えんとじゃんけんを繰くり返していると、少し前から姿すがたが見えなかったミュウが戻ってくる。

「……何遊んでるの？」

「遊んでるように見えるか？」

　ミュウは喋しやべりながら手は止めない二人を見て数秒悩なやみ、

「……遊んでるようにしか見えないんだけど……」

「あんなこと言ってるわよトーヤ」

「なかなか面おも白しろいことを言うようになったよなミュウも」

「面白いって……もーいいから聞いてよ二人とも手止めてー！」

「いいからそのまま話して。今朝からどこ行ってたの？」

「うー……あのね、昨日警けい官かん撃うった弾だん丸がん……やっぱり該がい当とうするデータなくて照合できなかったみたい」

「警察行ってたのか？」

「わたしが警察に顔出せるわけないじゃない」

「ミュウ……ハッキングは犯はん罪ざいよ」

「大だい丈じよう夫ぶ、ネットカフェからだしすぐ店出たから足はつかないよ」

　そういう問題でもないのだが、ミュウはあっさりと言う。

「まあ、やっぱりというか……予想はしてたけどな」

　トーヤがフォウリー家から回かい収しゆうしてきた弾丸も、鑑かん識しきの人間に金を握にぎらせて照合を急がせている。まだ返答はないがこの分だと答えは見えていた。

　残った証しよう拠こから素す性じようが見えてこない──何も残さないやり方が逆ぎやくに特とく徴ちよう的だった。そう簡かん単たんにできることではない。同一犯、それも組そ織しき的なものと思って間ま違ちがいないだろう。

「狙ねらいはやっぱ……ＩＳＯＮあたしたちなの──」

　すぱーん！

「痛いたーっ!?」

　真剣な顔をするティファの脳のう天てんに、トーヤが振り下ろした新聞紙棒が直ちよく撃げきする。

「隙すきあり。今日の昼飯お前のオゴリな」

「ちょっと待って今のズルイ！　無む効こうよっ！」

「何がずるいんだよお前が防ふせぎ遅おくれただけじゃねーか」

　会話中もずっと継けい続ぞくしていた勝負に、やっと決着がついた。




　昼食後、待っている他にすることのない三人は、全焼したフォウリー家に足を向けていた。現げん場ばに戻る放火犯の心しん境きようとはこういうものなのだろうか、と思いながら、燃もえ落ちた家屋をぼんやりと眺ながめる。

　騒さわぎは昨夜のうちに収おさまったようで、昨日まで存そん在ざいしていた物や人がなくなっていることなど無関係のように、人の営いとなみは変わらず続いている。そこに残っているのは、火か災さい現場を調ちよう査さする捜そう査さ官かんだけだった。

　裏うら手てに回り、逃にげた車がいた辺りでしゃがみ込む。

　何もない。タイヤ痕こんさえ残っていない。

　何度目かの溜ため息いきをつくトーヤの肩かたを、ティファが軽く叩たたいた。

「ちょっと思ったんだけど、このライアって子……なんとなくトーヤに似にてない？」

　写真をひらひらさせながら言う。

「……そう？」

　写真とトーヤを見み比くらべ、首を傾かしげるミュウ。同感だった。自分の顔は毎日見ているが、似ているとは思えない。

「じゃなくて、昔のトーヤに。反はん抗こう期きっていうの？　何にでも突つっ張ぱってた時期あったじゃない。そのころ。顔じゃないよ？　醸かもす雰ふん囲い気きってやつ」

「似てねぇよ。昔の話なんかやめろよ、こんな時に」

「……こんな時だからよ。そうやってすぐ余よ裕ゆうなくしちゃうの、トーヤの悪い癖くせ」

　ティファだから言える、的てき確かくな指し摘てきだった。彼女のこういうところには何度も救われていると思う。

「……悪い」

「うん、よろしい」

　サングラスの奥おくで苦く笑しようするトーヤの横に、同じような姿し勢せいでミュウが並ならんだ。何やら言いたそうな顔で、少し悩んだ末に訊きいてくる。

「トーヤって、普ふ通つうの人より感覚が鋭するどいんだよね？」

「ああ」

　彼女に特に隠かくした覚えはない。何を今さら。

「だったら……匂においとかで何かわかったりしない？」

「馬ば鹿か言うな。警察犬じゃあるまいし、できるかよンなこと」

　目を吊つり上げるトーヤ。

「え、そうなの？　したくないんじゃなくて、本当にできないんだ？」

　便乗したティファがからかうように言う。変な時に鋭い。

「できると思ってたのかよ」

　不ふ機き嫌げんな声でうめく。匂いで追つい跡せきするという感覚自体本来人間に理解できるものではないので試ためしたことはないが、常じよう人じんを遥はるかに凌りよう駕がする聴ちよう・嗅きゆう・触しよつ覚かくを持つトーヤなら、やってやれないことではない気がする。だがどのみち、車で逃げた犯はん人にんをそれで追うのは不ふ可か能のうだし、そんなことをしたら今後犬扱あつかいされること必ひつ至しだ。できないことにしておかなくてはならない。

「無理だ。絶ぜつ対たいに」

「そんなに念押さなくてもわかったってば」

　なぜかつまらなそうに口を尖とがらせるティファの胸むねポケットで、携けい帯たいが鳴り始めた。

「……キザイア兄」

　着信画面を二人に見せてから、通話ボタンを押す。

「もしもし……うん。……うん……え、ホント!?　わかった、すぐ行く！」

　二十秒ほどで携帯を閉とじると、アンテナを唇くちびるに当ててぽつりと呟つぶやく。

「……例の車のこと、わかったってさ」
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　情じよう報ほう提てい供きよう者しやは、自動車販はん売ばいの関係者や車マニアの類たぐいではなかった。

　本人に会うことはなかったが、その人物はキザイアの店の常じよう連れん客で、趣しゆ味みはツーリングと公言する退たい役えき軍人だそうだ。趣味に入れ込こみ過すぎて妻さい子しに愛あい想そを尽つかされたなどという人物像ぞうはどうでもよく、三人は結けつ論ろんを急せかした。

　いつものように店を訪おとずれたその男は、キザイアが何気なく見せたビーグルの画像を見て懐なつかしそうに語った。その車は、ソラリア軍が使用していたものだという。三年半前除じよ隊たいするまで近きん郊こうの小さな基き地ちの整せい備び中隊にいたそうで、実じつ際さいに何度も整備し、また自ら運転したこともあるらしい。あまり深く考えていなかったが、その車を製造したのはどんな会社だったのか、総そう生産数は何台だったのか、そういった情報がいまいちはっきりせず、不思議に思った覚えがあるそうだ。

　軍のために作られたもので、恐おそらくあまり市場に出回っていない代しろ物ものだ。

　そんなもののことを何な故ぜ知っているのか、と怪け訝げんな顔をするキザイアにミュウは曖あい昧まいな笑え顔がおを浮うかべてごまかす。

「そうとわかったら早速調べてこなきゃな」

　気が逸はやるトーヤに二人が続く。

「あ、ちょっと三人とも！」

　自動ドアが作動したところで後ろから呼よび止められ、振ふり返った。コーヒーカップを載のせたトレーをテーブルに置き、ヒヨミが駆かけ寄よってくる。

「……私にはＩＳＯＮとかなんとかってよくわからないけど」

　いつか話すべきだと思っていたのだが、キザイアが話したのだろう。

「私はまだあなたたちの口からちゃんと聞いてないことがあるみたいね。危あぶないことしちゃ駄だ目め、とは言えないけど……絶対帰ってきなさい。約束」

　ヒヨミの口調は、二人を責せめているものではなかった。

「ああ」

「うん、わかってる」

　はっきりと答えた二人を、ヒヨミは満足げに微ほほ笑えんで送り出した。

「……ミュウちゃん、二人のことよろしくね」

　突とつ然ぜんのお願いにミュウは返す言葉が見つからず、口をぱくぱくさせる。彼女はわたしのことを何も知らない。本当のことを何一つ話していない。なのに──

　居い心ごこ地ちの悪さと少しの罪ざい悪あく感を覚え、ミュウは逃にげるように店から出ていった。




　円く切り取られた視し界かいの中で、記き憶おくに新しい暗色のビーグルが車庫に入っていくのを確かく認にんした。

　市街からしばらく内地に向かって車を走らせていった先、とりあえず整地されただけの更さら地ちから、手つかずの荒こう野やに風景が移うつり変わる中に、その施し設せつは存そん在ざいする。周囲に他の建物はなく、唯ゆい一いつの人工物だ。乾かわいた風と赤い砂さ塵じんが音を立てて吹ふき過すぎていく。

　軍事拠きよ点てんというよりは、市民の声によってソラリアの都市計画から弾はじき出され置き場に困こまった結果そこにあるといった様子の小規き模ぼな基き地ちだが、一通りの設せつ備びは揃そろえちょっとした要よう塞さいとしての威い容ようは保たもっている。

「で？　トーヤが見たのってどれのこと？」

　裸ら眼がんでトーヤと同じものを見ながらティファが言う。彼女に双そう眼がん鏡きようは必要ないようだ。

「……どう？」

　トーヤの手から双眼鏡を受け取ったミュウが訊きく。実物を見たのは彼だけなのだ。

「ああ、同じ車だな……」

　練度の高さと高度に統とう制せいされた組そ織しき的な動き。一連の事じ件けんがソラリア軍の仕し業わざなら説明がつく。確たしかに軍なら裏うらから手を回して銃じゆう器きの登録を抹まつ消しようすることも可能だろう。国家ぐるみでＩＳＯＮを集めているとして──わからないのは目的だが。

「当たりだと思う？」

「思いたかねーけど、多分な」

　正せい規きの軍のやることとは思えないが、危き険けんなことに変わりはないだろう。

　一いつ旦たん引き返すことも考えたが、それは相手が許ゆるしてくれそうにない。もう相手の懐ふところの中──戻もどれないところまで踏ふみ入れてしまっているらしかった。

「……こいつは……いきなり当ビたンりゴかぁ？」

　あまりに早く、トーヤにも対たい抗こうしようがなかった。突とつ然ぜん現あらわれた複ふく数すうの気配に、三人は完かん全ぜんに包囲されていた。







　４．ＰＲＩＳＯＮＥＲ







　全員がやはり揃そろいの黒い戦せん闘とう服ふくに身を包み、ガスマスクで顔を覆おおっている。その数十二人。アサルトライフル、ショットガン、ＳＭＧと手にしている銃じゆうの種類はさまざまだが、その全すべてが三人を真まっ直すぐ狙ねらっていた。

　半円状に囲まれていて、まったく隙すきがなかった。車以外に遮しや蔽へい物ぶつがない今の状じよう態たいで一いつ斉せいに撃うたれたら逃げ場がない。

「ティファ。やめとけ」

　拳こぶしを固めかけるティファに小さく指を振り、制せい止しする。どうするつもりだったのか、腰こしの銃に手を伸のばそうとしていたミュウも、その言葉で手を止める。

「……オレらだけならまだしも、ミュウがいるんだぜ」

　運転・操そう縦じゆうをさせたら並ならぶ者のないミュウも、身体能のう力りよくは普通でしかない。彼女を守りながらこの状じよう況きようを切り抜ぬけるのはさすがに不可能だ。

「じゃあどうするのよ」

「どうもこうも……」

　両手を挙げ、抵てい抗こうの意思がないことを示しめす。

「捕つかまるしかしゃあねーだろ」

　お手上げ半分、作戦半分の賭かけだ。だがここで戦やるよりは分が良いだろう。

「そんなっ……！」

「ティファ」

　納なつ得とくしていない表ひよう情じようのティファに、軽くウインクする。

「信しん頼らいしてるぜ」

　トーヤの思おも惑わくをなんとなく悟さとり、不満と不安が半々の顔で溜ため息いきをつく。

「ふぅ……わかったわよ。何かあったら責せき任にん取ってよね」

　言って、おとなしく手を挙げる。

　自分より遥はるかに高い戦せん闘とう力を持つ二人があっさり投とう降こうしてしまい、ミュウの選せん択たく肢しは一つしかなくなった。

（何か考えがあるんだよね……？）

　ミュウの視し線せんに込められた問いかけにも、トーヤは無言のまま。

　いくつもの銃口を突きつけられ、三人は基き地ち内に連行されていった。
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　その部屋は暗く、窓まど一つなかった。あるのはベッドとは名ばかりの、長椅い子すを組み合わせてマットを置いただけの寝しん台だいと、どうにも使う気になれない古い型の便器だけ。営えい倉そうかそれに近い用よう途とに使われているのだろう。

　トーヤは張はり出した配管に手て錠じようで両りよう腕うでを固定、磔はりつけのような姿し勢せいで座すわらされた。ティファは両手両足に手錠をされて寝台の横に転がされている。後ろ手にはめられた手錠の鎖くさりが寝台の脚あしに通され、起き上がれないようになっている。ミュウはティファと対角の位置でやはり両手をパイプに繫つながれている。三人の中では一番無理のない姿勢だが、拘こう束そくされていることに変わりはない。

　三人が見事に一部屋の中で分ぶん断だんされ、互たがいに協力し合えないよう配置されていた。

　当たり前だが、武ぶ器きになりそうなものは全て奪うばわれている。

　ミュウは不安を押おし殺すように一心に手を動かし、なんとか手錠から手を抜こうと努力していた。手が疲つかれたので一いつ旦たん休み、首を回してトーヤを見るが、彼は何かしようとしている様子はない。何を考えているのか、いつもと変わらぬ表ひよう情じようからは何も読み取れなかった。

「ガチャガチャうるさいっつーの。外れるわけねーだろーが。静かにしてろよ」

　口を開いたと思ったらそんなことか。

「……どなたかお出ましだぜ」

　施せ錠じようされたドアを見やる。しばらくしてからやっと足音が聞こえ始め、数名分の足音が部屋の前で停とまった。

　ドアが開き、外の明かりとともに五人の男が入ってくる。

　先頭の一人はかっちりした軍服を着た壮そう年ねんの男で、次に続くのは不ふ敵てきに口元を歪ゆがめたラフな格かつ好こうの男。続けてぞろぞろ入ってきた三人は、お馴な染じみの黒ずくめだが今回は顔を隠かくしていなかった。全員男だ。ＳＭＧを待機位置に構かまえ、先の二人の後ろに控ひかえる。

　一番地位が高いらしい軍服の男が黒ずくめの一人の差し出したファイルを受け取り、開くと、

「どうやってここを嗅かぎつけたか知らないが……そちらから来てくれるとはな」

　冷れい笑しようを浮うかべながら進み出て、トーヤら三人の顔を次々に見下ろす。

「トーヤ・フェニックス……ティファ・バートランド……面おも白しろい。大した経けい歴れきだ」

　一人名前の出ないミュウの顎あごを摑つかんで上向かせ、

「……この女のデータはないのか……？　調べておけ」

　気き丈じように相手を睨にらみ返すミュウ。だが小こ刻きざみに震ふるえていて、唾つばを吐はきかけるほどの度ど胸きようはないようだった。

「君達の口から確かく認にんしておきたい。正直に答えたまえ」

「これがものを訊ききたいって待たい遇ぐうかよ」

「君達は、以前にＨＤＤに感かん染せんしたことがあるな？」

　トーヤの言葉など耳に入っていないように、質しつ問もんを重ねる。

「そこに書いてあるんだろ。答えさせる必要あるのかよ？」

「答えたまえ」

「……ああ。思い出したくないんでそれ以上訊かれたくねーけどな」

「そちらはどうかな？」

「同じく」

　溜息混まじりにティファも答える。

「思い出す必要はない。重要なのは君達があのウィルスに冒おかされて生き残った事実──ＩＳＯＮだということだからな」

「イソンー？　何のことだよそりゃ？」

「君達は特別な治ち療りようを受けている。そして、自分達が普ふ通つうではないと感じたことがあるはずだ。どうかね？」

「知るかよ。善ぜん良りようで良りよう識しきある一いつ般ぱん人じんにいきなり銃じゆう突きつけて拉ら致ちるような常じよう識しきの欠けた奴やつらに普通を説かれる謂いわれはねーな」

　軍服の男の眉まゆがぴくりと動き、乱らん暴ぼうにトーヤの髪かみを摑み上げる。

「……白を切るならそれで構かまわない。どのみち後でじっくり調べさせてもらうことになるのだからな」

　トーヤの頭を投げ出し、広げられた腕を摑む。手錠の輪が締しめられ、手首に食い込こんだ。

　不ふ愉ゆ快かいげに振り返り、出口に向かう。

　黒ずくめ三人を伴ともない出ていこうとする軍服の男に道を空け、ラフな格好の男が数歩トーヤに歩み寄よってくる。

　腰こしに揺ゆれるのは銀のリボルバー。そして薄うす笑わらいを浮かべた双そう眸ぼうには見覚えがあった。

「……なかなか大したタマだねぇ……そんな状じよう態たいで大たい佐さどのを挑ちよう発はつするとは」

　大佐。あれは本物の軍人か。

「お前とは初対面じゃねーな」

「んん？　そうか？」

　鬚ひげの跡あとの残る顎を撫なで、とぼけてみせる。なんとなく、この男だけは『違ちがう』気がする。同じ組そ織しきの中にいるのに、他の──あの『大佐』とさえも一線を画する、決定的に別のものという雰ふん囲い気きがあった。

「覚えがあるようなないような、だなァ」

　どこまで本気かわからない、面白がるような笑えみ。

「……目的は何だ」

「そりゃ、俺おれ達たちのか？　それとも俺の？」

「お前らのだ」

「そいつは知ってても言えないだろうよ。まあ知らねぇし、興きよう味みもないがな」

「じゃあお前の目的ってのは何だよ」

「別にぃ。俺はＩＳＯＮで、大佐どのの計画に協力してるってだけさ。傭よう兵へいだからな。払はらいのいいところに就つくのは当然だろ？」

「てことは目的はひたすら金か」

「あぁ」

　ゴッ！

　首しゆ肯こうし、同時に足を振ふり上げる。寸すん前ぜんまでトーヤの頭があったところに踵かかとが突つき刺ささった。

　首を曲げて躱かわした姿し勢せいのまま睨にらみ合う。

「……ま、そういうことだ」

　蹴けり足に軽く肘ひじを置き、にやりと笑う。

「フォレスト君。捕ほ虜りよへの暴ぼう行こうは控ひかえたまえ。場合によっては彼らにも協力的になってもらわねばならないのだからな」

「えーえーわかってますって。ちょっとふざけただけですよ」

　避よけなかったら頭が潰つぶされていた。冗じよう談だんじゃない。

「あーあ、惜おしいよなぁ……いい女が二人もいるのによ」

　下品なニュアンスを含ふくむその言葉に嫌けん悪おを露あらわにするティファとミュウ。

「俺のことはマークと呼よんでくれ。じゃあな、また会おうぜ掃そう除じ屋やぁ」

　ひらひらと手を振り、四人に続いて退たい室しつする。ドアが閉とじられ、再ふたたび鍵かぎがかけられた。

　暗くなった部屋で、誰だれからともなく溜ため息いきが漏もれる。

　わかったことは少ない。だがＩＳＯＮに関かかわる何らかの計画が動いていた。イオニアでの一件けんが思い出される。同じようなことがここでも行われている……？　そしてここではＩＳＯＮ──トーヤやティファ、ライア、恐おそらくは計画の一いつ端たんを担になっているマークさえも、研究対象の一人だ。

「また……実験動物扱あつかいかよ。畜ちく生しよう……！」

　吐はき捨すて、きつく締しまった手て錠じようを軋きしらせる。

　ミュウが力いっぱい首を回してトーヤのほうを一いつ旦たん見、向き直ると何やら口をもぐもぐさせ始めた。小さな口から舌した先さきを覗のぞかせ、寝しん台だいの上にふっと何かを吐き出す。

「……二人とも、待ってて。今手錠外すから」

　寝台に落とした二本のクリップ──ずっと口に含んでいたらしい──を取り、ぐにぐにと曲げたり伸のばしたりして手錠の鍵かぎ穴あなに挿さし込む。

「なんだ、ずっと黙だまってると思ったら、そんな小こ賢ざかしいことしようとしてたのか？」

　ミュウにとっては会心の策さくだったが、トーヤはあまり感心した様子がない。褒ほめてくれると思ったのに。

「せこいことを……」

「なんでせこいのよっ」

「まあその努力と気持ちは買うけどよ……ティファ、そっちはどうだ？」

　寝台の向こう、ミュウの死角に寝ね転ころがっているティファに声をかける。

「ん、うん。なんとかなりそう」

「じゃ、いいぜ。やっても」

「オッケー」

　びきんっ！

　異い様ような音がし、ミュウの膝ひざに小さな金きん属ぞく片へんが飛んできた。何かと思って膝元を見回そうとした時、また同じ音がする。

「ふぅ……あー肩かたこったぁ」

　起き上がれないようにされていたはずのティファがむくりと身を起こし、手足をぷらぷらさせる。彼女の手首と足首には、手錠の輪がまだ付いていた。鎖くさりを力任まかせに引き千切ったのだ。ミュウに当たったのは弾はじけ飛んだ鎖の破は片へんだった。

「噓うそ……」

　手錠に突つっ込んでいたクリップをぽろっと落とす。

「そういうわけ」

　ティファのでたらめなパワーに呆ぼう然ぜんとするミュウの顔を眺ながめ、可お笑かしげに笑う。

　覗のぞき穴から外の様子を見ながらティファが、

「ドア壊こわしちゃって大だい丈じよう夫ぶ？　音とか」

　見み張はりはいないが、音を聞きつけられると厄やつ介かいだ。

「なるたけ音立てない方法でそっとやれよ」

「簡かん単たんに言うけど難むずかしいよそれ」

　口を尖とがらせ、一息吐ついて覗き穴に手を突っ込む。引き戸だ。大きく息を吸すってドアに片かた膝ひざをつき、内側に引っ張り始める。

　ギ……ギギ、ギ……

　鉄のドアが軋み、歪ゆがんでいく。鍵と蝶ちよう番つがいがみしみしと悲鳴を上げ、上の蝶番が限げん界かいに達して壁かべから外れた。それも叩たたき壊こわすよりはずっとささやかな音だ。

「うわっ、うわっ……」

　ドアの材ざい質しつは鋼はがねで、それなりに厚あつさもある。人間がちょっと引っ張ったぐらいで曲がったりするはずがないのだ。異様な光景にミュウはそれ以上の言葉が出ない。

　腕うでが通るほど開いた隙すき間まに両手をこじ入れ、さらに壁から引き離はなす。

　びきっ！

　また一つ蝶番が壊れ、頭が通るぐらいに隙間が広がる。

「これで、よしっ、と……はぁ……それじゃ行ってくるけど、何か注文は？」

　ぐらぐらと傾かしぐドアを支ささえながら、気楽な調子で言う。

（ファミレスのオーダー取ってるんじゃないんだから……）

　驚おどろくことばかりでぐったり脱だつ力りよくしたミュウを横目に、トーヤがまた気楽に注文する。

「そーだな、まずは手錠コイツの鍵、それと武ぶ器き。あとは……」

「あとは？」

「ライアって子ガ供キ探さがして、ここで何やってるか突き止めて、あの偉えらそうな大たい佐さとやらをぶちのめしてきてくれ」

「全部あたしにさせる気!?」

「院せ長ん先せ生いがよく言ってたじゃねーか。お前はやればできる子だって。頑がん張ばれ」

「こうも言ってなかった？　物事は一つ一つ順じゆん序じよ良く片付けていきなさい、って。トーヤたち助けに戻もどるの後回しでいいなら、そうするけど？」

「あー、それは困こまるな」

「でしょ？」

　微ほほ笑えみ、肩を縮ちぢめてドアの隙間からするりと外に抜ぬけ出る。滑すべるような足取りで、ほとんど靴くつ音おとを立てずに遠ざかっていく。

　二人の会話の最中にも、ミュウはまたごそごそと身体からだを動かしていた。落としたクリップを拾うのに四苦八苦していたらしい。

「別に止めやしねーが……どーしても自分で外したいか？」

「うん、まあね……」

　手て錠じようを引き千切ったり、ドアを曲げてみたり──それに比くらべれば小細工かもしれないが、無む駄だなことだったとは思いたくなかった。せめて自分とトーヤの手錠ぐらい自分が外そう。ささやかな意地を通し、ミュウは再ふたたび手錠の鍵かぎ穴あなと格かく闘とうを始めた。
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「なぁ、アイツらちょっと戻るの遅おそくないか？」

「そういえば……そうだな。様子見てくるだけにしちゃ遅いな」

　手の中のトランプをテーブルに伏ふせ、黒ずくめの兵士はドアのほうを見やった。

　あの部屋から脱だつ走そうできるわけがないのだが、念のために時々様子を見に行くよう命じられているのだ。だが様子を見に行ったはずの二人がなかなか戻ってこない。往おう復ふくするだけならそんなに時間はかからないはずなのだが。

　席を立ち、ＳＭＧを肩に掛かける。

「……行くぞ」

「ったく、何やってんだか……」

　もう一人が腰こしを上げようとした時、ドアがノックされた。

「なんだ、戻ったのかよ」

　出向くまでもなかった。椅い子すに戻ろうとすると、がちゃがちゃとドアノブが回され、再び、今度は少し強めにノックする。

「なんだ？」

　開かないのだろうか。鍵をかけた覚えはないが、そういえばここのドアは少しばかり建てつけが悪かった気がする。開けるには少しコツがいるのだ。

　中からドアノブを捻ひねり、開けてやる。

「何してたんだ、遅──」

　文もん句くを言おうとした途と端たん、開いたドアの間から伸のびた手が兵士の襟えり首くびを摑つかみ、有う無むを言わせない凄すさまじい力で廊ろう下かに引っ張られた。抵てい抗こうする間さえなく腹はらに大たい砲ほうのような一いち撃げきを打ち込こまれ、吸いかけた息と絞しぼり出された息が喉のどでぶつかる。

「ぅぐ──」

　内ない臓ぞうが捻ねじ切れるような激げき痛つうに奇き妙みような声が漏もれる。

　がすっ！

　平手打ちというより投げつけるように──最後に見たのは、眼がん前ぜんに迫せまる灰はい色いろの壁かべだった。鼻を顔に埋うめ込み、噴ふき出した鼻血の痕あとを壁に残しながらずるずるくずおれる。

「な、なんだ!?」

　疾しつ風ぷうのように部屋に駆かけ込んできたのは、長い黒くろ髪かみの女だった。美女だったが、本ほん能のうがこれまでに感じたことのない種類の危き険けんを告げていた。この女は危険だ、殺やらなきゃ殺られる──

　テーブルに立て掛けてあったアサルトライフルを取り、突とつ進しんするティファに向ける。しかし引き金トリガーに指を掛ける前にティファのしなやかな脚あしが一いつ閃せんし、アサルトライフルが手から弾はじき飛ばされた。

「つっ……!?」

　手に伝わった衝しよう撃げきはあまりに鋭するどく、重かった。

　蹴けりを放った勢いきおいで反転したティファは後ろ──相手のほうに一歩踏ふみ出し、さらに反転する。

　ぱぁん！

　振ふり抜ぬいた裏うら拳けんが狙ねらい違たがわず黒の兵士の顎あごの急所を捉とらえた。かくん、と膝ひざの力が抜けた兵士の腕うでを取り、引っ張りながら懐ふところに滑すべり込む。

　普ふ通つうの背負い投げではなかった。両腕を逆ぎやくに極きめながら背せを丸め、軽々と兵士の巨きよ軀くを担かつぎ上げる。一いつ瞬しゆん、二人の身体が完全に宙ちゆうに浮ういた。

　どすっ！

　受け身も取れずに硬かたい床ゆかに叩たたきつけられた上、落下と同時に鳩尾みぞおちにティファの肘ひじが入っていた。

　短い呻うめき声を発し、伸び切って痙けい攣れんしていた手はぱたりと落ちて動かなくなった。

　起き上がりスカートの裾すそを正したティファは、ごそごそと兵士のポケットを探さぐり始めた。すぐに目当てのもの──手錠の鍵は見つかり、満足げによし、と呟つぶやくと自分の手足の鉄の輪を外しながらぐるりと部屋の中を見回す。

「あ、こんなとこにあった」

　壁のフックに数本のホルスターとトーヤのコートが掛けてあった。自分の銃じゆうを身に着け、コートと他の銃を脇わきに抱かかえる。

「あれ？」

　そこでふと気づく。

「……あたしの棍こんがない……」

　車に乗せてあったのだが、あれだけ別の場所に置かれているのだろうか。

「ちぇっ……特別危あぶないもの扱あつかいかぁ……」

　それはないと思うが、突つっ込む者は誰もいない。髪の紫むらさきの部分を指に巻まきつけながら、ティファは静かにその場を後にした。
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「お待たせ～」

　曲げたドアの隙すき間まから滑すべり込み、手て錠じようの鍵かぎを揺ゆらして見せるティファ。ミュウが顔を上げたその時、手の中でかちりと音がして手錠が外れた。

「……外れた」

「あ、自分で外したんだ？　はい、これミュウの」

　小さい銃を手て渡わたし、トーヤの手錠を外しにかかる。

「早かったな」

「まーねっ。見回りは四人いたみたいだけど、全員倒たおして閉とじ込めといたからしばらくは気づかれないと思うよ」

「上出来」

　トーヤの両手の手錠を外し、ミュウに鍵を渡してドアの傍そばに立つ。

　トーヤが銃を身に着けコートを羽は織おり、ミュウが腕うでに残った手錠を外したのを確たしかめると、ティファはドアに手をかけた。

　ばきんっ！

　半はん端ぱに壁とくっついていたドアを完全にもぎ離はなし、脇に置く。

「次は？　ライアくん探さがすんだよね？」

「ああ。昨日の今日だからな……無事ならいいんだが」

『大たい佐さ』が言っていた。ＩＳＯＮはここで何かを調べられるのだ。それが身体測そく定ていなのか、切り刻きざまれてホルマリン漬づけにされるのかは知らないが。

　突とつ然ぜんミュウが胸むな元もとに手を突っ込み、フォウリー家の写真を取り出す。

「この子だよね」

「どこに入れてんだよお前は」

「ブラの中ここなら調べられないと思って。いい考えでしょ？」

　今さら写真など見せられなくても、もうライアの顔かお貌かたちぐらい頭に入っているが。

「……まあ何でもいいか……行くぞ」

　他の営えい倉そうには誰だれも収しゆう容ようされていなかった。耳と肌はだで敵てきの動向を探りながら、地下特有の重苦しい空気を突っ切っていく。普通なら自分達の行く先に『誰かいるかもしれない』といちいち確たしかめるものだが、天然の動体探たん知ち機きともいえる感覚を持つトーヤにはその必要がない。生きた人間は音の塊かたまりだから、警けい戒かいするまでもなく『いれば感じる』のだ。

　だがやはり見つからないように立ち回るのは神しん経けいを使う。僻へき地ちの施し設せつなので常じよう駐ちゆうしている兵士が少ないのが救いといえば救いだが。

　トーヤが探り、ティファが物的、人的な障しよう害がいを迅じん速そくかつ静かに取り除のぞき──ミュウはただそれに息を切らしてついていく。

　これでも多少自分に合わせて動いてくれているのだろう、と思う。こういう時には自分と彼らとの差を実感してしまうが、それでもよかった。別々の人間だからどこかに差や違ちがいがあるのが当たり前だし、同じものになりたいとも思わない。力があるのは必ずしも幸せなことではないからだ。彼らは彼らで苦く悩のうと葛かつ藤とうがあって今ここに在あるのだから。

　三人は兵へい舎しやを抜ぬけ出し、倉庫に隣りん接せつする四角い建物に侵しん入にゆうした。
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　またノックもせず勝手に入ってきたマークに、軍服の大佐はじろりと冷ややかな視し線せんを向けた。

「毎度どーも。どうです大佐どの、景気は」

　例によっていいかげんな敬けい礼れいをする。

「君を呼よんだ覚えはないが」

「まあまあ、そう固いこと言わずに。一本もらいますよ」

　デスクのシガーケースを勝手に開け、葉は巻まきを取り出す。

「……昨日連れてきた子ガ供キ、どうでした？」

　マッチを擦すり、葉巻の先に火を近づけながら問う。

「……これまでにない実に珍めずらしいタイプだよ。見るかね？」

　良ければ、と呟つぶやきながら、差し出されたファイルを興きよう味みなげに受け取る。

　ちょっと見ただけでは何だかわからないデータの羅ら列れつに、興味のなさそうな眼まな差ざしはそのままに葉巻を口から離す。

「なんですか、こりゃ。別に何も……単なるそこらの子ガ供キと変わらないんじゃ」

「そうだ、普ふ通つうの子こ供どもだ……ＩＳＯＮであることは間違いないが、身体的な強化の形けい跡せきはない」

「珍しいって、そういう意味ですか？」

「いや、そうじゃない。よく見たまえ、君と良く似にた──」

「失礼します！」

　大佐の言葉を遮さえぎり、黒い野戦服を着た兵士が駆かけ込んでくる。

「どうした」

「拘こう束そく中の捕ほ虜りよが、扉とびらを破は壊かいし脱だつ走そうしたようです！」

「何だと!?　掃除人スイーパーがか！」

「あららら、そりゃ大変だ」

　茶ちや化かすマークを無む視しし、大佐が叫さけぶ。

「見つけ出して、拘束──いや、殺して構かまわん！　探せ！」

「了りよう解かい！」

　敬礼し退たい室しつする兵士を見送り、マークが大佐のほうを振ふり返る。

「モノホンのＩＳＯＮ相手に実戦か……ご自じ慢まんの『ゼオン』の出番じゃないですかね？」

「無む論ろんだ。君も行きたまえ」

「はいはい、了解しました、っと」

　灰はい皿ざらに葉巻を置き、ベストに腕うでを通しながら出ていく。足取りは軽い。

「さて、面おも白しろくなってきた……簡かん単たんに死んでくれるなよ、掃そう除じ屋やァ」
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　ティファが当て身を食くらわせて倒した兵士二人を引き摺ずりながら、さらに奥おくへ進む。兵舎とはだいぶ雰ふん囲い気きが違い、何か普通の会社のオフィスのように見える。そろそろ脱走したのがバレたようで、外は騒さわがしくなっているが、まだ近くに他の兵士の気配はない。

「なあティファ……この音聞き覚えないか？」

　人がいないのをいいことに廊ろう下かを堂々と闊かつ歩ぽしながら、耳に手を当てる。

「え？　どの音？」

「ほら、よーく聴きいてみな……ブーンって音聞こえるだろ？」

「あー……うん、まあちょっと聞こえるけど……」

「あの、わたし聞こえないんだけど……」

「なんか……引っかかるんだよなぁ、この音……」

　延えん々えんと奏かなで続ける、機械の稼か動どう音おん──その音を聞いていると、トーヤは妙みように落ち着かない気持ちになった。苛いら立だちのような、虚きよ脱だつ感のような、心を搔かき乱みだされる感覚。

　これは自分だけなのだろうか。迷まよいのない歩調でその音に引き寄よせられていく。

「あ……この音？」

　ミュウにも聞こえ始めたようだ。目的地は近い。

　角を曲がると廊下が広くなり、正面に物々しい二つのドアが並ならんで見えた。手前には左右に廊下が延のびている。右のドアには進入禁きん止しが赤い標ひよう示じで描えがかれており、左のドアには何も描かれていない。間のディスプレイには、

「『ここより気き密みつエリア』だってさ」

　タッチパネルが表示されているが、手は出さない。

　もう一つ、『フロアの状じよう態たい……正せい常じよう　退たい室しつ時は消毒を徹てつ底ていしてください』という表示がある。そんな設せつ備びが軍事施し設せつにあること自体驚おどろきだが、とりあえずこの先に進んでも大だい丈じよう夫ぶらしい。廊下の隅すみに兵士の身体からだを蹴け転ころがし、ドアの前に立つ。

　ＯＰＥＮスイッチを押おすと、簡単にドアが開いた。その先は小部屋で、またすぐドアがある。ここは一方通行で、出るときは反対のドアからのようだ。

　小部屋に入ると後ろのドアが自動的に閉しまり、前のドアが開く。その瞬しゆん間かんシュッという音がして空気が先のフロアに流れ出した。

（気き圧あつが下がった……そうか、聞いたことがあるはずだぜ）

　急きゆう激げきな気圧の変化に物が詰つまったようになる耳を押さえ、やっとこの音の正体を記き憶おくから探さぐり出した。

　この部屋は減げん圧あつされている。中の空気が外に出ないように。これとほとんど同じ環かん境きようを、トーヤとティファの身体は覚えていた。ＨＤＤの治ち療りように不ふ可か欠けつなものだったからだ。

　ＨＤＤは空気感かん染せんするので、ウィルスの飛散、院内感染を防ふせぐため全すべての治療が減圧室で行われる。ナノマシンによる治療を受けた二人も例外ではなく、治療中は常つねにこの環境下にいて、この音──減圧装置の稼か動どうする音──を聞いているのだ。

　神しん経けいをズタズタに侵おかされ五感のほぼ全てが失われていた状態だったのに、なぜかそれは覚えていた。消えかけた感覚が辛かろうじて脳のうに焼き付けた外界の情じよう報ほう、ということなのだろう。

「トーヤの言いたいこと、わかったよあたし」

「ああ。懐なつかしいよな？」

　皮肉げに言い、意い識しきを現げん在ざいに戻もどす。回かい顧こはいい。

　気圧に耳を慣ならしながら、眼鏡めがねの位置を直した。

「こっちだ」

　物音のするほうへ二人を促うながす。

「ライアって子、ここにいるのかな」

「多分な……で、ミュウ、お前大丈夫なのか？」

「え？　何が？」

「減圧設備まである部屋だぜ？　もしかしたらここにはヤベェ菌きんとかウィルスがうようよいるかも知れねーのに……例えばＨＤＤとか」

　ＨＤＤならばＩＳＯＮのトーヤとティファには免めん疫えきがあるし、他の細菌やウィルスに対しても常じよう人じんよりは多少抵てい抗こう力が強い。だがミュウはどうだろう。

「あ……ホ、ホントだ！　やだ、どうしよう……！」

　慌あわてて口を塞ふさぐミュウ。

「なんてな。ま、大丈夫だろ。入り口んとこグリーン点ついてたし」

「だったら言わないでよっ！」

　絶ぜつ対たいにとは言い切れないが、その点はまあ安心していいだろう。気にしている場合でもないし、何かあるなら今さら息を止めたりしても手て遅おくれだ。

　作られた清せい潔けつさがにじみ出る廊ろう下かの左右に、病院の集中治療室ＩＣＵのような部屋がいくつもある。その中の一室に、診しん療りよう台と思おぼしき台の上に革かわ錠じようで固定されている人間の足が見えた。足の長さと大きさからいって、成人ではない。

「見つけた……多分アレだ」

　部屋のドアは施せ錠じようされていた。

「どいて」

　ティファが進み出て、ドアに触ふれる。

　バァンッ！

　ショートストロークの掌しよう底ていで中心を突つくと、鍵かぎはあっけなく吹ふき飛んだ。

　革錠で厳げん重じゆうに拘こう束そくされたスリムな肢し体たいのあちこちに筋きん電でん計けいを取り付けられ、特に目立った変化もない筋電図を取られ続けている。少年──ライアは目め隠かくしをされたままぴくりとも動かず、意識を失っているようだった。

　ナイフで革錠を切り、目隠しを外す。なかなかの美少年だったが、男だん性せいらしさが出てくるにはあと二、三年は必要だろう。

「おーい、生きてっか？　起きろー」

　ぴたぴたと軽く頰ほおを叩たたくが、反はん応のうがない。

「……しゃーない、担かついで運び出すか──」

　肩かたを竦すくめ嘆たん息そくするトーヤだったが、その時ライアが突とつ然ぜんぱっと目を開け、身を捻ひねって自ら診療台の下に転げ落ちた。動作に迷まよいがない。意識がないふりをしていたのだ。

「きゃっ！」

　近くにいたミュウを突き飛ばし、筋電計をぶちぶち引き剝はがしながらトーヤ達三人から距きよ離りを取ろうとする。よろけながらも咄とつ嗟さにライアの手を摑つかんだミュウだったが、成長途と上じようとはいえ健康な男子の力、強ごう引いんに振ふり解ほどいてさらに逃にげる。

　部屋の隅まで行ってから辺りを見回し、手近にあった煮しや沸ふつ消毒中のメスを取ってトーヤを睨にらみつける。

「近付くなっ！」

　声変わりの最中らしく高低の不安定な声で叫さけぶ。

「落ち着いて！　わたしたちはあなたを助けに来たのよ！」

「近付くなって言ってるだろっ！」

　歩み寄よろうとするミュウにメスを振りかざし威い嚇かくする。

「……可か愛わいげのないガキだな……」

「仕方ないと思うけど」

　ミュウを下がらせ、鋭するどい刃は物ものを握にぎる少年を冷めた目で見み据すえる。

「ライア・フォウリー。要求はわかった。近付くな、だな。で、他ほかに注文は？　自殺しろとか銃じゆうを渡わたせとか以外なら可か能のうな範はん囲いで前向きに考えてやるぜ」

「な、なんでおれの名前……」

「いいから聞け。オレ達も強引にここに連れてこられたクチだ。たった今逃げ出してきたとこだけどな」

　喉のどを鳴らし、警けい戒かいの色を強める。

「じゃあ……ＩＳＯＮとかってやつかよ」

　詳くわしく知っている、という様子ではない。あの大たい佐さにでも聞かされたのだろう。

「ああそうだ。お前と同じでな」

「同じじゃない！」

　メスを持ち直し、嫌けん悪おも露あらわに叫ぶ。

「……おれは、普ふ通つうの人間なんだ！　お前らみたいな化け物と一いつ緒しよにするなっ！」

　まくし立てるライアに、ティファは肩かたを強こわ張ばらせぎゅっと拳こぶしを握り締しめた。彼女個こ人じんに向けられた言葉ではなくとも、ＩＳＯＮだというだけで化け物と言われ拒きよ絶ぜつされるのはティファにとって何より辛つらいことなのだ。それはトーヤも同じだが、トーヤは『平気なふり』ができるようになった。痛いたみを感じないという意味ではないが。

「化け物に見えるかよ」

「なんだよ……来るなよっ！」

「ＩＳＯＮって何なのか、聞きかじりで良く知りもしねーくせに。言ってみろよ、お前の目の前にいるのは何だ？　何に見える？」

　ずかずかと歩み寄り、目の前で止まる。お互たがいに手を伸のばせば届とどく、殴なぐり倒たおすのも、メスを突き刺さすのも可能な距きよ離りだ。

　ライアの呼こ吸きゆうを読み、吸すってから吐はき始めるまでの間に生じた一いつ瞬しゆんの隙すきに、トーヤの足が動いた。

「ふぁっ!?」
















　無む造ぞう作さに差し出した足をライアの足首に引っ掛かけ、斜ななめ上に軽く掬すくい上げる。ライアの身体からだはぐるんと真横になり、そのまま床ゆかにひっくり返った。

　ライアの手から離はなれたメスを空中で拾い、床のライアをぐいと引き起こして壁かべに押し付ける。

「お前がオレ達を嫌きらうのは勝手だ。好きに思えばいいさ。だがな、こっから出るにはオレ達の力が必要だろうが」

「……なんなんだよっ……お前らっ……」

　解かい放ほうされ床にへたり込こむライア。それに目線を合わせるようにしゃがみ、腕うで組ぐみをする。

「わっかんねーかなぁ……見ての通り、お前と同じ『人間』だよ。ちょっと他の人よりできることが多いってだけのな。トーヤ・フェニックス、掃除人スイーパーだ。ほれ、復ふく唱しよう」

「トーヤ……フェニックス……掃除人スイーパー」

「よくできました」

　手を引いて立たせ、シャツの前を止めるよう指で示しめす。肉が少なく薄うすい胸むな板いたに、筋電計の跡あとがまだ消えずに残っていた。何かスポーツでもやっているらしく、細身でも貧ひん弱じやくさは感じさせないが。

「オレ達は逃げるぜ。お前にその気があるなら、ついてきな」

「待てよ」

　警戒を緩ゆるめかけていたライアが、視し線せんを一いつ旦たん床に落としてから訊きいてくる。

「なんでお前ら、おれのこと知ってるんだよ」

　当然の疑ぎ問もんだった。

「……答えろよ」

　ほとんど唇くちびるを動かさず、喉を震ふるわせる。察しはついているのだろう──頭の良い子のようだった。うやむやにできることではないし、誤ご魔ま化かすわけにもいかなかった。

　ミュウが懐ふところから写真を出し、そっと差し出す。

「わたし達が行った時には、もう……手の施ほどこしようがなくて」

「……噓うそだ」

「噓じゃない」

「噓だっ！　おれは信じないからな！　お前らの言うことなんか……っ！」

　腕を振ふり回し叫ぶ。

　憎ぞう悪おにも似にた表ひよう情じようでトーヤを睨にらみ、歯を食いしばって嗚お咽えつを喉で留とどめる。泣けば二人の言葉を──両親の死を認みとめることになってしまうから。

「わかった……だったら尚なお更さら、一緒に来い」

「触さわるなよっ！」

　撥はね退のけられた手でライアの襟えり首くびを摑つかむ。

「一人で逃にげられると思ってんのか？　自力じゃここから出ることもできなかっただろうが。外の連中突とつ破ぱして、乗り物アシぶん奪どって、がお前にできるか？　意い地じ張はるのは結けつ構こうだが、現げん実じつを見ろよ」

　為なさねばならないことがある時こそ、目先のことだけに捕とらわれず冷静に状じよう況きようを見み据すえ、最良の道を導みちびき出さなくてはならない──『死神』とまで呼よばれた男のことが思い出される。今はトーヤがそれをする役だった。

「もう一度言うぞ。オレらはここから逃げたい。お前もだ。目的は同じだろ？　だったらお前はお前自身のために、オレらを利用すればいい。少なくともお前よりは戦う力があるし、まあ……ほんのちょっとは大人だしな」

　ぽん、とライアの頭に手をやり、軽く髪かみを搔かき上げる。

「……泣くのは、それからだ」

「ばっ、な、泣くかよっ……！」

「その意気だ」

　言いながら振り返ると、ティファが慌あわてて目元を拭ぬぐったのが見えた。

「……ん、何？」

　誤魔化すように曖あい昧まいな笑えみを浮うかべるティファ。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「……うん。ちょっといろいろショックでぐちゃぐちゃしてたけど……平気。考えたってしょうがないことだもんね」

　ぐりぐりと肩かたを回し、明るい笑え顔がおを取り戻もどす。

「無理すんなよ」

「そっちこそ。うん……そうだね、いつか本っ気でヘコんで一人で立ち直れなくなったら、そのときは思いっ切り泣かせてもらおうかな」

　冗じよう談だんめかして言う。

「ヤケ食い、ヤケ酒の無む制せい限げんオゴり付きで」

「却きやつ下かだ。飲み食いで破は産さんなんて笑えねーし」

「失礼ね。そんなに食べないってば」

「いつかが永えい遠えんにこないことを祈いのるばかりだな」

「あ、ひっどーい。問題発言」

　いつもの二人の会話にまた不ふ審しんげな顔になるライアに、ミュウが言った。

「普ふ段だんからあんな感じだけど……ホントにすごく強いんだよ、あの二人」

　フォローのつもりだったのに、目も合わせようとせず顔を背そむける。無言で診しん療りよう台の下に揃そろえられていた自分のバッシュに足を突つっ込み、靴くつ紐ひもを締しめて結ぶ。脱だつ出しゆつする気になったようだ。

「ところで……お前、連中のことどれぐらい知ってる？」

　トーヤの問いに、ライアは爪つま先さきで床ゆかを叩たたきながら気のない口調で答える。

「お前らのほうがよく知ってんだろ」

「いや、あんまり。全然っつってもいい。一回襲おそわれてからばたばたしてるうちにこんなとこまで来ちまったからな」

　片かた眉まゆを上げるトーヤに、視線を一度床に落としてからぼそりと呟つぶやく。

「……ゼオン計画プロジエクト」

「ぜおん？」

「人体にＩＳＯＮと同じ進化を促うながす研究だって」

「進化だと？」

「……ＨＤＤに感かん染せんして、ナノマシン？　で強くしたのがＩＳＯＮなんだろ？　それと一いつ緒しよで、兵士にわざとウィルス感染させたりしてから治してるって」

　ＨＤＤウィルスを扱あつかっているなら、高こう気き密みつ性せいと減圧設備は必ひつ須すだ。

「ちょっと待って。ライアくん妙みように詳くわしくない？　なんでそんなことまで知ってるの？」

「あいつらがそう話してたんだよ。暴あばれたから鎮ちん静せい剤ざいとかいっぱい打たれたけど、意い識しきははっきりしてたからさ……これ以上変なもの打たれたり嗅かがされたりするの嫌いやだったから、ずっと寝ねたふりして聞いてた」

　鎮静剤を打たれても意識があった？　しかもはっきりと？

「……まあいいか……で、他には？　その研究になんでＩＳＯＮが必要なんだよ」

「ＩＳＯＮの身体からだには強化された形けい跡せきが残ってるとか言ってた」

「それを調べるのも計画のうちってわけだ」

　多分、と頷うなずく。

「……じゃあゼオンってのはそうやって強化した兵隊のことか」

「だと思うわ」

　記録用のパソコンに見入っていたミュウが口を挟はさむ。

「情じよう報ほうを引き出せないかと思ったんだけど」

　ディスプレイには『Secondary Enhanced Of Nano-technology』と表ひよう示じされていた。

「『ナノテクノロジーによるセカンダリー・エンハンスド・第二世代強化者オブ・ナノテクノロジー』……でＳＥＯＮゼオンか。はっ、くっだらねぇ、要はＩＳＯＮを量産しようってことだろ？」

「あー、それでかぁ……」

　何か合点がいったようにティファがぽんと手を打ち鳴らす。

「何がだ？」

「気にしないで、こっちの話」

　先日トーヤとティファを襲しゆう撃げきしたのも、ＳＥＯＮだったのだろう。身体がなまっていたのではなく、常じよう人じんだと思って手加減し過ぎたというだけだ。

「さんざん人殺しまくって、オレらまで襲おそわれたんだ。勝手にやってろってわけにはいかねーな……元を断たたないと」

「そうだね。でもまずは脱出しなきゃ」

　頷き合い、四人揃そろって鍵かぎの捻ねじ切れたドアから出る。

　足早に減圧施し設せつの廊ろう下かを戻り、入った時とは反対の向かって左側のドアを開ける。傍そばのディスプレイにも『退たい室しつ時は消毒を徹てつ底ていしてください』と表示が出ているが、それは無む視しして進む。

　小部屋に入ると自動的に後ろのドアが閉しまるが、正面のドアは開かない。ピピッ、と小さな電子音がしたかと思うと、天てん井じようと足元の噴ふん射しや口から白い霧きり状じようのガスが噴ふき出し始めた。鼻を突く刺し激げき臭しゆう。

「消毒!?　オレらバイ菌きん扱いかよ！」

　咳せき込みながら毒づく。

「けほっ……と、トーヤどいて、開けるから……」

　涙なみだ目めでトーヤを押おし退のけ、ティファがドアに蹴けりを放つ。凄すさまじい音がしてドアが歪ゆがむが、一発では足りず続けて拳こぶしを叩き込んだ。

　ガシャアッ！

　二発目のパンチで致ち命めい的にひしゃげたドアが吹ふき飛び、勢いきおいそのままに外に転げ出るティファ。ミュウがそれに続き、ライアも外に踏ふみ出そうとした瞬しゆん間かん、トーヤが叫さけぶ。

「二人とも避よけろっ！」

　鋭するどく言いながら外に出かけたライアの腕うでを摑つかんで引き戻もどし、ガスの満ちていく小部屋の壁かべに張はり付かせる。

「いっ!?」

　同様にティファも手近にいたミュウの手を引っ張り、右に跳とぶ。

　ドドドドドドッ！

　ほとんど同時に、激はげしい銃じゆう撃げきがトーヤとライアの眼がん前ぜんスレスレを通り過すぎていく。

「ゲホッ、くっそ、よりによってこんな場所で……！」

　黒ずくめの兵士が正面廊下の陰かげからアサルトライフルを構かまえていた。頭を出そうとするとまた銃じゆう弾だんが撃うち込こまれる。未いまだガスを噴ふん出しゆつし続ける小部屋に追い込まれた。

「トーヤ！　ライアくん！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　無事に出られた二人が訊きいてくる。大丈夫ではない。深しん刻こくな事じ態たいが差し迫せまっている。即そく座ざに有毒というガスではないが、長く吸すい続けても無害というわけではない。それに耐たえかねて出てくるのを相手は待っているのだ。

「あ、ああっ！　そっちは！」

　咳せき込むライアをちらりと見て、訊き返す。

「あたしは大丈夫！」

「少しは加か減げんしてよ。肩かた外れるかと思った」

「ごめん、突とつ然ぜんのことだったから……」

　姿すがたは見えないが何やらもめている二人に指し示じを出す。

「いいか、そこにマシンガンあるだろ！」

「う、うん！」

　入る前にそこに捨すてておいた二人の兵士を見て、頷うなずく。

「合図したらフルオートで撃ち返せ！」

「あたしが!?」

　兵士の持っていた二丁のＳＭＧを手にしながら叫ぶ。

「どっちでもいいから早くしろっ！」

　ティファの射しや撃げき下べ手たは知っているし、ミュウだってお世せ辞じにも銃の扱あつかいに慣なれているとはいえないが、もとより二人に射撃の腕は期待していない。

　愛用の銃を抜ぬき、ライアの肩を引き寄よせる。

「いいか行くぞ１２３っ！」

「ああもうっ！」

　ばららららららららっ！

　壁の陰からＳＭＧだけを出し弾たまをばら撒まく。ティファの素人しろうとのような無む茶ちや苦く茶ちやな連射に兵士が身を引いた瞬間、ライアの手を引いてガスの充じゆう満まんする小部屋から飛び出す。

　タタタッ！

　逃にがすまいと再ふたたび顔を出した兵士の肩を、トーヤの射撃が精せい確かくに捉とらえた。

　ライアを連れてなので、左右に延のびる廊ろう下かの近いほうに行くしかなかった。左手側──ティファとミュウがいるのとは反対の方向に。

　ガス地じ獄ごくから出るには出られたが、正面廊下から見て左右に分ぶん断だんされた形だ。今から彼女達のほうに行くのは無む謀ぼうだろう。

「トーヤ！」

「悪わりぃ、そっちには行けなかった」

　苦笑しながらむくりと身を起こす。

「しゃあない、別々に逃げ道探さがすってことにしようぜ」

　ぞろぞろと兵士が集まってくる気配がする。

「わかった……気をつけて」

「ああ。頼たのんだぜ、ミュウのこと」

「トーヤこそ、ライアくんしっかり守ってよ」

　言い、今使わなかったほうのＳＭＧを床ゆかに滑すべらす。

　それを拾い上げると眼鏡めがねの位置を直し、返事代わりに手を挙げた。

「じゃあな、外で会おうぜ。行くぞ」

　ライアを連れて行くトーヤの背せを見、ティファも振り返る。

「さ、あたし達も行こ」

「で、でも……」

「大丈夫だよ。あたしがついてるから」

「そうじゃなくて、トーヤ……」

「心配ないって。ほら、ぐずぐずしなーい」

　ずっと背中を預あずけてきた仲間だから──力強く言い、ミュウの手を引く。

　二組に別れた四人は、目的を同じくする別々の道に駆かけ出した。




　　　　＊




　脱だつ走そうした三人を追つい跡せきしていた兵士から召しよう集しゆうを受け、医い療りよう・研究棟とうの出入り口前に黒ずくめの兵士が続々と集結してきた。

　まだ噴ふき出し続けるガスを止めると、敵てきが二手に分かれたことを報ほう告こくする。

　それぞれの火器を手に次の指示を待たず行動に移うつろうとしていると、そこに大たい佐さが雇やとったという傭よう兵へい──マークが少し遅おくれて数名の兵士とともに合流する。

　彼がＩＳＯＮであるということはＳＥＯＮ処しよ置ちを受けた者の内でも周知のことで、やはり兵士達の見る目は少し違ちがっていた。研究に協力していて、時々彼らに混まじって作戦に参加しているが、仲間意い識しきなどなかった。何な故ぜそこにいるのだ、というような、畏い怖ふのようでも、侮あなどるようでもある、そんな視し線せんが投げつけられる。

「子ガ供キは捕つかまえて、あとは殺せってよ」

　当たり前のように指し示じを伝え、

「何やってんだ、ほれ、追っかけろよ」

　手をひらひらさせるマークの襟えりを、横から摑つかむ手があった。マークと一いつ緒しよに合流した兵士の一人だ。

「……女は殺させろ」

　力の入った手を見下ろし、相手の顔を見る。目の色が尋じん常じようではなかった。後ろにもう一人、同じように目をぎらぎらさせた兵士がこちらを見ている。

　何日か前にあの掃そう除じ屋やに返り討うちにされた三人のうちの二人だった。そういえば戻もどった後さらなる強化処置を志し願がんしてきたとか大佐が言っていた気がする。

「んん？　負け犬が雪せつ辱じよく戦ってわけか？　伝達屋にいちいち許きよ可か取るんじゃねぇよ、好きにしろ」

　薄うす笑わらいを浮うかべるマークを突き放し、壁かべに押し付ける。

「調子に乗るなよ、雇われが」

「せいぜい気をつけな、また返り討ちにされないように」

　にやりと口の端はしを上げ軽口を叩たたくマークをものすごい形相で睨にらむ。味方だから手が出なかったぐらいで、一いつ触しよく即そく発はつの空気が一瞬漂ただよう。

　ティファとミュウが逃にげたほうに駆けていった二人に、数名の兵士が続く。

「……へっ、なら俺おれはヤローのほうを殺やるかね」

　トーヤとライアを追っていく他の兵士を見送り、マークものんびりした足取りでそれに続いた。







　５．ＳＥＯＮ







　ガガガガガガッ！

　ライアの手を引き走るトーヤの間近で弾だん丸がんが乱みだれ飛び、雑ざつ多たな紙束やらコンクリート片へんやらが舞まう。

「頭低くしてろっ！」

　ライアから返ってくるのは意味のない悲鳴ばかり。原げん因いんは銃じゆう火かだけではなく、トーヤに手をぐいぐい引っ張ぱられているからだった。特別に鈍にぶいわけではないが、普ふ通つうのスポーツ少年程てい度どの運動能のう力りよくで、体たい格かくも劣おとるライアが走るトーヤについて行くとなると、自然と『強ごう引いんに引き摺ずられる』ような形になってしまうのだ。

　やはり地の利がないのが痛いたい。二人は大おお勢ぜいの兵士に追われ、あちこちに無ぶ骨こつなコンクリートの柱が露ろ出しゆつしている、広めのフロアに逃げ込んだ。専せん門もん誌しでいっぱいだったりまとめかけの報ほう告こく書しよが置きっ放しだったりと使っている者の性せい格かくが出ているデスクがずらりと並ならぶ。兵員用のオフィスのようだった。

　奥おくへ奥へと追いたてられ、出入り口からどんどん離はなされていく。視線を素す早ばやく巡めぐらせるが、他に出口はなさそうだった。あるとしたら窓まどぐらいだが、ここは三階である。一人ならともかく、ライアを連れて飛び降おりるわけにはいかない。

　滑すべり込むようにデスクの陰かげに隠かくれると、銃じゆう撃げきが止やんだ。

　次々と増ふえていく兵士の数を数えながら、息を乱すライアに訊きく。

「銃を撃うったことは？」

「あるわけないだろ……！」

「なんだ、ないのか？　どういう教育受けてんだよお前」

「普通はないんだよ！」

　トーヤらの孤こ児じ院いんでは院長先生が率そつ先せんして銃の扱あつかい方を教えていたが。持たせない触さわらせないではなく、自分の手で扱って正しい使い方を学ぶことが大事なのだと言って。包ほう丁ちようやはさみと同じで、知らずに使うほうが危あぶない、という理り屈くつらしい。

　トーヤはコートを脱ぬぎ、ライアの頭にばさっと被かぶせた。

「わっ」

「ならそれ被って隠れてろ。防ぼう弾だんになってる」

　視界を塞ふさいだコートを持ち上げ、ＳＭＧを手に行こうとするトーヤを呼よび止める。

「防弾って、お前どうするんだよ!?」

　防弾になっているコートを脱いだ、つまり生身で連中と戦うということではないか。

「……オレを何だと思ってるんだ？　お前の大だい嫌きらいな……ＩＳＯＮなんだぜ」

　小さく微ほほ笑えみ、ライアをそこに残し低てい姿し勢せいで場所を移い動どうする。

　ＳＥＯＮ云うん々ぬんはともかく、なにしろ数が多い。包囲される前に切り崩くずしていかないと。

（先手は……こういう手でいくか）

　動きを『視みる』限り、トーヤ達が隠れてからの動向は兵士達には見えていない。対してトーヤには相手の位置が手に取るようにわかる。

　ライアから少し離れたところでトーヤは床ゆかにごろりと寝ね転ころび、ＳＭＧのセレクタをフルオートに合わせた。

　ばらららららららららっ！

　銃身を押おさえ、引き金トリガーを引く。高速で吐はき出された弾だん丸がんが床すれすれを薙なぎ、何発かは床で跳はね、また何発かは床の上を歩くＳＥＯＮ兵のブーツに突つき刺ささった。思わぬ角度から足を撃たれた兵士がばたばたと倒たおれる。

（これで三人）

　悲鳴で成果を確かく認にんし、唇くちびるを舌したで湿しめす。

　銃声に反はん応のうし、トーヤがいた方向に散発的な射しや撃げきが集中する。トーヤはいつまでも同じ場所にはいないが。柱の陰やデスクの下をくぐり、最初の攻こう撃げきで減へった分だけ味方との距きよ離りが空き孤こ立りつしているＳＥＯＮ兵に目標を定める。

　わざと靴くつを鳴らしその兵士の注意を引くと、そっと近付いていく。足元への攻撃を警けい戒かいしてデスクに飛び乗り、少し高い位置から周囲を見下ろす兵士だったが、それらしい姿すがたは見当たらない。

「机つくえの上に立つなんて行ぎよう儀ぎ悪いぜ」

　場ば違ちがいとも思える注意が、真後ろの下方から掛かけられた。見つからなくて当然だった──トーヤは巧こう妙みように兵士の目をかいくぐり、既すでに真下、デスクの下に潜ひそんでいたのだ。

　振ふり返ろうとしたその足を蹴けり払はらい、転げ落ちた兵士を床に押し倒すとＳＭＧの銃口をボディーアーマーにぴたりと密みつ着ちやくさせる。

　ばららららららら！

　アーマーがいくら丈じよう夫ぶでも、零ゼロ距離で叩たたき込こまれたＳＭＧの残弾全すべて──十発以上の弾丸の衝しよう撃げきまでは防ふせいでくれない。

　弾たま切ぎれのＳＭＧを捨すててから瞬まばたき一回分ほどの後には、トーヤの手に既に愛用の銃が握にぎられていた。

　タタタッ！

　振り返りざま放った三発の弾丸は精せい確かくに背はい後ごにいた兵士の胸むな板いたに命中するが、大きく仰のけ反っただけで再ふたたびライフルを構かまえようとする。

（やっぱ駄だ目めかっ!?）

　痙けい攣れんし動かなくなった兵士のアサルトライフルを取り、踵きびすを返して手近な柱の陰かげに逃にげ込んだ。兵士の反撃に他の兵士の攻撃も加わり、トーヤの隠かくれた柱に容よう赦しやない銃撃を浴びせる。

　頭を振ってコンクリートの破は片へんを落とし、銃火の間かん隙げきを見切って奪うばったライフルで撃ち返す。異い様ようなまでの動作の速さと照しよう準じゆんの精確さで、トーヤが撃つたびに次々と、きっかり五発ずつ弾丸を浴び倒れていく。

（ライフルこいつなら貫ぬけるか）

　弾丸がアーマーを突き破やぶるのが見えた。高初速のライフル弾までは止められないらしい。

　四人を撃ち倒したところで弾が切れたので、ライフルを床に投げ捨てる。

「ぅわっとっ！」

　再び愛あい銃じゆうを抜ぬこうとした手を止め、身を捻ひねった。

　ドォン！

　直後、トーヤの身を隠していた柱が横手から撃たれ盛せい大だいに砕くだける。

　ジャキッ

　ポンプを引き、さらに引き金トリガーを引く。トーヤを狙ねらう射線の先で別の柱の一部が爆はぜた。

　追い出されたトーヤを別の角度からの銃撃が襲おそう。相手の銃身の延長線上──空中に引かれる触ふれてはならない線──をくぐるように、流りゆう麗れいに身体からだをさばく。一発がシャツの端はしを掠かすめたが、なんとか無む傷きずで一部欠けた柱の陰に逃げ込んだ。

「ふー、やばいやばい、ショットガンかよ……」

　散弾は銃口を見ていてもどこに飛ぶかわからないので避よけにくいのだ。

　ショットガンを構えた兵士がするすると前進してくる。

　他の兵士も包囲を狭せばめながら撃ち込んでくるため、頭が上げられない。かといって右にも左にもうかつに飛び出せなかった。相手はＳＥＯＮ、ほんの少しでも反応速度がトーヤの想そう像ぞうを上回っていたら、次の銃撃は躱かわしきれないかもしれない。隙すきを突く余よ地ちがない以上、身をもって試ためしてみる気にはなれなかった。

（右か、左か……）

　銃弾が飛んでくる方向に撃ち返しながら、背後から迫せまる兵士の動きを読む。

　じりじりと近付いてくる足取りを肌はだで感じ──

（左！）

　兵士が左側から回り込むことを決定づける一歩を踏ふみ出した瞬しゆん間かん、トーヤはその逆ぎやくを突いて右側から飛び出した。柱を中心に忍しのび歩き、兵士の後ろバツクを取る。

「なっ……」

　気づいた兵士が咄とつ嗟さに眼がん前ぜんに迫るトーヤにショットガンを向けるが、銃口が完全にトーヤを捉とらえる前に銃身を蹴り上げられる。激げき発はつした散弾が天てん井じようを穿うがつのと、トーヤの銃が兵士の腿ももを撃ち抜くのはほぼ同時だった。

　反動で完全に上向いたショットガンのスライドを摑つかみ、兵士の肩かたを支し点てんに一回転させる。

「いただき」

　兵士の手を離はなれたグリップが弧こを描えがき、すとんとトーヤの手に収おさまった。

　スライドを引き、大きな銃口を背せ中なかに押し当てる。

　ドォンッ！

　爆音のような銃声が響ひびき、兵士の身体はおよそ限げん界かいいっぱいまで仰け反って硬かたい床ゆかに倒たおれ込んだ。

　ジャキッ、ドンッ！

　排はい出しゆつされた薬やつ莢きようが床に落ちるより早く、次なる標ひよう的てきに発はつ砲ぽう。デスクを乗り越こえようとした兵士が足を撃ち抜かれる。

　ばららっ！　ばららっ！

　真後ろというまったくの死角からの銃撃を、背中に目がついているかのような動きで躱す。通り過すぎる銃弾の軌き道どうさえも感じながら反転し──

　ジャキッ

　驚きよう愕がくに目を見開く兵士の姿すがたを、銃口の先に捉えた。




　銃声が交こう錯さくするフロアの隅すみを、ライアは足音を殺しながら（と本人は思っている）少しずつ移い動どうしていた。足は竦すくみ、震ふるえは止まらないが、ただ真実をこの目で確たしかめるまでなんとしても生き延のびようという意い志しと、突とつ然ぜん現あらわれて自分の生活を蹂じゆう躙りんした黒の兵士達への怒いかりが、彼の身体を動かしていた。

　頭から被かぶっても全身をすっぽり覆おおう大きなコートをぎゅっと摑み、唇くちびるを嚙かみしめる。

　煙草たばことは違ちがう、煙けむりの匂においがした。生まれてこの方嗅かいだことのない匂いだったが、これがきっと硝しよう煙えんというやつなのだろうと思う。コートなどそう頻ひん繁ぱんに洗あらうものでもないだろうが、それを考こう慮りよに入れてもこのコートの持ち主──トーヤとかいったか──は硝煙の匂いが衣服に染しみ付くような環かん境きようにいるということだった。

　お前の大だい嫌きらいなＩＳＯＮなんだぜ──

　そう言い残して行った掃除人スイーパーは、まだ生きているようだった。銃声がするということはそういうことだったが、いつまで無事でいられるとも思わなかった。ＩＳＯＮだからどうだというのだ。あれだけの数の兵士を──しかもその兵士だって、普ふ通つうではない──相手に一人でどうしようというのだ。

　なのに、あの男はこの状じよう況きようを危き機きとも思っていないような顔をした。自分を不安にさせないためだったのかもしれないが、それだけではないような気がした。本気で戦い、勝つつもりだと、ライアの目にはそう見えた。それは希望を抱かせるものではなく、無む謀ぼうとしか映うつらなかったが。

　逃にげ道を探さがすためにデスクの陰かげから恐おそる恐る顔を出すと、たまたまトーヤの姿が視し界かいに入った。

（何だ、アイツ……!?）

　戦っているのだということはわかった。だが、なぜそんなことができるのか、目の前で起きていることが理り解かいできなかった。

　撃つ、撃たれるの繰くり返しの中で、倒たおれていくのは兵士だけなのだ。それ以上の銃じゆう火かに晒さらされているはずなのに、トーヤには掠かすりさえしない。

　そこに繰り広げられているのは、銃じゆう撃げき戦ではなかった。銃という武ぶ器きを手にしての剣舞ダンス──全すべてが一連の流れとして決められている殺た陣てのようだった。

　鮮せん烈れつな光景に目を奪うばわれていたライアだったが、間近で跳はねた流れ弾だまに現げん実じつに引き戻もどされる。

「ひ……っ」

　頭を下げ喉のどまで出かかった悲鳴を止める。そうだ、今がチャンスなんじゃないか。あの兵士達と互ご角かく以上に戦えるなら、他ほかはどうだっていい。ＩＳＯＮもＳＥＯＮも知ったことじゃない、化け物同士で勝手に潰つぶし合えばいい。

　震える足を叱しつ咤たしながら這はうように移動する。

「停とまれ」

　背はい後ごから忍しのび寄よってきた硬こう質しつな声に、全身が強こわ張ばる。

（見つかった……！）

　心しん臓ぞうが早はや鐘がねのように鳴る。近付いてきた気配が、ライアからコートを剝はぎ取った。

　殺されるんだ──恐る恐る振ふり向くと、黒の兵士の冷たい目とライフルの銃口が目の前にあった。

　後ろに下がろうとして足を滑すべらせるライアに、兵士が無む慈じ悲ひに歩み寄ってくる。なぜすぐ撃たないのかは知らないが、捕つかまったらどのみち終わりだった。

　ライフルを片かた手てで構かまえたまま、兵士の手がライアに伸のびる。襟えりを摑もうとしたその手が、ライアに届とどく寸すん前ぜんでなぜかぴたりと止まった。

「撃つなら撃てよ。てめえの脳のうみそぶちまけたいならな」

　別の声に兵士の顔を見上げると、その後ろにいつの間にかトーヤが立っていた。身体からだをほとんど密みつ着ちやくさせ、左右それぞれ──左手の銃を首くび筋すじに、右手の銃をこめかみに突つきつけている。

「武器捨すてろ。三秒以内」

　簡かん潔けつなトーヤの命令に、兵士は引き金トリガーから指を離はなしショルダーストックを床につく。手を放してライフルをゆっくり床ゆかに倒す。

「素す直なおでよろしい。あんた長生きするぜ」

　こめかみに当てていた銃を外す。その瞬しゆん間かん、兵士の身体がすっ、と前のめりになり、首に当てていた銃口が外れた。兵士は腰こしを捻ひねり、下ろしていた手を背後目め掛がけて振り上げる。手には短いが鋭するどいナイフが握にぎられていた。

「危あぶな……！」

　キィン！

　肉を裂さく音はしなかった。トーヤの右手の銃が、首に達する寸前でナイフの刃は先さきを受け止めていた。

「……やると思った」

　表ひよう情じよう一つ変えず兵士を見返す。

　ドン！　ドン！　ドン！　ごすっ！

　両りよう膝ひざの裏うらと右みぎ肘ひじの上あたりを容よう赦しやなく撃ち抜き、後頭部をグリップで殴なぐりつける。

「……ほれ、しっかり被ってろ。もうちょっとで片かた付づくから」

　倒れた兵士を隅すみに除のけ、コートを再ふたたびライアの頭に被せる。

　トーヤはライフルを取ると、また走り去っていった。
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　ずどんっ！

　殴る、という行こう為いからは連想できない爆ばく発はつのような音が響ひびき、黒ずくめの兵士の身体が水平に吹ふき飛ぶ。

　凄すさまじい突きを放った右手を引き、ジャケットの襟を正す。左手には一度も火を噴ふくことなく元の持ち主の手を離れたライフル。銃身は少々持ちにくい太さだったが、適てき度どな長さと重さを持っていた。

　不要な出っ張ぱりである弾倉マガジンを引っこ抜き、薬室チエンバーに装そう塡てんされていた弾だん丸がんを排はい出しゆつする。単なる鈍どん器きと化したライフルを八の字を描えがくようにぶんぶんと振り回し、調子を確たしかめた。

　職しよく員いん──研究者の仮か眠みん用だろう、壁かべ際ぎわに並ならんだ二段だんベッドの一つに歩み寄り、その下を覗のぞき込こむ。

「ミュウ、出てきていいよ」

　もそもそとベッドの下から這い出てくるミュウ。

　目の前には、累るい々るいと横たわる兵士達の姿すがた。ざっと数えて、七人はいた。ミュウを連れて逃げ回るのはやはり大変なので、彼女を隠かくれさせここで追っ手を迎むかえ撃ったのだ。

　落ちている火器はどれも銃身が折れ曲がって使い物にならず、倒れている兵士は皆みな手や足の、特に関節部分を砕くだかれている。折れている、ではなく、砕けているのだ。広がる光景が、ティファの尋じん常じようではないパワーの程ほどを物語っていた。

　しかも、全員が昏こん倒とうしている。骨こつ折せつや打だ撲ぼくだけでは意い識しきを失わない可か能のう性せいが高いので、しっかり当て身も食くらわせてあった。戦せん闘とう能のう力りよくを完全に奪うばうための破は壊かい力りよくと、致ち命めい的てきな部位を避さけ殺さず制せい圧あつする技ぎ術じゆつが、高いレベルで両立していた。半日は意識が戻もどることはないだろう。

「さ、行くよ」

　息一つ乱みださず肩を回すティファ。髪かみの紫むらさきの部分の乱れを気にする仕草は、とても銃で武ぶ装そうした兵隊を素す手でで全ぜん滅めつさせるような女には見えなかった。

　足元に転がる兵士を迂う回かいしようとして、うっかりヘルメットを蹴け飛とばしてしまった。ころころと転がったヘルメットには、ティファの拳こぶしの（としか考えようのない）形のへこみがくっきり残っていた。

　何気なく見下ろした兵士の指がぴくりと動く。

「ひゃっ!?」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、痙けい攣れんしてるだけだから」

「笑え顔がおで言わないでよ恐こわいから……」

　隅のダストシュートに無理やり詰つめ込まれた兵士の尻しりに同どう情じようしながら、そそくさとその場を後にする。

　ミュウのペースに合わせて飾かざり気けのない廊ろう下かを進む。少し先で廊下は右に折れていた。

　そこまで辿たどり着くと、階かい段だんがあった。だが上りだけ。下りの階段はない。

「……どうする？」

「どうって……上がるしか」

　顔を見合わせる二人。と、何か思いついたようにミュウが顎あごに親指を当てた。

「うん、上がろ。今さら戻れないし」

「そーだけど……何か考えでもあるの？」

「ちょっとね。逃にげるなら足は要いるでしょ。屋上行けば何かあるんじゃないかな」

　悩なやんでいる時間はない。小さく頷うなずき、ティファは三段、ミュウは二段飛ばしで階段を駆かけ上がる。

　先に上り切ったティファが、勢いきおいで廊下まで飛び出した足で急制せい動どうをかけた。視し界かいの端はしに、ショットガンを構かまえる兵士の姿すがた──

「ちょっと待っ──！」

「きゃっ!?」

　ドォン！

　ブレーキをかけた足でそのまま真後ろに飛び退のき、追いついてきたミュウを階段に押おし戻す。ほとんど同時に壁の角が砕けて抉えぐれた。

「あ、危あぶなかった……」

　廊下の角に張りつき、胸むねを撫なで下ろす。先回りできる道があったか、二人が遠回りしていたのだろう。

「えほっ……危なかったって、危ないじゃないっ！」

　突き飛ばされたミュウが、階段の中ほどからティファを見上げて抗こう議ぎする。段に強打したらしく、涙なみだ目めでお尻をさすっている。

「ごっ、ごめん！　大丈夫!?」

　大丈夫、ではない。押し返された衝しよう撃げきはかなりのものだったし、手すりに摑つかまってなかったらそのまま踊おどり場まで一直線に転げ落ちるところだった。

「大丈夫じゃないっ！　殺す気っ!?」

「どーいう意味よそれ……そんなこと言うならもう助けないからね」

「加か減げんしてって言ってるの！　わたし体力ないんだからっ！」

「マイナスポイントを堂々と言わないのっ！」

　口を尖とがらせ、武器（鈍器）として持っていたライフルをその場に置く。

　さっ、と素す早ばやく頭を出して廊下の先を窺うかがった。

　ドォン！

　頭を吹ふき飛ばされる前に身を引き、口元を引き締しめる。

（ひとり）

「……援えん護ごして」

「え、あ、ちょっと!?」

　ティファは既すでに飛び出していた。

　ドォン！

　兵士のショットガンが火を噴ふいた時にはもう、その先にティファの姿はない。床ゆかを蹴り、兵士を視界に収おさめたまま壁かべに向かって跳とぶ。

　たんっ！

　銃じゆう口こうが動く前に、さらに壁を蹴る。

　たん、たん、たんっ！

　左右の壁を交こう互ごに蹴って、天てん井じよう近くまで高く高く跳び上がる。

　ティファの姿が兵士の頭上で停とまった。上じよう昇しようの頂ちよう点てんであり落下の始点──空中で一いつ瞬しゆん静止したティファに、やっとショットガンの射しや線せんが重なる。

　ドォン──！

　しかし、弾だん丸がんがティファに食い込むことはなかった。引き金トリガーが引かれるより早く両手で天井を突つき放し、自由落下以上の速度で床に降おり立ったのだ。

　着地地点は、兵士の真正面。ショットガンの射しや程ていのさらに内側。互たがいの息がかかるほどの距きよ離りまで接せつ近きんしていた。

　ジャキッ

　ポンプを引きなおも火器に頼たよろうとする兵士の襟えり首くびを捕つかまえ、引き寄よせる。

　ガギッ──

　真下から伸のび上がった掌しよう底ていが兵士の顎をまともに捉とらえた。半開きの口が閉とじる音と顎の骨ほねの悲鳴が急角度の放物線を描えがいて床に落ちる。

　白目をむいた兵士の鳩尾みぞおちに踵かかとを叩たたきつけて完全に昏こん倒とうさせると、階段のほうを振ふり向く。

　欠けた壁の陰かげから、小さな銃を両手で包むように持ったミュウが半分だけ顔を覗のぞかせていた。

「……全然援護する気ナシ？」

「そんな、邪じや魔ましないようにと思って撃うたなかったのに」

「そぉ？」

「そうそう」

　こくこく頷うなずきながら銃をしまう。

　正しい判はん断だんだったかもしれない。彼女の射しや撃げきの腕うではティファとどっこいどっこいだから、後ろから誤ご射しやされるぐらいなら何もしてくれないほうがいい。

　奪うばい取ったショットガンのポンプを前後させて弾たまを全すべて排はい出しゆつし、即そく席せきの棍こん棒ぼう完成。

　ミュウのプラン通り上りの階段を探さがすが、一向に上階へ続く階段は現あらわれない。要よう塞さいとしての性せい質しつが強いのか、制圧されにくいように一続きの階段がないのだ。

　息を切らしたミュウの足が遅おくれ始めた時、ティファが歩調を緩ゆるめてミュウの耳に小さく囁ささやいた。

「ゆっくり歩いてついてきて」

「なんで？」

「女の勘かん」

「わたしも女だけど」

「いいから」

　女のというより動物的な勘のようなものだった。トーヤのようにはっきりわかる、というのではないが、感じるのである。自じ慢まんにならないが、ティファのそれは人やそれ以外のものの殺気、或あるいは災さい害がいなどの、概おおむね危き険けんを伴ともなうものに対して特に強く働く。

　そして、そういった予感は嫌いやなものに限かぎって──

　ガギィン！

（当たっちゃうんだよね……）

　廊ろう下かの角から飛び出してきた影かげが振るった刃やいばを、ショットガンの銃身で受け止める。

　予想以上に強い力だったため咄とつ嗟さに左手を添そえ、両手で銃身を支ささえた。そこに上──刀身の長いナイフを叩きつけてきた兵士とそれを防ふせいだティファの頭上を跳とび越こえ、もう一人の兵士がティファの後ろに回り込む。

　キンッ！

　背はい後ごに着地した兵士が振り下ろしたナイフを、ヒップホルスターから抜ぬいた銃でなんとか受け止める。

　ぎりぎりと押し込まれるナイフとそれを支える銃がみしりと軋きしんだ。信じ難がたい腕わん力りよくに道具が悲鳴を上げているのだ。

　違ちがう──ティファは思った。これまで倒たおしてきた兵士はＳＥＯＮかもしれないが、常じよう人じんより多少優すぐれているかな、程てい度どにしか感じなかった。だがこの二人は、まさしく常人離ばなれしている。初しよ撃げきを受けただけで普ふ通つうではないとわかった。

（本気でやらなきゃ、やられる）

　銃を持つ手に力がこもる。

「ミュウ！　手を出しちゃだめっ！　先に行って！」

　鋭するどく言い、銃を出しかけたミュウを制せいする。ミュウを守りながら戦えるような相手ではない。

　すっと腰こしを沈しずめ、一回転して左右の兵士の足元を払はらう。兵士は素す早ばやくそれに反はん応のうして少し足を浮うかせるが、ティファの足は微び妙みように軌き道どうを変えその浮いた足を引っ掛かけた。

　僅わずかにバランスを崩くずした隙すきにミュウが脇わきを駆かけ抜け、その先の階段を駆け上がっていった。ティファもその後を追うように兵士と位置を入れ換かえ、兵士の前に立ち塞ふさがる。

　黒くつやのないナイフを持ち直し、にやりと口だけで笑う兵士。

　ティファもショットガンを棍棒のように構かまえ、じりじりと迫せまる兵士二人を油ゆ断だんなく観察する。

　片かた方ほうの兵士には覚えがあった。以前はガスマスクをしていたから顔が見えなかったが、初めにティファらを襲おそった兵士と動きの癖くせ──構えや足運びが同じだった。もう一方はちょっと覚えがなかったが、恐おそらくあの時のメンバーだ。前以上の力を持って雪せつ辱じよくの機会を待っていたのだろう。

　二人はどういうわけか、ミュウを追うそぶりはまったく見せなかった。普通の人間などいつでも殺せる、ということだろうが、それだけではなかろう。ここまでの道行きでもう二度も先回りされた。一本道に見えたが実じつ際さいには別の道があるということだ。だとしたら、ミュウを先に行かせたのはまずかった。一いつ刻こくも早く彼女に追いつかなければ。

（一人あたま三秒で片かた付づけないと）

　焦しよう燥そうが伝わったのか、兵士が同時に動く。半歩引きナイフより長いリーチを活いかしてショットガンを横よこ薙なぎに振るが、ナイフの一振りで上に弾はじかれる。返す突つきがティファのがら空きの腹はらを襲う。

　がきんっ！

　だが弾いたと思ったショットガンが舞まい戻もどり突き出されたナイフの腹を叩たたく。ナイフを叩き落とした時点で用よう済ずみとなったショットガンを手放し、左手でナイフを持っていた腕うでを、右手で正面の兵士の襟えり首くびを摑つかむ。

　左手を振り解ほどき両手でティファの手を引き剝はがそうとするが、ティファの握あく力りよくと丈じよう夫ぶ過すぎるボディーアーマーが災わざわいして離れない。もう一人の兵士は大おお柄がらな味方が邪じや魔まになって攻こう撃げきに出られずにいた。

　捕ほ捉そくした兵士の踵かかとを踏ふみつけ、軽く押おして重心を崩す──最さい小しよう限げんの動作で床ゆかに捻ひねり倒し、腹に手のひらを当てた。

　ズンッ──！

　寸すん勁けい──打だ撃げきではなく、瞬しゆん間かん的な加重による衝しよう撃げきを叩き込こむ。

「ごぶっ!?」

　兵士の身体からだがＶの字に跳はね上がった。

　顔を上げたティファの目の前に深い凹おう凸とつのあるブーツの底が迫る。

　ばしぃっ！

　両手を重ねて防ぐが、中ちゆう途と半はん端ぱな姿し勢せいだったためにバランスを崩して尻しり餅もちをつく。

「ひゅっ！」

　蹴けり足を引き戻もどしたその足で倒れた兵士を跳び越え、逆さか手てに持ったナイフを突き下ろしてくる。

　刃は先さきが目の中に入る寸すん前ぜんで止めるも、勢いきおいに負けて床に背せをついてしまう。なおもぐいぐいとナイフを押し込んでくるが、それ以上の進行は腕力で完全に抑おさえていた。

「殺してからたっぷり犯おかしてやるよ、怪かい物ぶつ女」

　にたり、と笑い舌したなめずりする。

「……そのセクハラ発言、高くつくわよ」

　ティファの目つきが変わった。

　めきり。

　ナイフを持った手首にティファの指が食い込み、枯かれ木でも折れたような音がする。

「ぎっ……！」

　ぼぐっ。

　手首に関節を増ふやした兵士の股こ間かんを蹴り上げ、床を叩いて一いつ瞬しゆんで立ち上がる。

　意味不明の呻うめき声を上げながら脂あぶら汗あせを流す男に、ぽつりと呟つぶやく。

「男って不便よね」

　ＳＥＯＮでも何でも効きくものは効くらしい──半歩踏ふみ込んでの強きよう烈れつな突き蹴りで兵士を壁かべまで吹ふき飛ばす。

「だらぁぁぁっ！」

　手て加か減げんし過ぎたか、執しゆう念ねんで起き上がりなおも突っ込んでくる。折れていないほうの拳こぶしで殴なぐりかかってくる兵士に、

「しつこい男は嫌きらい」

　パンチを躱かわしながら腕を取り、背はい後ごの壁に叩きつける。軽いステップで一回転し、跳はね返ってきた兵士の背中に止とどめの回し蹴り。

「よしっ」

　今度こそ確たしかな手て応ごたえを感じ、急いでミュウの上っていった階段を駆かけ上がる。

（時間かけ過ぎた……ミュウ無事だといいけど）




　　　　＊




「きゃああぁぁぁぁ！」

　銃じゆう声せいに負けないほどの悲鳴を上げながら、ミュウは足を動かし続けていた。

　ばららららららら！

　ティファの危き惧ぐは現げん実じつになっていた。飛来する銃じゆう弾だんに壁が弾け、間近でガラスが砕くだける。

　縺もつれそうになる足を必死に進め、無数の火線が横切る廊ろう下かを駆け抜ぬける。わかるのはただそちらから撃うたれているという事実だけで、射しや手しゆの姿すがたを見る余よ裕ゆうなどなかった。一発も命中しなかったのは、ミュウの身のこなしが素す早ばやいからでも、兵士の腕が悪いからでもない。単に運が良かっただけだった。

　実際には大した距きよ離りではなかったが、長く感じた廊下を曲がったところでとうとう前進に足の回転がついていかなくなり、派は手でに躓つまずいて転ぶ。

（なんだか、わたしだけ怪け我がしてる気がするわ……）

　心しん臓ぞうも今にも爆ばく発はつしそうに脈打っている。今ぶつけた膝ひざだけではなく、あちこちがズキズキ痛いたむ。原げん因いんを作っているのはあの兵士達だが、直ちよく接せつの理由は思い切り引っ張ぱられたり突つき飛ばされたりという、つまりティファの助けかただと思うと複ふく雑ざつな気分になる。

（わたしも身体鍛きたえたほうがいいのかな……）

　生きて帰れたら考えてみよう。

　生きて帰れたら──今は帰る場所があるんだから。半泣きで叫さけんでも、みっともなく転んでもいい。絶ぜつ対たいに生き延のびるんだ。

　歯を食いしばり、目の前の階段を駆け上がる。止まったら膝が笑いそうだった。

　どかどかと複ふく数すうの兵士の足音が近付いてくる。死の足音だが、殺されてやる気はさらさらなかった。

　見上げた先にはドアが一つ。覗のぞき窓まどから日光が射さし込んでいた。外だ。

　ががががっ！

　撃ち込まれた弾丸が耳元で跳ねる。跳ちよう弾だんに身体を屈かがめながら階段を上り切り、ドアを押し開ける。鍵かぎは掛かかっていなかった。

　屋上だ──ドアを閉とじ、外から鍵を掛ける。自然の明るさに目を細め、そこにあったものにふと笑えみが漏もれる。

「あった……！」

　外から基き地ちの様子を窺うかがっていた時、建物の屋上に戦せん闘とう機きが一機駐ちゆう機きされていたのがちらっと見えたのだ。ただそれがまだ同じ場所にあるという保ほ証しようはなかったし、確かにここの屋上だったかも自信がなかったのだが。

　誰だれがどういう目的でここに置いたのかは知ったことではないし、興きよう味みもない。目の前にぽつんと鎮ちん座ざし操縦士パイロツトを待つ垂直離着陸ＶＴＯＬ機に全速力で駆け寄よる。

「……よし、知ってる型だ……」

　ミュウ──『μ』は、本来こういう兵器を運用するデバイスとして造つくられた。持ち主（創造主）が道具にいちいち存そん在ざい意い義ぎを説明したりはしないが、本ほん能のうがそう告げていた。だがそんなことはこの際さいどうでもいい。これが自分の『力』だ。

　コックピットに手を掛け片かた足あしを踏み入れたその時、屋上のドアの鍵が強ごう引いんにこじ開けられて兵士の一いち団だんが屋上に出てきた。

「きゃぁっ！」

　慌あわてて操そう縦じゆう席に転がり込むと同時に、数発の銃弾がコックピット付近に突き刺ささり風ふう防ぼうが割われる。

　隠かくれたとでも思ったのか、それ以上高こう価かな機体を傷きず付つけるのは躊躇ためらわれたらしく銃撃を止やめて近付いてくる。

　ミュウは頭を低くしたまま準じゆん備びに集中し、手早くエンジンを始動する。

　機体から甲かん高だかい音が響ひびき始めると、そこまで近付いていた兵士が慌てて足を止めた。ジェットエンジンの吸きゆう引いん力は凄すさまじく、近付き過すぎると人間でも吸すい込まれる危き険けんがあるからだ。
















　兵士達が何か言っているようだったが、エンジンの音にかき消されてはっきり聞き取れない。焦あせっている様子だけは伝わってきたが。

　操縦桿かんを握にぎり、推すい力りよくを真下に解かい放ほう、機体を浮うかせ、車輪を収しゆう納のうする。無む駄だの無い手つきで機を操作するミュウに、先さき程ほどまでの童女のような振ふる舞まいの面おも影かげはなかった。水を得た魚のように生き生きした──ではなく、まさしくその道具を構こう成せいする部品パーツと化したような、冷たく冴さえた眼めの輝かがやき。

　噴ふん出しゆつする熱気に炙あぶられてたたらを踏む兵士をよそに穴だらけの風防を閉じ、ベルトを締しめながら機首をゆっくり転回していく。

　自身と一体化した鋼こう鉄てつの翼つばさの機首を兵隊に向ける。

　ここに至いたってやっと、兵士達は操縦席の女がその戦闘機を自じ在ざいに操あやつる能力を有していることを悟さとった。

　それ自体既すでに信じ難がたいことだが、とてつもなく危き険けんな状じよう況きように置かれていることは紛まぎれも無い事実だった。誰が乗っていようと、目の前に滞たい空くうしているのは強力な火力を持つ兵器なのだ。

　ライフルを構かまえる兵隊を前に、ミュウは火器の安全装そう置ちを解かい除じよしてぐっとトリガーボタンを押し込んだ。

　バリバリバリバリバリバリバリ！

　機首に二門備そなえられた20ミリ機き関かん砲ほうが火を噴ふき、雷らい鳴めいのような轟ごう音おんが鳴り響いた。秒間数十発の速度で機き銃じゆう弾だんがばらまかれ、空を引き裂さく。暴ぼう風ふう雨うの如ごとき弾だん幕まくが右から左へと移い動どうし、兵隊を薙なぎ払はらった。

　ボタンから指を放し、戦果を確かく認にんする。

　累るい々るいと横たわる兵隊──ミュウの強きよう烈れつな反はん撃げきによって、一いつ瞬しゆんにして全ぜん滅めつしていた。屋上の出入り口にも機銃弾が掠かすめ、いくつか大おお穴あなが開いていた。よく見ると出口に、何か動くものが見える。いつでも撃うてるように再ふたたびボタンに指をかけ──

　恐おそる恐るといった様子で顔を出したのは、ティファだった。仲間の無事な姿すがたを見て、ミュウはやっと緊きん張ちようを解といた。
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　兵士は折れた手首を抱かかえ、壁かべに手をついてのろのろと身体からだを起こした。

　屈くつ辱じよくだった──二次強化の激はげしい苦く痛つうに耐たえてさらに強くなったはずの自分を、あの女は歯し牙がにもかけなかった。冗じよう談だんじゃあない……あれがＩＳＯＮの力なのか？　しかし、自分だってＳＥＯＮ──ＩＳＯＮと同じ、いや、それ以上のものになったはずだ。化け物になってまで得た力は、この程てい度どのものだったのか？

　また返り討うちにされないようせいぜい気をつけな──

　あのにやけた傭よう兵へいの言葉が脳のう裏りに反はん響きようする。

（畜ちく生しようが……）

　意い識しきは保たもっていたが、身体にまったく力が入らなかった。少し動かすたびに全身に激げき痛つうが走る。

「っつ……おい……生きてるか……」

　それほど痛いた手でを受けたとも思えないが、倒たおれたままぴくりとも動かない仲間の肩かたを爪つま先さきでつつく。

「……ぅぐ……あ、あ……がはっ……！」

　意識を取り戻もどした兵士が、返事をしかけて猛もう烈れつに咳せき込こみ、身をよじる。悶もん絶ぜつして跳はね、咳き込み、また悶絶、をひとしきり繰くり返し、静かになった後、青ざめた顔をこちらに向けてくる。

　あの体たい勢せいからどういう打撃を打ち込めばこんなことになるのか彼にはわからなかったが、仲間は吐と血けつしていた。

「あ、の……」

　苦しげに胸むねを上下させながら、うめく。

「あ、の女あァァァ！」

　胃い液えき混まじりの血を吐はくのも構かまわず、叫さけぶ。力の入らない手を伸のばし、腰こしのキットから一本の注ちゆう射しや器きを取り出した。

　しゃきっ、と乾かわいた音を立てて、太い針はりが飛び出す。

「……へっ……そうだ……負けてたまるかよ、なぁ……！」

　生気の失うせた顔で、しかし異い様ようなまでにぎらついた眼めでこちらを見る兵士ににやりと力無く口の端はしを歪ゆがめる。奇くしくも同じことを考えていたようだ。

　同じものを取り出し、同様に針を出す。

「ブッ殺してやる……！」

　呪じゆ詛そのように呟つぶやくと、二人同時に自分の首に針を突つき刺さした。

　血管に、どくどくと液体が流れ込む──筋きん力りよく増ぞう強きよう剤ざいと、ペインキラーの混こん合ごう溶よう液えきが。

　即そつ効こう性せいのある麻ま薬やくの効果で、痛みが噓うそのように引いていく。霞かすみが晴れるように意識が鮮せん明めいになっていく。心しん臓ぞうの鼓こ動どうと鼓動の間隔が驚おどろくほど長く感じる──意識の覚かく醒せいと加速、そして痛覚の除じよ去きよ、それがペインキラーたる由ゆ縁えんだった。

　まずは忌いま々いましいあの女を引き裂さき、その次は舐なめた口を叩たたいた傭兵だ。眼鏡めがねの野や郎ろうもそういえば許ゆるせねぇ、その他は……何かいたような気がするがどうでもいい。子ガ供キはどうするんだったっけな──

　そこまで考えたところで二人の兵士の高こう揚ようはピークに達する。煩わずらわしい思考を巡めぐらすのをやめた二人は突とつ然ぜん奇声を上げると、標ひよう的てきをひたすら狙ねらう戦せん闘とう機き械かいと化して飛び出していった。




　　　　＊




　至し近きん距きよ離りを通り過すぎていく弾だん丸がんも、トーヤにはさしたる脅きよう威いにはならなかった。銃撃は所しよ詮せん直線でしかない。その直線に触ふれさえしなければいいのだ。当たらない銃撃を恐おそれる必要はなかった。

　半分以上減へった兵隊は、トーヤの姿を見るなり無む闇やみに銃弾をばらまいてくる。その一発一発の存そん在ざいが認にん識しきでき、着弾の瞬間まで感じ取れるほど集中しているトーヤには、射手の動きはあまりに緩かん慢まんで無む防ぼう備びに見えた。

　自身の身体からだも、同じようにゆっくりにしか動いていないように感じる。水の中にいるように、スローモーションのように──遅おそい。身体が脳のうの命令についてこない。意識──心と身体の間にある違い和わ感。それが大きくなり始めるあたりが、トーヤの肉体の限げん界かいなのだ。

　銃じゆう弾だんが飛び交かう中、グラビア雑ざつ誌しや週しゆう刊かん誌しの山を蹴け散ちらしてデスクを乗り越こえる。視し線せんの先に落ちていたライフルに飛びつき、グリップを摑つかんで床ゆかに片かた手てをつく。そのまま側転のように空を蹴った。

　トーヤの目が急速眼球運動ＲＥＭのように小こ刻きざみに動き、その位置から狙ねらえる全すべての兵士を瞬しゆん時じに捕ほ捉そくする。

　ドッ──ドッ──ドッ──ドッ──

　左手一本で支ささえられたライフルの一続きフルオートの銃声が、時間が引き延のばされたように途と切ぎれ途切れに聞こえる。激げき発はつと激発の間の引き延ばされた一瞬に次々と照しよう準じゆんを変へん更こうしていき、銃口から弾たまが吐き出される瞬間にはその先に確かく実じつに兵士の姿すがたを捉とらえていた。

　たんっ

　トーヤの足が再ふたたび床に下り立った時には、捕捉された兵士は恐るべき精せい度どで放たれたフルオート射しや撃げきを浴びて一人残らず倒れていた。

「ＳＥＯＮっつっても、別にどうってことねーな……」

　柱の陰かげに隠かくれたトーヤは、ライフルの残弾を確たしかめながらそう呟いた。




「っつ……痛いてえ……何なんだ、あれは……っ」

　銃声がするたびに聞こえる仲間の悲鳴を聞きながら、兵士の一人が息も絶たえ絶だえに吐き捨すてる。両足に散弾を受け、黒い戦せん闘とう服ふくが赤黒く染そまっていた。この足ではもう立てそうになかったが、両りよう腕うでの力だけで身体をフロアの隅すみまで引きずっていく。

　なぜこうも当たるのか、なぜああも当たらないのか、どちらもまったく理り解かいできなかった。相手がＩＳＯＮだということはあらかじめ聞かされていたが、油ゆ断だんだけはするなと言われてはいても、深しん刻こくには考えていなかったのだ。

　自分達はＳＥＯＮ──人間の限げん界かいを超こえた存在なのだ。意い識しきが冴さえ渡わたり、身体が驚くほど軽く力に満ち溢あふれていた。これまで苦労していたことが苦も無くできるようになった。優すぐれた肉体を持つ兵士で組そ織しきされた、最も進化した戦闘集しゆう団だんのはずだった。なのに──

　たった一人のＩＳＯＮに歯が立たないのなら、ＳＥＯＮの存在する意味は？

「……おやおや、こりゃあまた手て酷ひどくやられてるなァ？」

　声のしたほうを振ふり仰あおぐと、大たい佐さに雇やとわれたという傭よう兵へいがいた。名前は知らないが、この男もＩＳＯＮだったはずだ。

「何を……している、お前……」

　ＩＳＯＮの男は鼻で小さく笑うと、つかつかとこちらに歩み寄よってきた。

　何がおかしい。今までどこにいた。

「ほぉ……こりゃ痛え。酷ひでえよなぁ、一思いに殺してくれりゃよかったのに、これじゃ生殺しだ。そう思わねぇか？」

「ふざけるな」

　傍そばでしゃがみ込み、血まみれの足を眺ながめる男にライフルの銃口を突つきつける。

「撃うつ相手が違ちがうだろ？　そりゃ何のジョークだ？」

　睨にらみつける兵士にも動じず、不ふ敵てきな笑えみを浮うかべる男。気に食わない、今ここで射殺してやろうか。どうせバレやしない。

「笑えねぇ。そんなもん向けんじゃねえよ」

　ひょい、と軽い調子でライフルの銃身を押おし動かす。命拾いしたな。

「……やる気がないなら失せろ」

「ホント、ウゼぇよなぁ……中ちゆう途と半はん端ぱなことしやがって」

　兵士の言葉を無む視しし、首を振りながら溜ため息いきをつく。

「何？」

「ちょろちょろちょろちょろ小ネズミみてーに。こんだけ頭数揃そろえて掃そう除じ屋や一匹ぴき仕し留とめられねぇのかよ、お前らはよ」

　男の目にこれまでとは違う何かが浮かぶ。

「出で来き損そこないが数ばっかりぞろぞろ増ふやして……目障りなんだよなぁ」

（こいつ──）

　その言葉が自分に向けられていると気づき、ライフルを再び男に向けようとするが──遅かった。

　男が腰こしから抜ぬいた大口径のリボルバーが、額ひたいにぴたりと照準を合わせていた。

　ズドン──！

　殺さつ傷しよう力の高い銃弾が額を貫つらぬき、後頭部が弾はじけて脳のう漿しようが飛び散る。

「……おっと、悪いなァ……俺おれのはジョークじゃなかったんだ」

「なっ……貴き様さま、何をしてる！」

　一ひと際きわ大きな銃声に、別の兵士が駆かけつけてきた。頭を吹ふき飛ばされた兵士と、銃口から硝しよう煙えんを立ち昇のぼらせる男。

「うるさいなァ……」

　無む造ぞう作さにリボルバーを持ち上げ、撃つ。ボディーアーマーの中心を突き破やぶり、胸むねのど真ん中に深々とめり込む。即そく死しだった。

「道どう化け役はそろそろ退たい場じようの時間だぜぇ？」
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　気息を整え、高ぶった神しん経けいを休ませていたトーヤの耳に、これまでとは違う銃じゆう声せいが届とどいた。

　指先で眼鏡めがねの位置を直し、銃声のしたほうを探さぐる。

　同様の銃声が二度と、同じ数だけ重いものが倒たおれる音。

（ライア……じゃないな）

　目立って小こ柄がらではないが成長途と上じようの少年の姿すがたは、常つねに意識の端はしに留とどめている。隠かくれかたが上う手まく、あれから一度も危き険けんに晒さらされていない。おかげで戦闘に集中できる。

　顔だけ出して様子を窺うかがうと、あの傭兵──マークの姿がちらりと見えた。

　ドォン！

　銀色のリボルバーをぶら下げ、薄うす笑わらいを浮かべて足元に向かって撃うつ。単純作業を繰くり返しているようにまたこつこつと移い動どうし、また撃つ。

（あいつ……っ！）

　クイックローダーで弾だん丸がんを補ほ充じゆうすると、トーヤの捜そう索さくに集中している兵士を後ろからいきなり撃った。味方のはずのＳＥＯＮ兵を殺して回っているのだ。

　トーヤの攻撃で致ち命めい傷しようを負っていない兵士を見つけては頭を撃ち抜き、そうでない兵士でもまだ息がある者には容よう赦しやなく止とどめを刺さす。

　止められた義ぎ理りではないが、不必要な殺人を黙もく殺さつできるほど冷血ではない。

　柱の陰かげから半身だけ出し、ライフルを向ける。だがマークの意図がわからず一いつ瞬しゆんだけ躊ため躇らいが生まれた。その一瞬でトーヤに気づいたマークは何の躊躇いもなく銃を持ち上げ発はつ砲ぽうした。

　バガッ！

　躱かわした耳元で柱が派は手でに弾ける。

「んにゃろっ！」

　飛散した破は片へんが床ゆかに落ち切るより早く飛び出し、今度は躊ちゆう躇ちよ無く引き金トリガーを引く。だがマークとていつまでもじっとしてはいない。トーヤが撃ち返してくるのを見み越こして既すでにその場から離り脱だつしていた。

「ちっ……」

　当人に隠れるつもりがないらしく動向を把は握あくするのは簡かん単たんだが、深追いはできなかった。動きを見れば只ただ者ものではないのはわかる。ＩＳＯＮだというのも噓うそではないだろう。

　ライフルを構かまえたままするすると静かに移い動どうする。これ以上兵士を殺すようなら迷まよわず撃つつもりで。

「ああ、ちょっとタンマな。ったくよぅ……」

　と、突とつ然ぜん無む防ぼう備びな姿すがたを見せたかと思うと道みち端ばたに落ちたチラシでも見るような目をして、床に力無く座すわり込こんでいる兵士の頭──から視し線せんを下に移うつしていく。助けを求めるでもなく怪け訝げんな顔をする兵士の脇わき腹ばらに、半笑いで銃弾を撃ち込んだ。

「ぁがっ……!?」

　マークが引き金トリガーを引くと同時に、トーヤも撃っていた。無む論ろんマークに向けて。しかしマークは撃つ瞬間トーヤをちらりと見て僅わずかに体をずらし、紙かみ一ひと重えで銃弾を躱していた。弾道を見切ったのだ。

「掃そう除じ屋やってのは野や暮ぼだねェ……タンマっつっただろ？」

「どういうつもりだ？」

「あ？　ああ、ひょっとしてこれのことか？」

　頑がん丈じような肉体が災わざわいしてか、即死せずにもがき苦しむ兵士を軽く蹴ける。

「……邪じや魔まだったんだよなぁ、なんとなく」

「ふざけんな」

「本マ気ジさ。数ばっかいて掃そう除じ屋や一人狩かる役にも立たねえんじゃ……在いる意味ねぇだろ？　だから丁てい重ちようにお引き取り願ったんだ、よっ！」

　負傷しながらも戦意を失っていなかったＳＥＯＮ兵が、今のやり取りでトーヤだけではなくマークも敵てきと認にん識しきしたらしく、ライフルを手に飛び出してくる。浴びせられる銃弾をひらりと躱し、トーヤとマークは別々の方向からの銃じゆう撃げきにそれぞれ反撃する。

　ドォン！　ドドッ！

　運悪くマークの標ひよう的てきにされた兵士は頭を吹ふき飛ばされ、トーヤの放った弾丸は精せい確かくに両足の膝ひざの上辺りを撃ち抜ぬく。

「……殺しちまえよ、どうせ二度手間になるんだしよ」

「うるせーよ」

　くっきり明暗の分かれた二人の兵士から、再ふたたび相手に向き直る。

「……これが本当の目的だったわけだ」

「んん？　金って言わなかったっけか？」

「バカ正直に信じるほど真まっ直すぐ育ってないんでね。で？　兵隊皆みな殺ごろしにして誰だれに何の得がある？　一人で戦争でも始めるつもりか？」

「ああ、それもアリだな……ってのは冗じよう談だんで、まあ得ってほどのもんじゃねェさ。そうだな、強しいて言えば傭兵稼業ほんぎようと並へい行こうしたボランティア活動だな」

「ボランティアだと？」

「戦争始めるつもりかって？　とんでもない。逆ぎやくさ。むしろ世界平和に貢こう献けんしてるんじゃねぇかな？　ソラリアこことイオニアの争いの火種を消してやってるんだからな」

　ネオ・アースの二大大国といえるソラリアとイオニアは、表向き友好を保たもってはいるが、各国内における互たがいの国のイメージは実はあまり良いものではない。

　かたや歴史が長い割わりに大して進歩のない、自じ堕だ落らくな人間ばかりの国、かたや砂さ漠ばくと荒こう野やに埋うもれた、未発達で粗そ暴ぼうな国──客観的に見れば、よくそこまで曲きよつ解かいして悪あし様に言えるものだと思う。言葉に含ふくまれる悪意さえなければ、概おおむね間ま違ちがった分ぶん析せきではないと評ひよう価かできるのだが。

　遠い海の向こうの国だから、多少の無理解もあるのだろう。そう考えると、仕し事ごと柄がらあちこち飛び回って必然的にさまざまな国を（表から裏うらまで）見ることになる掃除人スイーパーは最も平等かつ客観的に『国』を見られる職しよく業ぎようではなかろうか。

「どんないい顔して見せたって、裏じゃ睨にらみ合って、お互い牽けん制せいしてんだ。例えばこういう軍事や医い療りようの研究とかな。最たるもんだ」

　絶ぜつ命めいした兵士を見下ろし、片かた眉まゆを上げる。

「イオニアあつちでもこういう研究はあっただろ。知らねえなんて言うなよ？　ふた月ぐらい前だったか、デカいニュースになったもんなぁ？　アレが明るみに出ちまった所せ為いで、あちらさんの計画三年は遅おくれるってよ」

　あれか──表ひよう情じようには欠片かけらも出さず、心中で呟つぶやく。

「国の事情なんか知ったことかよ」

「だよなぁ？　話が逸それたな。この出で来き損そこないどもがＳＥＯＮ計画プロジエクトの産物だってのはもう知ってるだろ？　計画自体は結けつ構こう前からあったらしいぜ。けど、イオニアとの兼かね合いか？　大っぴらに事を起こすわけにはいかなかったんだとよ。そこへ例の事件だ。イオニアのほうの研究が遅れてるうちに一気に計画進めて水をあけようとしたわけだ」

「そこにＩＳＯＮだって名乗り出て協力するふりして潜もぐり込んだってわけかよ」

「ふりも何も、真ま面じ目めに協力してやったぜぇ？　最初だけはな。けど、笑っちまわねーか、その成果がこのザマだぜ？　この程てい度どでＩおＳれＯたＮちと同じものになったつもりでいやがる。大量生産の粗そ悪あく品が、生意気にもなぁ」

「何が世界平和だ。結局それが本音だろうが」

「はっ、結果的にはって話だよ。まあ所しよ詮せんこいつらは本物には敵かなわねえ、お前自分で証しよう明めいしたじゃねぇか。殺やり合っててどう思ったか正直に言ってみな」

　大したことはない──そう思ったのは事実だ。黙だまり込むトーヤに満足げな笑えみを浮うかべ、続ける。

「認みとめちまえよ。ＩＳＯＮってのは無二の特とつ権けん──唯ゆい一いつ人間を超ちよう越えつすることを許ゆるされた存そん在ざいなんだ。それを侵おかそうとする奴やつらは潰つぶしゃいいんだよ。当然の権利だぜ」

「くっだらねえ。オレらは単なる生き残り、偶ぐう然ぜんの産物でしかねーよ」

「だから？　そう卑ひ下げせずにお前ももっとＩＳＯＮであることを楽しめよ。どうせこっち側の化け物なんだからよ」

「お生あい憎にく様、オレはこの人生結構楽しんでる」

「けっ……人間ぶった口利きくんじゃねェよ、同類のくせに。俺とお前、やってることにどれほど差があるってんだ？」

「……お前らはＩＳＯＮを神しん聖せい視ししすぎだ」

「そうかい。で、まさか俺を止めるなんて言い出すんじゃねェだろうな」

「オレがそうしなきゃ止まらねーんならな」

「ほー。なら止めてみな。やれるもんならな！」

　戦いは避さけられなかった。

　二人のＩＳＯＮは同時に動き、弾だん丸がんが交こう錯さくする。




　黒いコートを被かぶって隠かくれていたライアは、はっと我われに返って頭を上げた。

　一時やけに静かになったものだから、つい彼らの会話に耳を傾かたむけてしまっていた。

　お前自身のためにオレ達を利用すればいい──向こうから提てい案あんしてきたのだから、遠えん慮りよなくそうさせてもらうつもりだった。初対面の掃除人スイーパーがどうなろうと別に胸むねは痛いたまなかったし、どうせみんな化け物みたいな奴らばかりなんだから勝手に撃うち合って共とも倒だおれになってくれれば好都合だとさえ考えていた。

　そして結果的にそれはほとんど現げん実じつになりかけている。今撃ち合っている二人以外で無む傷きずでここに残っているのはライアだけらしかった。

　話の流れからすると、あの二人──自分もそうらしいがそれは考えたくなかった──だけがＩＳＯＮのようだ。だが言っていることは真反対。ＩＳＯＮは超越者か、偶然の産物か。

　やっていることは同じ。それは頷うなずけた。ＳＥＯＮの兵隊をあっという間に退しりぞけたのは事実だし、それをやったのは他ほかならぬトーヤだ。

　しかし──ライアにとっては彼らの主しゆ義ぎ主しゆ張ちようなどどうでもよかった。重大だったのはその声だった。

　トーヤと敵てき対たいしている、自ら怪かい物ぶつたろうとしている男は、記き憶おくの奥おく底そこに残るあの声と同じ声をしていた。

　──ちっ、手間かけさせやがって──

　気絶する前に、その一言だけが耳に入った。

　あの場にいたのなら、リビングにいた両親を襲おそったのは別の奴だろう。だがあいつが、自分の普ふ通つうで平へい穏おんな人生を踏ふみ荒あらした破は壊かい者しや、仇かたきの一人であることに変わりはない。

　どこにぶつければいいのかわからなかった怒いかりや憎にくしみ。今はっきりと目の前に現あらわれ、自分で確かく認にんした相手に、その全すべてが向けられた。

（あいつが……！）

　逃にげる前に、あいつだけはこの手で──

　周りを見回し、少し離はなれたところに倒れている兵士に近付く。動かないが、生きているのだろうか──突とつ然ぜん起き上がって襲ってくるんじゃないか、そうなったらおしまいだな、とネガティブな想そう像ぞうを働かせながら、恐おそる恐る手を伸のばす。

　意を決し、兵士のホルスターに収おさめられたサイドアームの銃じゆうを引っこ抜ぬいて逃げるように素す早ばやく後こう退たいする。

　こんな行動力が自分にあるとは思わなかった。過か度どの緊きん張ちようで乱みだれそうになる息を整え、奪だつ取しゆした銃を見下ろす。

　軍用の拳けん銃じゆうはずっしりと重く、少年の手には余あまったが、しっかりとグリップを手のひらで包む。持ったことも撃うったこともないが、知ち識しきとしてはある。次は確たしか安セ全フ装テ置イを外すんだ、映えい画がとかでよくやってる。

　指の届とどく位置にある小さなレバーを下ろす。多分これで撃てるはずだ。

　そっと頭を上げ、二人のＩＳＯＮを見やる。目まぐるしく動き、撃ち合っている──が、銃声は少ない。互たがいに必殺のタイミングを狙ねらっているのだ。

　目で追うのも苦労したが、そのタイミング──ライアから見てのそれがマークに生じた。トーヤの放った弾丸を躱かわしたその時、一いつ瞬しゆんマークの動きが止まったのだ。

　今だ──すっと身を起こし、両手で構かまえ正面にマークの姿すがたを捉とらえた。

（引き金トリガーって……こんなに固いんだ……）

　驚おどろくほど重い引き金トリガーにぎりぎりと力を込こめる。何か叫さけんでもいたような気がする。ライアに気づいたマークがこちらに銃を向けようとしている。

　ドォン！

　手首に痛いたみが走り、銃身が跳はね上がった。

「うおっ……!?」

　肩かたに被ひ弾だんし驚きよう愕がくに目を見開くマーク。

　ライアが作った好機を逃のがさず、トーヤのライフルも続けざまに火を噴ふく。避よける間さえなく、数発の弾丸が全て狙い違たがわずマークの胸むな板いたに命中した。

　強きよう烈れつな衝しよう撃げきにふらつきながらライアは引き金トリガーを引きまくったが、全て見当外れのほうに飛んでいた。気がついた時には決着がついていた。援えん護ご射しや撃げきをした形にはなったが、トーヤの投げかけてくる視線に応こたえる余よ裕ゆうはなかった。

　表ひよう情じようは暗く、ただ思うだけだった。ＩＳＯＮだなんていって大おお騒さわぎしても、あっけないものなんだな、と。




　　　　＊




　甲かん高だかい咆ほう哮こうを上げて滞たい空くうしていたＶＴＯＬが、ゆっくりと上じよう昇しようしていく。ティファは熱風になびく髪かみを押おさえながら、それを見上げていた。

　普ふ段だんは単なる乗り物好きの、朝が弱い、華きや奢しやな女にしか見えないのだが──あれが彼女のもう一つの顔なのだ。生まれ持っての操縦士パイロツトでありドライバー、彼女に与あたえられた能のう力りよくの一部。

　彼女の顔を見て、正直ぞっとした。そう長い付き合いというわけではないが、ティファも見たことのない顔だった。別人のようにというより、表情から何も読み取れないのだ。『武ぶ器き』を持ったミュウには頼たのもしさの反面、恐ろしささえ感じた。もう少し駆かけつけるのが早かったら、兵隊もろとも機銃掃そう射しやでバラバラにされていたかもしれないのだ。

　ミュウはトーヤの様子を見てくる、と言って飛んでいった。残されたティファは、惨さん状じようを呈ていする周囲にあまり目をやらないようにしながら下に下りられそうな場所を探さがす。

　非ひ常じよう階段さえないとはどういうことだろうか。気は進まないが、戻もどるか。ミュウに同乗させてもらえばよかった。戦せん闘とう機きに乗るなんて滅めつ多たにできない体験なのに。

　嘆たん息そくしながら屋上の出入り口を見て、眉まゆ根ねを寄よせる。

　ティファの勘かんに引っかかる、ぴりぴりとした殺気──何か来る。

　それはものすごい速度で階段を駆け上がってきて、出入り口のドアを蹴けり破やぶった。

「うわっ……！」

　狙ったかのようにこちらに吹ふき飛んでくるドア。ティファは難なんなくそれをパンチ一発で叩たたき落とすが、視し界かいが塞ふさがった一瞬に肉にく薄はくしてきた。

　ティファが確かに倒たおしたはずの二人だった。だが先さき程ほどとは違ちがい、血走った双そう眸ぼうは狂きよう気きに見開かれ、うっすらと歪ゆがんだ笑えみまで浮うかべていた。

「シャァッ！」

　横よこ薙なぎに振ふるわれるナイフを紙かみ一ひと重えで躱かわし、間かん髪はつ入れず襲おそってきた回し蹴りを腕うで一本で真っ向から受け止める。

　ゴッ！

　予想を遥はるかに超こえた重い衝撃に、反射的に腕わん力りよくを総そう動員して持ち堪こたえる。直径30センチの丸太でフルスイングされたかのような、破は壊かい的な一撃だった。

「っく！」

　大きく体たい勢せいを崩くずしたティファを、正面から別の足が突つき倒す。容よう赦しやなく突き下ろされるナイフや踏ふみつけを地面を転がってなんとかしのぐが、速く切れ間のない波は状じよう攻こう撃げきに防ぼう戦せん一方になり、反撃できない。

　最初に戦った時とは動きが違っていた。ティファの見立てでは、恐おそらく脳のうが無む意い識しきに設もうけているリミッターが外れ、肉体限げん界かいなどお構かまい無しの本当の意味での『全力』を出している。危き険けんな状じよう態たいだった。

　ガシャンッ──！

　猛もう烈れつな蹴りに吹き飛ばされ、ティファの身体からだは屋上の柵さくに叩きつけられた。両腕でガードしながら自ら後ろに跳とんで威い力りよくを殺したので、音ほどダメージはないが、ジャケットの袖そでにくっきりつけられた足あし跡あとが気になった。

　柵さく際ぎわに追いやられながら、ティファは異い常じようなパワーを見せる二人の兵士の動きに混まじる僅わずかな異変を見み破やぶっていた。

　当人らは気づいていないようだが、足がふらついているのだ。やはりティファの攻撃は効きいている。本来なら動くこともままならないほどに。

　一方が喉のどに引っかかるものを追い出すように軽く咳せき込んで、口からぼたぼたと血を吐はき出した。痛いたみを感じていないのだろうか？　精せい神しんの高こう揚ようと痛つう覚かくの麻ま痺ひ、充じゆう血けつ（血けつ圧あつの上昇）──その症しよう状じようは知っていた。ペインキラーによるものだ。

「やめなさい……そんなになってまで戦うことないでしょ！」

　叫さけぶティファにげらげらと笑い、そこら中に転がる兵士の死体からＳＭＧを取り上げる。駄だ目めだ、聞こえていない──ちらりと柵の外を見下ろすと、遥か下の建物の陰かげにティファらの車が置いてあるのが見えた。誰だれかがそこまで運んだのだろう。

　ふと思い立ち、柵に手を掛かける。

　ＳＭＧが滅め茶ちや苦く茶ちやに連れん射しやされると同時に、ティファは柵を乗り越こえて何の迷まよいも無く屋上から真っ逆さかさまに飛び降おりた。銃じゆう弾だんが柵で跳はね火花を散らす。

　飛び降り自殺よろしく頭からぐんぐん地面に迫せまり──地上に激げき突とつする寸すん前ぜんでぐるんと身を捻ひねって、両足を地面に向けた。

　ざっ──

　全体重の重力落下の衝しよう撃げきを両足のバネだけで全すべて吸きゆう収しゆうし、無事着地。

　足の調子を確たしかめるように二、三歩軽くステップを踏ふみながら車のところまで駆ける。

　拘こう束そくされた時三人の銃は全て没ぼつ収しゆうされたが、ただ一つ所しよ在ざい不明になっていたものがあった。ティファの怪かい力りきに耐たえ得うる、高剛ごう性せいの特とく殊しゆ合金でできた棍こんだ。しかも中には刃やいばが入っている──仕込み杖づえになっているのだが、抜ぬき方にコツが要いるため、簡かん単たんには抜けない。一見単なる棒ぼうにしか見えないのだ。それで武器として認にん識しきされなかったとしたら、もしかしたら──

　ＳＥＯＮの肉体への自信か、或あるいは恐きよう怖ふ心が欠落しているのか、奇き声せいと物音に頭上を見上げると、二人の兵士はティファと同様に飛び降りてきた。

（ああなるともう何でもアリね……）

　人のことは言えないが、小さく溜ため息いきをつく。

「もう一度警けい告こくするわ。それ以上動くと命にかかわるわよ」

　車の場所まで辿たどり着くと、振ふり返って告げる。

　寸すん勁けいを打ち込んだほうは内ない臓ぞうに相当なダメージを受けているはずだし、もう一方も手首だけでなく何箇か所しよか骨こつ折せつしている。動き回れること自体が異い常じようで、普ふ通つうならしかるべき治ち療りようを受けた上で絶ぜつ対たい安静、戦意を失うには充じゆう分ぶんすぎる痛いたみを感じているはずなのだ。

　麻薬クスリでハイになった彼らの耳に、ティファの声は届とどかない。言葉を解かいしない獣けものと同じだ。

　仕方ない、止まらないのなら──徹てつ底てい的に破は壊かいして動けなくするしかない。

　ばきっ！

　鍵かぎを探さがしている場合ではないので、トランクの縁ふちに手を掛けて強ごう引いんにこじ開ける。

（後でミュウに怒おこられるだろうなぁ……壊こわしたら）

　思った通りだった。車内に残されていた棍を摑つかみ、襲い来る兵士を視界に捉とらえる。

　迫る狂戦士に、ぴったりと手に馴な染じむ漆しつ黒こくの棍がうなる。折れていない左手首がナイフごとへし折られ、貼はりついていた笑え顔がおが凍こおりつく。

「せぇぇぇっ！」

　ティファの気合が空を裂さいた。棍がＵターンして肩かた口ぐちにめり込み、鎖さ骨こつを叩たたき折る。垂すい直ちよくに振り抜かれた棍は直後に真ま逆ぎやくのベクトルを与あたえられて鋭えい角かくに翻ひるがえり、顎あごを突つき上げた。

「ガヴッ……!?」

　喉のどのどこから発したのかわからない異い質しつな呻うめきが漏もれる。

　左手に持ち替かえ、すれ違ちがうように大きく踏み出す。

（これで一人っ！）

　ヴォンッ──！

　ティファの棍が吠ほえる。水平に吹ふき抜けた暴ぼう風ふうは、サポーターもろとも兵士の両りよう膝ひざを砕くだいた。




（何やってんだ間抜けがよぉ！）

　棒ぼう切きれで足を払われて転てん倒とうした仲間を罵ののしり、ナイフを振りかざす。

　女は棒を振り払はらった姿し勢せいでちらりとこちらを見、のろのろと体勢を整えようとしている。棒がゆっくりと円を描えがき、棒を持った左手を後ろに引く。

　トロい。遅おせぇよバァカ、そんなもんで俺おれをぶっ叩こうってのか、隙すきだらけのノロマのくせに、俺はそれより先にてめぇの内臓を抉えぐり出してるぜ、見れば見るほどイイ女だな、どんな声で泣き喚わめいてくれるんだろうな、おいさっさと起きろよ、お前もノロマかよ、一いつ緒しよにこの女血祭りにあげようぜ──

　真っ赤になった目を見開き、嗜し虐ぎやく心丸出しの笑みを浮うかべる。

　と、女の姿すがたが目の前から一いつ瞬しゆんにしてかき消えた。残ざん像ぞうが目に焼き付く。

　そんな馬ば鹿かな、音速を超こえた俺より速く動けるわけが──わけが──けが──が──

　身体からだが重い。いや、重いのではない、遅おそいのだ。物事がゆっくり見えるなど、所しよ詮せん主観だけ、ペインキラーが生み出すまやかし──

　ノロマなのは──




　銀光が舞まった。

　位置が入れ替かわり、ティファと兵士は背せ中なかを向け合っていた。

　ぱちん、とティファは逆さか手てに抜いた刃やいばを収おさめる。

　振り返って無む防ぼう備びな背中を見せるティファに襲おそいかかろうとする兵士だったが、手足が支ささえを失ったようにいうことを利きかない。

　ティファは振り返りもせずに腕うでを振り、棍の先で兵士のこめかみを突いた。

　狂くるったように暴あばれていた兵士は、それだけでどさりと地に伏ふし動かなくなった。動けなかった。

　交こう錯さくした瞬間、四し肢しの腱けんを斬きったのだ。主要な血管を避さけて、腱だけを。

　運動能のう力りよくを完全に奪うばわれた二人を見、呟つぶやく。

「……そこまでして力が欲ほしい？　その力であなたたちが何をしたっていうのよ」

　ティファやトーヤと違い、彼らは望んで力を手にしたはずだ。憧しよう憬けいか優ゆう越えつ感を得たいからか知らないが、力そのものに価か値ちを見いだすのは馬鹿げている。

　今はまだ痛みを感じないかもしれない。だが薬が切れた時──襲ってくる禁きん断だん症しよう状じようと破は壊かいされた肉体が訴うつたえる苦く痛つうは想そう像ぞうを絶ぜつするだろう。

　それが心を伴ともなわない力を持ち、振るった代だい償しようだ。




　　　　＊




　マークが倒たおれたのを最後に、静せい寂じやくが訪おとずれた。

　弾たまを撃うち尽つくしたライフルを捨すて、愛用の銃じゆうを手に注意深くマークの様子を観察する。弾だん丸がんは精せい確かくにマークの胸むねに命中した。即そく死しでもおかしくないし、多少急所を外していたとしても結果はほとんど変わらないはずだ。

「お前の言葉、そっくりそのまま返してやる。今のお前が人間とどう違うってんだよ」

　大の字に天てん井じようを仰あおぎ動かなくなったマークに吐はき捨てる。

　長時間神しん経けいを全解放して動き回ったため、身体に微び妙みような違い和わ感があった。早めの呼こ吸きゆうを数度繰くり返してから、銃を手に立ち尽くすライアを見る。

　どういうつもりだったかは知らないが、初めて持った銃で人を撃ったのだ。間かん接せつ的にとはいえそれで人が死んだのだから、呆ぼう然ぜんとするのも無理はない。何と声をかけたものか。

　と、トーヤの意い識しきがライアに向いたその時、死んだはずのマークの腕うでがすっと動いた。

　上体を少し起こし、手放さなかったリボルバーを持ち上げる。蓄ちく積せきした疲ひ労ろうのせいでトーヤの反はん応のうが僅わずかに遅おくれた。

　ドォンッ！

　弾道を読む間などなく、咄とつ嗟さに身体を横に投げ出す。

「ライアッ！　伏せてろっ！」

　ドォン！　ドォン！

　続く銃じゆう撃げきに必死に反はん応のうし、跳とび退すさる。四発目は空撃ちの音。弾切れに救われ、デスクと柱の間の隙すき間まに逃のがれる。

「……ちっ、大たい概がいすばしっこいなお前はよ。前世はゴキブリか、あぁ？」

　マークはものが詰つまったようなくぐもった声で言い、ゆらり、と立ち上がる。

「おぉ痛いて……死ぬかと思ったじゃねぇかこの野や郎ろう」

　リボルバーに再ふたたび弾を込こめ、ポケットから小さなカプセルを数すう錠じよう取り出して口に含ふくむ。

　がり、とマークがカプセルを嚙かみ潰つぶす音を聞きながら、トーヤは苦痛に顔を歪ゆがめていた。右の上じよう膊はくを押おさえる手の間から血が伝い、シャツに赤い染しみが広がっていく。一発目が躱かわし切れず、腕を掠かすめたのだ。

「う……く……、っ──！」

　身体が受け取った『損そん傷しようの情じよう報ほう』が、トーヤの神経を通して鋭するどく、鮮せん明めいに伝わり、脳のうを直撃した。『傷きず』は激はげしい『痛いたみ』となって脳内を瞬時に駆かけ巡めぐる。軽いショック状じよう態たいに陥おちいり、悲鳴を嚙み潰しながら身をよじる。感覚が鋭いということは、痛みにも敏びん感かんになってしまうのだ。

　超ちよう神経を抑おさえ、数倍に増ぞう幅ふくされた痛みを和やわらげる。撃うたれたのだからその痛みが軽いわけはないが、かなり楽になった。

（なんで……生きてんだよ……!?）

　ライフル弾を止められないことは実じつ証しよう済ずみだ。同じものを着ているなら貫かん通つうしているはずなのに。

　死ぬかと思った？　冗じよう談だんじゃない、ほとんど急所だ、死んでいなければおかしい。

「おら、かかってこいよ！　遊ぼうぜ掃そう除じ屋やぁ！」

　性た質ちの悪い奇き跡せきでも起きて全すべて急所を外したとしても、あれだけ被ひ弾だんして平気な顔で起き上がれるわけがない。

（当てたけど当たってない──弾が貫ぬけてないってことか？）

　アーマーを二重に着ている？　そんなふうには見えないが、それならライフル弾でも防ふせげるかもしれない。ライアに肩かたを撃たれたはずだが、深手ではなかったのだろう。

　腕うでの痛みが邪じや魔まをして、うまく考えがまとまらない。普ふ段だんの倍以上の時間をかけて、次に取るべき手を組み立てた。

　シャツで手のひらを軽く拭ぬぐい、腰こしの後ろからも銃を抜ぬく。

　この銃の弾丸ではアーマーは破やぶれないだろうが、それなら別の場所を狙ねらえば済むことだった。

　ドォン！

　飛び出したと同時にマークの弾丸が顔の横すれすれを貫つらぬいていくが、通り過すぎたものは無む視しして両手の銃を向ける。

「くたばりやがれっ！」

　タタタッ！　ドン！　ドン！　タタタッ！　ドン！

　左右の銃がマシンガンのように連続して火を噴ふく。性せい能のう限げん界かいぎりぎりの速度で引き金トリガーを引かれ、過か負ふ荷かで銃身が悲鳴をあげる。

　次弾を放とうとするマークの腕に弾丸が命中、体たい勢せいを崩くずしたところにさらに銃じゆう火かが殺さつ到とうする。腕、肘ひじ、肩、脛すね、膝ひざ、アーマーに守られていない部分に精せい確かくに次々と銃じゆう弾だんが撃ち込まれていく。

　反動リコイルが腕の傷に響ひびき鋭い痛みが走るが、構かまわず引き金トリガーを引き続ける。

「ぐっ、このっ……！」

　今飲んだのは麻ま薬やくかそれに準じゆんずる鎮ちん痛つう剤ざいの類たぐいだろう。激はげしい銃撃に晒さらされても、苦く痛つうの色はなかった。

　タタタッ！

　先に全弾を撃うち尽くした右の銃に続いて、左の銃も最後の三発を一気に吐はき出す。

　マークは小さく呻うめき踏ふみ止とどまろうとするが、無数の銃弾を受けた足では立っていられるはずもなく、その場に崩くずれ落ちた。

「……今のご気分は？　自じ称しよう超ちよう越えつ者しやさんよ」

　スライドの下がった銃を下ろして言うトーヤに、辛かろうじて動く首を動かしてにやりと笑う。

「へへ……」

「その身体からだでまだ戦やる気か？」

　小さく身体を震ふるわせながら手足を動かそうとするマークに、うんざりと呟つぶやく。痛みが無いから自分の身体がどうなっているのか自覚がないのかもしれない。

　ズキズキと疼うずく腕に手をやる。シャツが包帯代わりになって出血はだいぶ収おさまったようだが、思ったより深手だ。

「……気分か？　いいぜ、とてもな」

　凄せい絶ぜつな笑えみを深めると、血ち塗まみれの腕を動かして床ゆかに手をつき、ゆっくりと身を起こし始める。

「なっ……!?」

「いいねェその顔。どうなってるんだ、なんで動けるんだこいつ、ってとこか？」

　身体中に開いた穴からぼたぼたと鮮せん血けつが流れ落ちる。

　痛みを感じるとか感じないとかいう次元の話ではなく、筋きん肉にくも骨ほねも完全に破は壊かいされているはずなのだ。動くどころか、あれだけ銃弾を受ければ放ほうっておいても確かく実じつに失血死する。

「見てな」

　無む惨ざんな傷口を晒し、おかしな方向に折れ曲がっている左腕を挙あげて見せる。

　驚きよう愕がくするトーヤの目の前で、弾だん痕こんがみるみる収しゆう縮しゆくしていった。完全に塞ふさがった皮ひ膚ふの下で何かがぼこぼこと蠢うごめき、左腕が元の形けい状じように戻もどっていく。

「ほれ、この通りモノホンの俺の腕だ」

　機き能のうを取り戻していることを証しよう明めいするように、握にぎったり開いたりしてみせる。右腕と両足にも同じことが起きていて、元通りになった順に軽く動かしながらゆっくり立ち上がる。

（蘇そ生せいした!?　噓うそだろ!?）

　あれだけの損そん傷しようから回かい復ふくするなど。破壊の形けい跡せきは衣服の破れと血痕としてしっかり残っている。幻まぼろしでも冗じよう談だんでもない。

「……ま、そういうわけなんでね。手品じゃねェから、種明かしはナシだ」

「くっ……！」

　抑おさえていた神しん経けいを再ふたたび解かい放ほうしてマークの銃じゆう撃げきを躱かわし、物もの陰かげに隠かくれる。

（冗談じゃねーぞ、どうなってんだあいつの身体は!?）

　まさか本当に超越者だとでもいうのか？

　両手の銃から弾倉マガジンを落とし、一丁を脇わきに挟はさんで愛銃に弾倉マガジンを挿さし込む。

「不死身なんだよ、俺は。それに、壊こわれるたびにもっと強くなる……ＩＳＯＮならお馴な染じみだろ？　超回復ってやつ」

　もう一丁にも同じようにして弾たまを補ほ充じゆうし、薬室チエンバーに初弾を装そう塡てんする。

（不死身？　ふざけろよ……けどあの回復力は普ふ通つうじゃない）

　生物である以上死なないなどということはあり得ないが、生半可な攻こう撃げきでは通じないというのは確たしかなようだった。

「さぁ、お前の勝ちがなくなったところで、どうだ？　狩かられる側になってみるってのは。いい経けい験けんになるぜ？」

　無む防ぼう備びに両りよう腕うでを広げてトーヤが隠れたほうに歩み寄よってくる。

（ちっ、いちいち非ひ常じよう識しきな……）

　再さい生せいといっても限げん度どがあるはずだ。すぐに思いついたのは、元に戻る間もないほどの速度と火力で徹てつ底てい的に破壊する、という方法だったが、手持ちの武ぶ器きでは心もとない。バズーカかチェーンガンが欲ほしいところだった。

　黙だまっていると、マークは立ち止まって鼻を鳴らした。

「返事がねーなぁ。まあいいや、もう一匹ぴきの小ネズミはどこに行ったかなっと」

　マークの言葉にライアが息を飲むのが聞こえた。

「寝ね言ごと言うんじゃねーよ。オレらは追う側だ」

　タタタッ！

　飛び出しざま、神速の精せい密みつ射しや撃げきがマークの額ひたいと喉のどを射い抜ぬく。一いつ瞬しゆん息を詰つまらせ仰のけ反るが、

「……残念、こいつもとっくに経けい験けん済ずみだ」

　獰どう猛もうに笑いながら口から溢あふれ出た血を拭ぬぐう。

「ならとっておきをくれてやる」

　愛銃を収めると同時に脇から大型の拳けん銃じゆうを抜ぬく。

　ドン！

　大口径の弾丸がマークの胸むねに突つき刺ささった。

　ドン！　ドン！　ドン！

　防ぼう弾だん車をも容易たやすく貫かん通つうする徹Ａ甲Ｐ弾が容よう赦しやなくマークの身体を貫つらぬいていく。元々『破壊』のための弾で、人体に使うような代しろ物ものではないのだ。

「が、ぅぐっ、がっ……！」

　たて続けに身体を貫く衝しよう撃げきに徐じよ々じよに後こう退たいしていくマーク。

　ドン！　ドン！　ドンッ！

　最後の一発が眉み間けんを貫き、マークの身体は壁かべに叩たたきつけられた。細かな肉にく片へんの混まじった鮮血が飛び散り、ずるずると壁伝いに崩くずれ落ちていく背せ中なかが無ぶ骨こつな壁面に赤い帯を描えがく。

　変わり果て、誰だれが見ても死体にしか見えない姿すがたになったマークを前に、トーヤは油ゆ断だんなく弾倉マガジンを交こう換かんした。心しん臓ぞうを完かん膚ぷなきまで破壊され、脳のうを吹ふき飛ばされ──これで蘇生したら人の規き格かくから完全に外れていることになる。

　ずる……ず……

　背中で壁を擦こする音が止まる。はっきりと意思をもって足を突っ張ぱったのだ。

「へ……へ、へ……ひひ……」

　マークの喉──先に銃弾を受けた傷きずは既すでに完治していた──から、奇き怪かいな声が漏もれる。

「本物の化け物かよ……」

　脳が欠けつ損そんしているせいか意味のある言語こそ発してはいないが、ゾンビのようにゆらゆらと左右に大きく揺ゆれながら歩を進め始める。

　まだ生きている──いや、そもそもこいつにとって『生きている』とはどういう状じよう態たいのことをいうのだ？　どうなったら『死んだ』といえるのだ？

　ぎしぎしとマークの肉体が軋きしみ、白目をむいていた眼がん球きゆうが徐々に焦しよう点てんを合わせていく。

「い……ひひ、ひ……へへ……そ、れで、撃ち止め、かァ？」

　キィィィィィ……

「……なんつーか……てめーを見てるとますます人間でいる自信が湧わいてくるぜ。ああはなるまいって心底思うよ」

　さすがに徹Ａ甲Ｐ弾一弾倉マガジンぶんのダメージから瞬時に回かい復ふくというわけにはいかないが、徐々に言葉が鮮せん明めいになっているところを見ると、やはり元に戻もどりつつあるようだ。

「どうし、たァ？　もう、撃たねぇのか？」

　頭を軽く振ふり、リボルバーの照しよう準じゆんをトーヤの胸に合わせる。

「ああ、やめとく。オレはな」

　いくら撃っても一時しのぎにしかならないと踏ふみ、潔いさぎよく銃をホルスターに収おさめた。

　血塗れの顔でにたりと笑うマークをよそに、窓の外を見やる。

「なあ……」

　眼鏡めがねをくいと持ち上げ、片かた目めを細めて不ふ敵てきに笑う。

「バラバラにされても元通りになるか、試ためしてみるか？」

　キィィィィィィィィ──！

　無数の弾だん痕こんが穿うがたれた窓まど越ごしに、鼓こ膜まくを強きよう烈れつに刺し激げきするエンジン音が響ひびく。

　甲かん高だかい咆ほう哮こうを伴ともない、窓の外に降こう下かしてきたのは一機のＶＴＯＬ。どこから持ち出してきたのか知らないが、操そう縦じゆう席にはミュウが搭とう乗じようしている。

　ミュウと目が合った。トーヤに銃を向けるマークの姿を見、ミュウは反はん射しや的にトリガーボタンに指をかける。

「ミュウ、撃てっ！」

　エンジンの音にかき消され、トーヤの声はミュウには届とどかなかった。だがミュウはトーヤの唇くちびるを読み、即そく座ざに行動に移うつった。

　バリバリバリバリバリバリバリバリバリバリ！

　トーヤが一跳とびでマークから距きよ離りを取ると同時に、機き関かん砲ほうが火を噴いた。

　一続きの雷らい鳴めい──窓が枠わくごと粉ふん砕さいされ、外がい壁へきが抉えぐれ飛ぶ。無数のガラス片を撒まき散らし、デスクを易やす々やすと突き破やぶり薙なぎ倒たおす。

　そして──破は壊かいの限かぎりを尽つくす金きん属ぞくの暴ぼう雨うがマークを飲み込こんだ。

　巨大な機銃弾が不死身の男の身体からだを貫つらぬき、引き裂さく。弾丸の纏まとう衝撃波が血ち煙けむりを舞まい上げ、腹はらが抉れ頭が吹き飛び、四し肢しが千切れ飛ぶ。

　轟ごう音おんが鳴り響く中トーヤは踵きびすを返し、ライアのところに向かう。

　ライアは携けい行こう火器の銃声とは比くらべ物にならない騒そう音おんに耳を塞ふさいでいる。声をかけようとした途と端たん、ライアは手に提さげていた拳銃を持ち上げた。よく相手を確かく認にんもせず、ほとんど反射的に。

「おわっ!?」

　ドンッ！

　咄とつ嗟さに手首を摑つかみ銃じゆう弾だんを逸そらす。

「あ……」

「あ、じゃねーよ危あぶねーな！　殺す気か！」

　機関砲の掃そう射しやが収まり、静かになったフロアにトーヤの怒ど声せいが響く。

「……ご、めん……」

「まあ初めてにしちゃいい腕うでだ。けど撃うつんならまず目ぇしっかり開けろ」

　強こわ張ばったライアの手をそっと剝はがして拳けん銃じゆうを取り上げる。

「……これで片かた付づいたろ」

　ライアを引き起こし、振り返って言う。

　様々なものの残ざん骸がいや粉ふん塵じんで、マークがどうなったのかは確認できない。

　ライアの被かぶっていたコートを取ると、ライアがぼそぼそと呟つぶやく。

「あ、腕……腕、撃たれたのか？」

「ん？」

　右腕を見下ろす。袖そでから腕を伝い、指先から血の滴しずくが落ちている。

「ああ……掠かすっただけだよ」

　目の前でぷらぷらと動かして見せ、その手で操そう縦じゆう席から顔を覗のぞかせるミュウに手を振った。

「なんだ、意外だな。お前がオレの心配するなん──」

　コートに袖を通す手を止め、再ふたたびライアにそれを被せて強ごう引いんに頭を下げさせる。

「わっ……!?」

　トーヤがその上に覆おおい被さった直後、

　ガガガガガガガガ！

　窓の外、ミュウのＶＴＯＬとは別の方向から銃弾が降ふり注いだ。

　高速で撃ち込まれた銃弾はまだ無事な窓をことごとく叩たたき割わり、窓際ぎわに滞たい空くうするＶＴＯＬの翼つばさにも着弾する。

　ミュウは素す早ばやく操縦桿かんを操あやつり、機体を傾かたむけて被ひ弾だんを最さい小しよう限げんに抑おさえる。同時に回頭し、攻こう撃げきしてきたものの姿すがたを確かく認にんした。

　屋内の二人も背せ中なかに降り積もったガラスを落としながら起き上がる。

　陽光を背に黒いシルエットとして浮うかぶのは、回転銃身の機銃と数種類のミサイルを備そなえた暗緑色の戦せん闘とうヘリだった。逆ぎやつ光こうに目を細めたトーヤとライアには見えなかったが、動体視し力りよくに優すぐれたミュウの目はそのヘリの操縦者を見た。

（『大たい佐さ』だ……！）

　生身同士で対たい峙じした時は恐きよう怖ふで身体が動かなかったが、今は平気だった。それに、今この瞬しゆん間かん、彼を倒たおせるのは自分だけだと思った。

　既すでにＶＴＯＬを射しや界かいに収おさめているヘリは、今まさにミサイルを撃とうとしているところだった。ＶＴＯＬの操縦席でロックオンされたことを伝える警けい報ほうが鳴る。

「おい、この位置はちょっとヤバいんじゃねーか……!?」

　ライアをコートでくるみ小こ脇わきに抱かかえると、床ゆかにぶちまけられたガラスを踏ふみ割りながら窓まどの横を走る。ライアが何かもごもご言っているようだが、彼の希望を聞いている時間はなかった。

　早くここから出ないと──一か八か、ライアを抱えて飛び降おりるしかない。

　ヘリからミサイルが射出された。加速しながら一直線に飛来するミサイル。直ちよく撃げきする寸すん前ぜん、ミュウは回頭しながら機体を急きゆう上じよう昇しようさせる。

　これを躱かわしたらどうなるか──急に直撃コースを逸れたＶＴＯＬを追い切れなかったミサイルは、どこに行くのか──

「トーヤっ……！」

　回かい避ひ行動を取ってからそのことに気付き、悲鳴じみた声を発する。

　ミサイルが飛び込んでくると同時に、トーヤは窓から身を乗り出していた。三階──普ふ段だんならこれぐらいの高さからでも平気で飛び降りるが、そこにライア一人分の重りが加わって自分の身体からだが耐たえられるだろうか──

　地上を見下ろして躊躇ためらうトーヤの前に、何をしても沈しずみそうにない最高の助け舟が現あらわれた。地上からこちらを見上げているティファと目が合ったのだ。

（やっぱりお前はサイコーの相あい棒ぼうだよ……！）

　今回ばかりは彼女が幸運の女め神がみに見えた。

「身体丸めて顎あご引いてろ！」

　コートの中から『ふぉっ!?』という妙みような声が漏もれたが、それは聞こえなかったことにしてライアの身体を──窓の外に放ほうり投げた。

「────────!?」

　突とつ然ぜんの浮ふ遊ゆう感で何をされたのかわかったらしく、悲鳴を上げるライア。一いつ緒しよにトーヤも半はん壊かいした窓枠わくを蹴けった。

　ゴォッ────！

　トーヤらのいたフロアに飛び込んだミサイルが着弾し、トーヤの直上を爆ばく風ふうが吹ふき過すぎる。

　宙ちゆうに放り出されたライアとトーヤに合わせ、ティファも猛もう然ぜんとダッシュする。ライアの落下地点に到とう達たつすると愛用の棍こんを投げ捨てて両手を掲かかげ、落ちてきたライアをぼすん！　と抱だき止めた。

　ずざっ！

　同時にトーヤも地上に降り立ち、地面でごろんと一回転する。お世せ辞じにも華か麗れいとは言えないが、とりあえず無む傷きずだ。
















　キィィィィィ！

　甲かん高だかい音にコートに包まれたままのライアを除のぞく二人が頭上を振ふり仰あおぐ。

　ミュウの駆かるＶＴＯＬは急上昇から水平に飛行し、ヘリからの機き銃じゆうを躱す。超ちよう低空での戦闘、空対空ではニアミスといえるほどの近きん距きよ離りで機体を繊せん細さいに操あやつる。

　水平移い動どうと旋せん回かいを合わせて空中でドリフトのように機体を滑すべらせ、ヘリの攻撃可か能のう範はん囲いから逃のがれると同時にこちらの火器の射線を取った。

　ヘリの脇わき腹ばらに機首を向ける──今乗っているＶＴＯＬは無む論ろんのこと、相手の機体のことも熟じゆく知ちしている。どの部分を破は壊かいすれば確かく実じつに撃げき墜ついできるか、本能でわかっていた。

　機き関かん砲ほうを小こ刻きざみに連射する。ヘリの脇腹に弾だん痕こんが横に並ならび、ローターの根元に着弾する。テイルローターの回転が目に見えて落ち、完全に制せい御ぎよを失った機体はバランスを崩くずして回転しながら地面に落下していく。

　横倒しになったヘリからブレードが折れ飛び、エンジンから黒こく煙えんが上がり始める。

「おー……すげえ眺ながめだな」

　煙けむりを吹くヘリを見ながら、のろのろと身を起こす。

　さすがに疲つかれた──振り返って頭上を見ると、さっきまでいたフロアも激はげしく燃もえているようだった。あれなら──さすがに生きてはいないだろう。

「もー！　無む茶ちやしないでよ！　あたしがいたからよかったようなものの！」

　ティファがライアを抱き抱えたままずんずん歩み寄よってきて文もん句くを言う。

「いたからやったんだ。お前なら受け止めてくれると思って」

「そーいう信しん頼らいは嬉うれしくない」

「知ってる。でもおかげで二人とも助かったぜ」

　ティファの腕うでの中で呆ぼう然ぜんとしているライアを見る。

「……おい、うらやましいことしてんじゃねーか」

　ティファに『お姫ひめさまだっこ』されている少年にからかうように言うと、ライアは慌あわててティファを突つき放しやっと自分の足で地面に立った。

　ライアを包むコートを剝はがし、空いた手で彼の頭を抱え込みティファに背せ中なかを向けて半笑いで耳打ちする。

「馬ば鹿かだなお前、ああいう時はどさくさに紛まぎれて抱きつくとか触さわりまくるとかするんだよ。こんなチャンスそうそうあるもんじゃねーのに」

「ばっ、バカ！　そんな場合じゃないだろ！」

「そんな場合なんだよ。こういうことは後で言ってもしょうがないだろ」

「うらやましい？」

　後ろで聞き耳を立てていたティファが口を挟はさむ。

「そう……うらやましかったんだ？」

「いや、オレはただこの少年に適てき切せつな指し導どうをだな」

　振り返って言うトーヤだったが、ティファは聞く耳持たずにっこりと微ほほ笑えむ。

「ごめんね、気がつかなくて。言ってくれればいつでも抱き締しめてあげるよ」

　不気味なほど甘あまったるい声に、思わず背せ筋すじに寒気が走った。

「な、何を言ってんだお前……」

「ただ、あたしも恥はずかしさのあまりうっかりフぜルんパりワよーくでやっちゃうと思うけど、それは愛あい嬌きようってことで」

　恐おそろしいことを言うティファに後ずさるトーヤ。それを追い詰つめるように笑え顔がおで両手を広げ、

「あたしとトーヤの仲だもん、遠えん慮りよしなくていーわよ……ああっ！」

　明らかにトーンの違ちがう声を上げ、いきなり飛びついてトーヤの腕を取る。

「トーヤ、怪け我がしてるじゃない！」

「あぁ……別に大したことない」

「駄だ目めよちゃんと手当てしなきゃ！」

　ものすごい剣けん幕まくで言い、トーヤを引っ張ぱっていく。

「痛いてててっ！　引っ張るなっ！」

「ほらやっぱり痛いんじゃない！　意地張らないでさっさと来るっ！」

　ティファには放す気がなさそうなので、おとなしく従したがう。ライアもなんとなくその後について歩いた。

　少し離はなれたところに着陸したＶＴＯＬから、ミュウもひょっこり顔を出す。

　三人にぱたぱた手を振って操そう縦じゆう席から飛び降おりたミュウは、もういつもの顔に戻もどっていた。

「手当てはともかくとして、とりあえず……」

「とりあえず、何？」

「全員揃そろったし、こんなところはとっととおさらばして外しやばに帰るとしようぜ」

『賛さん成せい』

　ティファにも合流したミュウにも異い論ろんはなかった。だがライアだけは三人から距きよ離りを置き、無む表ひよう情じようのまま小さく口を動かした。

「……おれに帰る場所なんてあるのかよ」

　そんな暗い呟つぶやきを聞いたのはトーヤだけだったが、トーヤは少し振ふり返っただけで何も言わなかった。
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　四人が基き地ちを脱だつ出しゆつしてからしばらくして──

　撃げき墜ついされたヘリのドアが開き、一人の人ひと影かげが這はい出してくる。

　あの戦闘機の操縦士パイロツトは、燃ねん料りようタンクを避さけ神かみ技わざのような精せい確かくさで飛行能のう力りよくと攻こう撃げき能力だけを奪うばった。ローターの根元から上がった炎ほのおはもうほとんど消え、煙だけがぶすぶすと吐はき出されている。

　燃料漏もれもなさそうだったが、安心はできない。いつ爆ばく発はつしてもおかしくないのだから。

　もう一人の操縦士は、墜落した時に機体のフレームが腹はらに刺ささって死んでいた。運び出す余よ力りよくもなく、大量の血の跡あとを残しながら機外に転げ出る。

「ぐっ…………！」

　血に染そまった脇わき腹ばらを強打し、呻うめく。

　装そう甲こうを突つき破やぶって飛び込こんできた機銃弾を食くらったのだ。出血は止まりそうにない。傷きずは内ない臓ぞうまで達している。ＳＥＯＮはあらゆる面で常じよう人じんを凌りよう駕がしているが、こうなると高い生命力が仇あだになる。死ににくいということは、苦く痛つうが長引くということでもあるからだ。

　人の気配がまったくなくなっていた。全ぜん滅めつ──たった二人のＩＳＯＮと、ＩＳＯＮですらない女に、ＳＥＯＮは敗北したのだ。

（こんな……こんな力の差が、あっていいはずがない……）

「……まあ、所しよ詮せん猿さる真ま似ねに過すぎなかったってことですかねぇ？」

　そんなことを言いながら、足音が近付いてくる。

「毎度、大たい佐さどの」

「ああ、君か……フォレ、スト君……」

　返り血か何かだろうか──彼の身体からだには血の跡が乾かわいてこびりついている。

「君は……無事のようだな」

「おかげさまで。感かん謝しやしてますよ、あんたにも、この間ま抜ぬけな計画にも」

「何、だと……？」

　立ち上がりかけた大佐の手を摑つかみ、逆ぎやくに曲げる。

「ぐぁっ……!?」

　指と手首が折れ、腕うでの筋が悲鳴を上げた。激げき痛つうに耐たえかねて膝ひざを折る大佐を地面に捻ねじ伏ふせる。

「礼と言っちゃなんだが、あまり苦しまないように楽に殺してやるよ」

「な、何……」

「わかるだろ？　『終わり』なんだよもう。ＳＥＯＮは結局失敗作揃ぞろいだったわけだが……そんなのでもぞろぞろいると鬱うつ陶とうしいし、ぞっとしないもんなぁ？　それに──」

　肩かたにかけていたショットガンを大佐の顎あごに突きつける。

「ＩＳＯＮみたいなものを増ふやされたら困こまる。迷めい惑わくなんだわ」

「よ、よせ……！」

「バイバイ、大佐どの。お別れです」

　片かた眉まゆを上げ、軽く引き金トリガーを引いた。
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　安置室に通され対面した両親の死に顔は、驚おどろくほど綺き麗れいだった。

（……………………）

　二人の寝ね顔がおなどここ何年か見ることもなかったが、その顔は穏おだやかで──眠ねむっているだけのようで──耳元で呼よべば目を覚ましそうな気がしてくる。

「父さん…………母さん…………」

　自分の声が小さく響ひびく。

　父親の骸むくろにかけられたシーツをめくり、血の気のない手にそっと触ふれてみる。

（……冷たい、な……）

　触れた手はすっかり周りと同じ温度になっていた。温かい自分の手。冷たい父親の手。

　この手は自分を殴なぐることは一度もなかったし、最近では触さわられたことさえない。避さけられていたわけじゃない──避けていたのは自分のほうだ。過か保ほ護ごが煩わずらわしかった？　そうだ。べたべたする必要なんてないと思っていた？　そうだ。

　いるのが当たり前だったから。ここまで育ててくれたことにもちろん感謝はしていたけれど、その気持ちを示しめすことはいつでもできるから。できると思っていたから。

　撃うたれて死ぬなんて、考えもしなかった。まるで現げん実じつ味みがなかった。

（痛いたかったんだろうな）

　不思議と涙なみだは出なかった。

　両親を失ったことの何がどう悲しいのか、自分はこれからどうなって、どうすればいいのだろうとか──そういう一いつ切さいのことが、今はどうでもよく感じていた。

　もう無くして困こまるものは全すべて無くしたから、どうなったって構かまわなかった。することはいろいろあるんだろうけれど──これから事じ情じよう聴ちよう取しゆとか、葬そう式しきとか？　──まあなるようになる。どうにもならなくたって、別にその先に重大で深しん刻こくな何かが待っているわけでもないし。

　振ふり返った先には、自分を案内してきたおっさん──多分警けい察さつ──がいる。両親の遺い体たいを前にして泣きもしない子こ供どもに心配そうな視し線せんを注いでいたが、

「……一人にしてくれたりしない？」

「それは駄だ目めだ。……一人になりたいのかな」

「心配しなくても、自や棄けになって自殺したりとかしないから」

「そういうことを言ってるんじゃ……」

　別に困らせる気はなかった。彼の存そん在ざいは気にせず、部屋の隅すみにベタ座ずわりする。

「……ねえ」

　今度は何だ、と言うようにこちらを見る。

「タバコとか持ってる？」

「未成年だろう。それにここは禁きん煙えんだ」

　もっともだ。言ってみただけで、吸すったこともない。臭においもあまり好きじゃない。

　壁かべに二度こんこんと頭をぶつけ、立ち上がる。

「……もういいよ」

　二人の遺体をどうするかは、後で誰だれかに聞いて考えよう。

　我われながらしっかりした足取りで、両親の眠る部屋を出ていった。




　安置室から出てきたライアは、これといった感情も見せず気の抜ぬけた顔をしていた。

　盗ぬすみ聞きをしていたわけではないが、泣きもしていないらしい。それはそれで問題だ。

　目が合っても声はかけづらい。ティファが隣となりで脇わき腹ばらを小こ突づいてくる。

（オレにどうしろってんだよ）

　同じように小突き返す。

　幸いなことに、沈ちん黙もくを破やぶるきっかけはライアが作ってくれた。何かを探さがすように視線を泳がせている。部屋の外で待っていたのはトーヤとティファだけで、ミュウの姿すがたがないことに気付いたらしい。

「……ああ、ミュウか？　あいつちょっとわけありでな……こういうとこであんまり顔見られるとマズいんだ」

　ライアに遅おくれて出てきた男をちらりと見る。

　ここは科か捜そう研けん、警察の施し設せつである。ミュウは以前ある事情でシージャックとテロまがいの器物損そん壊かいをやらかしているので、警察に顔を覚えられるのは避けたいのだ。

「オレらはまだ用事あるし……あいつは外にいるから、車で待ってな。どっか行きたいとこがあるなら彼女に言えばいい」

　無言でトーヤを見上げるライア。

「返事」

　小さく頷うなずき、二人の横をすり抜けていく。

「大だい丈じよう夫ぶ、じゃないよね、あの子……」

「ああ……ライア！」

　小さい背せ中なかを呼び止め、数歩前に出る。

「……お前の両親……助けられなくて悪かったな」

　半分だけ振り返り、両手を脱だつ力りよくしたまま横目で見、

「いいよ……あんたらは元々何の関係もなかったんだから」

　返ってきたのは思いの外ほか理り性せい的な言葉。頭の良い少年のようだった。だがこんな時に感情を抑おさえつけることを覚えたら、ますます傷きずを広げることにならないだろうか。

「父さんと母さんが死んだのはさ……おれがいたからだろ」

　トーヤの表情が凍こおりついた。

「ちょっ……ちょっと待てよ、おいっ！」

　腕うでの傷に負ふ担たんをかけないよう肩かたにかけていたコートがばさりと落ちる。

「何を言ってるんだ、お前っ！」

　遠ざかっていくライアの背に追いつき、襟えり首くびを摑つかみ上げた。

「トーヤっ!?」

「おれがいたから？　自分の責せき任にんだとでも思ってんのか!?　お前は何も知らずに生きてただけで、誰にも、自分自身にも責せめられる謂いわれはねーだろうがっ！　二度とそんなイジけたこと口にするんじゃねぇっ！」

「トーヤっ！　ちょっと、やめなさいったらっ！」

「自分がいなきゃこんなことにならなかった、か？　病気ＨＤＤに罹かかった時に死んでりゃよかったか？　ふざけんな！　確たしかにその通りかも知れねーがな！　そういう後こう悔かいはお前が生きるために一いつ生しよう懸けん命めいになった奴やつに対する侮ぶ辱じよくだ！」

　ティファに羽は交がい締じめにされ、やっとライアから手を離はなす。

　解かい放ほうされたライアはトーヤを睨にらみ上げ、早足で去っていく。

「オレらはもう無関係じゃねーんだよ！　だから勝手にどっかいなくなったりするんじゃねーぞ！　いいなっ！」
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　待っている間に爪つめを磨みがいたり、なんとなく枝えだ毛げがないか探したりしていたが、あまり暇ひま潰つぶしにならず、また退たい屈くつになってきた。こんな時に限かぎって眠ねむくもならない。

（あーあ……どれぐらいで戻もどるか聞いとけばよかった）

　ちょっとした変へん装そうのつもりでかけていた薄うすいブルーのサングラスの端はしに汚よごれを見つけ、絹きぬのハンカチで丁てい寧ねいに拭ふく。これで十秒は時間が潰れた。

　次はどうしよう、銃じゆうの手入れでもしようか──小さくコンパクトな銃を取り出し、どこにともなく構かまえてみる。

　手入れの仕方はトーヤに教えてもらい、一人でもできるようになった。腕は全然上達しないが。才さい能のうがないのだろうか。

（やめよう……こんなとこですることじゃないし）

　と思い直して元のようにしまい、すっかり味のなくなったガムを包みに出す。

　こん、こん。

　ガムのかすをくず入れに入れようとした時、助手席側のウィンドーが叩たたかれる。ライアだった。一人のようだ。

　ロックを開けると、無言で助手席に乗り込こんでくる。

「あの……二人は？」

「……まだ用事があるって」

「そう」

　こちらを見もせず答える。くず入れを閉とじ、またぽすんと運転席に収おさまる。

　会話がなかった。重苦しい沈ちん黙もくが車内に訪おとずれる。

　遺い品ひんだろう、ライアはミュウも見覚えのある手帳を黙だまってめくっていた。

「…………馬ば鹿かみたい。ムキになっちゃってさ」

　突とつ然ぜん手を止め、ライアが口を開いた。

「？　誰が？」

　返答はない。手帳から写真の束を出すと、一枚まい一枚ゆっくりと目を通していく。

「……畜ちく生しよう……っ」

　震ふるえる声で呟つぶやく。写真の上に水すい滴てきが落ちていた。

「……わたしには家族とかっていなかったんだけど」

　黙って眺ながめているのも気まずく、ミュウが喋しやべり出す。

「同じくらい大事な人、わたしもなくしてるんだ……だから、ちょっとはその気持ちわかるかなって……」

　顔を上げたライアの表ひよう情じようが、『だから何だよ』と語っていた。

（あーバカバカ！　こんな時に何話してるのよ……）

　再ふたたび重い沈黙。

　彼はただぼんやりと座すわっている。何も話さず、これといった希望も言わない。あれがしたいとかこうしてほしいとか、言ってくれたほうがこっちは気が楽だ。

　やっぱり拒きよ絶ぜつされているんだろうか──

（だったらどうしてここに戻ってきたんだろ……）

　それも今さら聞きにくい。

　どっちでもいいから早く戻ってきてほしかった。

「……ね、ただ待ってるのって退屈じゃない？」

「別に」

　取りつくしま無し。

　何も言わないというのは、つまりそっとしておいてほしいということだろう。

　嘆たん息そくし、所しよ在ざい無なく指を複ふく雑ざつに組み替かえていると、頭の横に何か硬かたいものがこつん、と押おし当てられた。

「トーヤ？」

　彼が戻ってきたのだと思い、外を見る──

「よう」

「!?────」

「元気かい、お嬢じようさん？」

　死んだ──この手で殺したはずの男が、以前と変わらぬ不ふ敵てきな笑えみを浮うかべそこに立っていた。

　あり得ないものを見て絶ぜつ句くするミュウの額ひたいに、マークは巨きよ大だいなリボルバーの銃口をぴたりと向けている。

「そっちの小こ僧ぞうも。昨日は世話になったなァ？」

　フレンドリーに声をかけられて睨にらむライアも、驚おどろきを隠かくせない。彼だってばらばらになったのを目の前で見ているはずなのだ。

「あ……あな、た……」

「そう驚くな、っつっても無理だよなぁ。あぁ、幻まぼろしとか幽ゆう霊れいじゃねぇぜ？　ほれ、足もこの通り」

　片かた足あしをドアの端はしにかけて見せる。

「アンタもなかなか思い切りよく……ぐっちゃぐちゃに殺バラしてくれたよな。おかげで元に戻もどるのにちょっと時間がかかっちまったぜ」

　どうして生きているんだ──元に戻った？　何を言っているんだこの男は？

「……ここで撃うつ気？　ここは警けい察さつよ」

　混こん乱らんと恐きよう怖ふに小さく震えながら、やっとそれだけ反はん抗こうする。

　だがマークはさして気にする様子もなく、

「それがどうかしたか？　なんならサツも皆みな殺ごろしにしてご覧らんにいれようか？」

　こいつは本当にやりかねない──それができる力があるし、躊ちゆう躇ちよもない。既すでに彼にとって警察は大した障しよう害がいにならないのだろう。

　かちり、と撃げき鉄てつを起こす。

「ほぉ、気の強い女は結けつ構こう好みだが……」

　引き金トリガーに力が込められていく。

　微び動どうだにしない銃じゆう口こうの先──吸すい込まれそうな真っ暗な空くう洞どうから、目が逸そらせなかった。何かしなければと思うのに、身体からだが動かなかった。

「怯おびえた顔もなかなか可か愛わいいじゃねぇか」

（トーヤ…………！）

「バーン」
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「あのさ、もしかしてトーヤ、今怒おこってる？」

「いや、そんなことはねーと思う……そう見えるか？」

「なんかピリピリしてる。ライアくんのこともだし……聴ちよう取しゆのときもずっといらいらしてたでしょ？　あれは印象悪かったと思うわよ。まだ緊きん張ちようが抜ぬけない？」

　自覚はなかったが、ティファにそう見えたのならそうなのかもしれない。ライアの言葉がずっと頭に引っかかっているのだ。

　隣となりを歩くティファは頭に人差し指を当てて少し考えるような仕草をし、

「……トーヤがライアくんに言ったこと、まんま先生の受け売りでしょ。やっぱり、似にてたから放っとけなかった？」

「そんなんじゃねーよ。考え過すぎだ」

「そうかなー」

　意味深な顔をするティファの頰ほおをぎゅっと摘つまみ、引っ張ぱる。

「いひゃっ!?」

　面めん食くらい、トーヤの手を振ふり解ほどく。

「なんで怒るのよ！」

「怒ってない。歳とし相そう応おうに見えるよう協力してやったんだ」

「そーですかっ！　お気き遣づかいどーも！」

　口を尖とがらせ、早足でずんずんミュウの待つ車に歩いていく。

「あれ……ミュウ!?」

　後ろのドアを開けようとして車内を覗のぞいたティファは、様子がおかしいことに気付いた。

「どした？」

「トーヤ！　ミュウが！」

　ティファの真しん剣けんな顔に足を速め、ミュウの指定席である運転席を開ける。

　ドアを開けた途と端たん座ざ席せきから転げ出てきたミュウを抱だき止める。ミュウは両手両足をロープで縛しばられ、ビニールテープで口を塞ふさがれていた。

「んーん……！」

「どうしたんだ!?　何があった！」

　ライアの姿すがたもない──口を塞ぐテープを剝はがしてやり、聞く。

「遅おそいよ、二人ともっ……！　あいつが……あいつが来て……っ！」

「あいつ？」

　手足のロープを切ると、トーヤにしがみついてくる。

「基き地ちにいた、ＩＳＯＮの……死んだはずなのにっ……」

「マーク……か？　生きてやがったのか!?」

　トーヤの胸むねの中でぼろぼろ涙なみだをこぼしながら、頷うなずく。見たところミュウに外がい傷しようはなかったが、ひどく怯えていた。

「ライア君……連れていかれちゃった……わたし何もできなかった……」

　無理もない。奴やつはＩＳＯＮだ、生身の彼女にどうこうできる相手ではない。

「それで……ライアはどこに」

「……あいつは同じ場所で待ってるって……手入れが入る前に来ないとライア君殺すって……」

「あの野や郎ろうっ……！」

　怒いかりも露あらわに吐はき捨すてる。

「……ミュウ、立てるか」

（確かく認にんして完全に殺しておくべきだった……！）

　ミュウをそっと引き起こしながら、二人の前では口に出しにくいことを思う。

「行こう、トーヤ！」

「当たり前だ、オレらをご指名なんだからな……」

　底冷えのするような声で静かに頷く。

「あいつは最初からわたし達みんなを殺す気よ……」

「そうだろうな……ライアがまだ生きてるって保ほ証しようもない」

「それでも行かなきゃ……助けられるとしたら、あたし達だけなんだから」

　ティファの口調には迷まよいがない。

「それに、あの馬ば鹿かガキには教えてやらなきゃならないことが山ほどあるしな」

　まだトーヤのコートの袖そでを摑つかんだままのミュウをやんわりと押し退のける。

「いいさ。震ふるえるほど恐こわかったんだろ……強要はしねーよ」

　ぽんぽんとミュウの頭に手を置き、運転席に乗ろうとすると、ミュウはそれを引き止めて首を横に振った。

「ううん……わたしも行く。ほら、大だい丈じよう夫ぶだから」

　代わりに素す早ばやく運転席に滑すべり込む。

「早く乗ってベルトする！　急ぐんでしょっ！」

　逆ぎやくに急せかされた二人がドアを閉しめる間も惜おしんで、急発進する。

　タイヤ痕こんがくっきり残るほどの勢いきおいで車道に飛び出した車はそのまま一気に加速し始める。

　後部座席のトーヤとティファはシートに押し付けられ、今度は大きく左右に振られた。僅わずかな隙すき間まを縫ぬって、時に対向車線にまで飛び出して他の車を追い越こし始めたのだ。

　車通りが少なくなると、ミュウはますます勢いに乗って飛ばす。これは本当に彼女の能のう力りよくによるものだけなのだろうか──同乗している者にとっては技ぎ能のうが伴ともなっている分余よ計けいに性た質ちの悪いスピード狂きようにしか思えないのだが。

　いよいよスピードに乗ってきたかと思うと、ミュウは急ブレーキをかけて小さな公園の前に停車した。

「お、おい？　なんで停とまるんだよ」

「ごめん、ちょっと待ってて。すぐ戻るから」

　何やら焦あせった様子でベルトを外すと、ドアを開ける。

「は？　どこ行く気だよ」

「この遅おくれは取り戻すからっ！」

　切せつ羽ぱ詰つまった声で言うと早足で去ってしまう。

「なんなんだ……痛いてっ！」

　怪け訝げんな顔をするトーヤの耳をティファが摘つまんで引き寄よせる。

「なんだよっ！」

「……もー、鈍にぶいわね！　ミュウ、ライアくんさらわれてからずっと縛しばられたままだったでしょ……！　そしたら困こまること、あるじゃない！」

　少し考えて、ミュウの足が向かう方向を見る。

「…………ああ」

　そういうことか。納なつ得とくする。

　少し小走りになりながら、ミュウは公園内の公こう衆しゆうトイレに駆かけ込こんでいった。

「じろじろ見ないっ！」
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　目め隠かくしが取り払はらわれると、そこは薄うす暗ぐらい倉庫のような場所だった。

「さて……これから手て錠じようを外すが、妙みような動きをして俺おれの手を煩わずらわすんじゃねぇぞ」

　後ろからの声に振ふり向こうとして、頭に押し付けられた硬かたい感かん触しよくに阻そ止しされる。声を聞くまでもなく、あの男だということはわかった。名前は──聞いたような気がするが、忘わすれていた。蘇そ生せいする力があるらしいというのはもう知っているが、あれで生きていたというのは未いまだに信じられない。

「聞き分けの悪いガキみたいな真ま似ねはしないこった。いいな？」

　答えずにいると、後ろから溜ため息いきが聞こえた。

「……どいつもこいつも、人の質しつ問もんに返事をするってことを知らねぇんだな」

　かちり、と手錠が外される。

　自由になった手を動かさないまま、周囲を見回す──広い部屋のようだが、太い金きん属ぞくの筒つつがずらりと並ならべられていて、狭せま苦くるしく感じる。

「なかなか壮そう観かんだろ？　これだけありゃでかい町一つ滅ほろぼしてもお釣つりがくるぜ」

　筒──ミサイルの弾だん頭とうを見て腕うで組ぐみし、こちらを見下ろしてくる。

「核かく爆ばく弾だん……？」

「惜しいが違ちがうね。答えはコイツだ」

　こん、と何か丸いものを軽くこちらに蹴けり出す。それはころころと転がってきて、ライアの足に当たって止まった。

　慌あわてて足を引き、見る。人差し指と親指で輪を作ったぐらいの大きさの、ガラスの玉だ。

「おっと、気をつけな。割わるんじゃねぇぞ」

　ひょいと気軽にそれを拾い上げ、

「神しん経けいガスさ。これ一個こで三百……いや、四百だったかな？　とにかく、子こ供ども一人死ぬには充じゆう分ぶんな量だな。これが割れると高速で気化して空気中に拡かく散さんし、少しでも吸すうと神経を侵おかされて全身に激げき痛つうが走る……情じよう報ほう伝達が阻そ害がいされて、筋きん肉にくの硬こう直ちよく、呼こ吸きゆう困こん難なん……専せん門もん家かじゃねぇからどんな症しよう状じようが出るかなんて詳くわしくは知らねぇが、まあいろいろだ。直ちよく接せつ吸わなくても、ガスに触ふれれば結果は同じ。肌はだが焼け爛ただれ、皮ひ膚ふから浸しん透とうしてくる」

　死のガスが詰まったガラス玉を手の中で玩もてあそぶ。

「そんなわけで、扱あつかいには慎しん重ちようを要する、と」

　ひょい、と肩かたを竦すくめ、テスターのような箱状のものにガラス玉を入れた。

　ライアに背せを見せて座すわり込み、銃じゆうを脇わきに置く。箱の蓋ふたを閉じ、工具で四よ隅すみのねじをとめ始めた。

　動かないと思っているのか、隙すきだらけに見えた。こっそり近づいて、銃を奪うばえれば──

（無理だ……そんなことができるわけない）

　あいつは化け物だ。隙を見て銃を奪うこと自体まず不ふ可か能のうだし、撃うっても死なないだろう。

　抵てい抗こうする術すべがないことを悟さとり、唇くちびるを嚙かみしめているうちに、男の作業が終わった。

「いい子だ、ちゃんとおとなしくしてたな」

　時計を見、箱を持ってこつこつとライアに歩み寄ってくる。

「いいか、こいつは時じ限げん式で玉が破は裂れつするようになってる。それから、こっちのランプが点ついたら振しん動どう感知器が作動してるってことだからな。まさかとは思うが、ヘタに解バ体ラそうなんて考えるなよ。少しでも動かしたら、ボン、だ。あっという間にガスが拡ひろがって、お前は死ぬ。わかるな」

　簡かん単たんにガス爆弾の説明をすると、出口に歩いていく。

「……せよ」

「ん？　なんか言ったか？」

「そんなまどろっこしいことせずに、さっさと殺せばいいだろ」

　どうせ殺すなら、じわじわ苦しめるような真ま似ねするな。

「わからんかなァ……お前は大事な餌えさだから生かしてるんだぜ」

　餌。餌は誘おびき寄せるもの。誰だれを？　決まってる……

「……あいつらがおれを助けになんて来るわけないだろ」

「そうか？　掃そう除じ屋やってのは薄はく情じようなもんだなぁ……」

「殺されるってわかってて来るかよ」

「なるほど、一理ある。けどそう悲観したもんじゃないぜ？　足あ搔がけ。最後まで生きろ。希望を捨すてずに。なーんてな」

　演えん劇げきじみた動きで両手を広げる。言葉とは裏うら腹はらに、空々しい、無意味で残ざん酷こくな響ひびきにしか聞こえなかった。

　両面テープで厚あつい気き密みつドアにガス爆弾を貼はり付けると、

「ま、お前がいつ死ぬかなんて俺おれには関係ねェし、好きにしな」

　最後に本音を言い、出ていった。

　ガコ……ン

　ドアが閉しまり、鍵かぎがかけられる。同時に振動感知器のスイッチが入った。

　──これでもし万が一誰かが助けに来ても、ドアを開けた瞬しゆん間かんに起爆する。

（どのみち助からないってことだろ……だったら殺して行けよっ……！）

　絶ぜつ望ぼう的な面おも持もちで、ライアはドアの前に座り込んだ。
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　入り口のゲートは、昨日トーヤらが脱だつ出しゆつした時と何一つ変わっていなかった。無む防ぼう備びに開放されたままで、見み張はりの一人もおらず静まり返っている。

「静か過すぎるな……」

　同じ場所に来い、という指定があった時点で想そう像ぞうはしていたが──誰もいない。まったく生者の気配がしないのだ。あるのは濃のう密みつな死の香かおり──意い識しきしなくても嗅きゆう覚かくに引っ掛かかってくる血と硝しよう煙えんの臭においだけ。

　トーヤに続いて降おりてきたティファも、表ひよう情じようを険けわしくしている。トーヤほどではないにしても、彼女も常じよう人じんよりかなり優すぐれた感覚を持っている。トーヤと同じものをなんとなくだが感じているようだ。

「ミュウ」

　最後に降りてきたミュウに振ふり返る。

「お前はここにいろ」

「そんな……！　わたしだって戦える──」

「はっきり言わなきゃわからねーか？」

　ぐっと言葉に詰つまるミュウ。言われるまでもなく自覚していることだから、反はん論ろんのしようがない。

「……今回ばかりはあたしもトーヤに賛さん成せいよ」

　ティファも真しん剣けんな眼まな差ざしでトーヤに追つい従じゆうする。

　俯うつむくミュウを残し、歩き出すと、ミュウは子犬のように二人の後ろをついてきた。

「わからねーのか？　相手は普ふ通つうじゃ──」

「そんなことわかってる。ちょっとやそっとじゃ死なないってことは、直接殺したわたしが一番実感してるわ」

「だったら……！」

「だからわたしがいるんじゃない。ここはどこ？　必要なら何でも持ち出すわよ、戦車でも戦せん闘とう機きでも選び放題だもの」

「一いつ緒しよにいたら危き険けんなんだよ！」

「じゃあ安全なところってどこ？　今、別行動取るほうが危険だと思うわ。二人のそばが一番安全だし安心できる」

　右手で左ひだり腕うでを抱だき寄よせながら言う。

「……自分の身の安全を最さい優ゆう先せんで考えろよ」

「危あぶないと思ったら迷まよわず逃にげてよ」

　二人の言葉を同行の許きよ可かと受け取り、少し考えてからうっすらと微ほほ笑えむ。

「……うん、それは得意分野だから」

　頷うなずき、端たん整せいな顔を引き締しめる。

　乾かん燥そうした風が吹ふき抜ぬける中、しばらく三人の足音だけが続く。そこに行けば会えるとわかっていた。そこで待っていれば必ず来るとわかっていた。互たがいに引かれ合ったように、三人と一人は対たい峙じした。

　格かく納のう庫こらしい巨きよ大だいな倉庫の、広い出入り口の前にぽつんと停とめられたビーグルに腰こし掛け、マークは火の点ついた葉は巻まきを持った手をひらひら振って三人に合図する。

「よう。お三方共お揃そろいで。死体置き場へようこそ」

　ボンネットで葉巻を揉もみ消し、地面に投げ捨すてる。ビーグルの傍そばには食べ終えたレーションのかすが散らばっていた。

「……誰もいねーのはてめーの仕し業わざか」

「ああ。一人残らず始末しといた」

　大量虐ぎやく殺さつを平然と告白する。非ひ難なんする気にはなれなかったが、ティファは拳こぶしを小こ刻きざみに震ふるわせていた。

「ライアくんはどこ!?」

「そう焦あせるなよ。仲良くお話ししようぜ」

「ふざけないで！」

「おお恐こわい。心配すんな、生きてるぜ。神にでも誓ちかおうか？　自殺まではさすがに責せき任にん持てねェがな」

　信用できる要よう素そは何一つない。

　拳を固めて前に出ようとするティファを制せいし、銃じゆうを抜いてぴたりと向ける。

「……どこにいる？」

「化学兵器の保ほ管かん庫こに閉とじ込こめてある」

　意外とあっさり答え、手に持っていたリモコンを見せながらボタンを押おす。

「何をしやがった!?」

「こいつが制せい限げん時間さ。あと五分で保管庫が神しん経けいガスで満たされる仕掛けになってる」

「てめえっ！」

　タタタッ！

　トーヤの銃が火を噴ふく。同時にマークも地を蹴けり、ビーグルの屋根に登る。防ぼう弾だんガラスに弾だん丸がんが弾はじけた。

「保管庫ってのはどこにあるっ！」

「そこまではサービスしてやらねぇ。自分で探さがしな」

　タタタッ！

　笑いながら言い、トーヤの銃じゆう撃げきを躱かわしながらビーグルの陰かげに隠かくれる。

　仕掛けが止められないようリモコンを叩たたき壊こわし、リボルバーを抜こうとして──

　ドンッ！　ドンッ！

「ぐっ──」

　背せ中なかから胸むねまで達する灼しやく熱ねつ感。

　トーヤの放った徹Ａ甲Ｐ弾が、防弾のビーグルを貫かん通つうしマークの背中を貫つらぬいた。

　一時大量の鮮せん血けつが溢あふれ出すが、すぐに傷きず口ぐちの周囲がぎしぎしと収しゆう縮しゆくし出血が止まる。

「っつ……痛いてェじゃねぇかこの野や郎ろう」

　獰どう猛もうな笑えみを浮うかべ、取り落としたリボルバーを拾い上げる。

「ティファ、ミュウ！　お前らはライアを探せ！」

「トーヤっ!?」

「ごちゃごちゃ言わずにさっさと行け！　時間がねーんだっ！　こいつは──オレが殺やる！」

　稀まれに見る強い恫どう喝かつに、二人は──というよりミュウは肩かたをびくっと震わせる。

「……うん、わかった」

　瞬まばたき二回分ほどの短い沈ちん黙もくを置いて、ティファは素す直なおにその場を離はなれていく。こちらを振ふり返りもしないトーヤの背中に、ミュウも今はこの場にいるべきじゃないと思いティファの後を追った。

「……大した自信だな。俺おれを殺す算さん段だんでもついたか？」

「試ためしてみるさ。人殺す方法なんていくらでもあるしな」

「ほぉ？　そりゃ面おも白しろい冗じよう談だんだ！」

　ビーグルから巨大な機関銃を引っ張ぱり出す。

「──バーベキューは好きか？」

　タンッ　ドンッ！

　マークの指が引き金トリガーにかかるより早く徹Ａ甲Ｐ弾が機関銃の機関部を射い抜ぬき、もう一発は先の徹Ａ甲Ｐ弾でビーグルから漏もれ出したガソリンに着火する。

　機関銃の暴ぼう発はつから顔を庇かばい仰のけ反るマークの足元で炎ほのおが地面を舐なめ、ガソリンタンクに引火──爆ばく発はつした。

「うぉっと！」

　至し近きん距きよ離りからの爆発から飛び退のいて逃のがれ、転がりながらトーヤにリボルバーを向ける。その間にもトーヤの銃弾は精せい確かくにマークの身体からだを捉とらえていたが、最も早はや普ふ通つうの弾丸では大した痛いた手でにもならないらしかった。

「いい腕うでしてんじゃねぇか」

　防弾ベストに食い込んだ弾だん痕こんを見下ろしながらにやりと笑う。トーヤに銃口を定めていたが、マークは撃うたない。トーヤの視し線せんが既すでに銃口と引き金トリガーに集中していることに気づいたからだ。躱されるとわかっている無む駄だ弾だまを撃つ気はないようだ。

「……おお、そうそう。ゲームには賭かけるモンが要いるよなぁ」

　燃もえるビーグルを横目に、ポケットから小さなディスクを取り出す。

「これ、何だと思う？」

「……病院で盗ぬすまれた診カ療ル録テか」

「ご名答。コピーガードが施ほどこしてあるから、これは一つしかない。コイツを賭けようぜ」

　ことん、と小さなコンテナの上に置く。

「お前らはこいつを取り返したいだろ？　お前が勝ったら──つまりこの俺を殺せたら、くれてやるよ。俺が勝ったら……そうだな、こいつのデータからＩＳＯＮを探し出して、一人ずつブッ殺して回るか。これから忙いそがしくなるな」

「ふざけやがって……ンなことして何の意味がある」

「意味か？　いちいちそんなモン求めんなよ面めん倒どうな奴やつだな……簡かん単たんだよ、超越者ＩＳＯＮは少ないほうがいいだろ。だからお前らをこうして呼よび出したんじゃねェか」

　ミュウの言葉は正しかった。とすると、ライアももう生きてはいないかもしれない。それに、罠わなだとしたら二人の身も危き険けんだ。

「……ちょっとした提てい案あんなんだが……お前の力、ただ失うってのも惜おしいんだよな。どうだ、俺と組まねぇか？」

「くたばれ」

　鼻で笑って一言で却きやつ下かする。

「交こう渉しよう決けつ裂れつか。やれやれ……」

　ドンッ！　ドンッ！　ドンッ！

　マークが銃を引き肩を竦すくめた瞬しゆん間かん、徹Ａ甲Ｐ弾だんを撃ち込んだ。

「……そうだな、やっぱこのほうがわかりやすくていい」
















　胸むねに開いた穴あなに触ふれ、トーヤを睨にらむ。

「こんなもんじゃ死なねぇぜ。これならまだあっちの女のほうが厄やつ介かいだろうな」

『壊こわすこと』に長たけているティファならば、或あるいはマークが再さい生せいする間もなくバラバラにすることも可か能のうだろうが──

「駄目なんだよ、ティファあいつは……」

　眼鏡めがねの位置を直し、呟つぶやく。

「てめーの言う通りさ。多分、いや、間ま違ちがいなくオレより強い。けどな……あいつはどんな救い難がたい悪あく党とうでもどっかで遠えん慮りよしちまう。人を殺すの向いてないんだよ」

　自分にしかわからない程てい度どの笑えみを浮うかべる。

「オレはそのへん結けつ構こう躊ちゆう躇ちよないほうなんでね。あいつらを行かせたのは──そのほうが心置きなく戦やれるからさ」

　本音とも軽口ともつかない口調で言い放ち、引き金トリガーに力を込める。

　心置きなく、というのは、味方を巻まき込まなくて済すむという意味ではない。戦い──殺すことに集中している姿すがたを、見せたくないのだ。そのことだけを考えていると、自分でも恐おそろしくなるほど意い識しきが冴さえて、いかにして生き、敵てきを殲せん滅めつするかだけのために身体が動いてしまう──その瞬間の自分はきっと、誰だれの目から見ても非ひ人間的なものに映うつるだろうから。
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「ティファ！　ちょっとティファったらっ！」

「何っ!?　手短にねっ！」

　ティファの足についていけるわけもなく、早くも遅おくれ始めたミュウは前を走るティファに叫さけぶ。

「ホントに良かったの!?　トーヤ一人に任まかせてっ！」

「何今さらっ！　大だい丈じよう夫ぶよ！」

「ティファはあいつの恐こわさ知らないでしょ！　いくら撃っても死なないの、トーヤじゃ無理だよ！」

　走る速度を落としてミュウが追いついてくるのを待ってから、少しの沈ちん黙もくの後ぽつりと言う。

「……無理かどうかは問題じゃないの」

「えっ？」

「掃除人スイーパーはね、最初から相手を殺すつもりで戦ったりしないの、普ふ通つうはね」

　それが本当に掃除人スイーパーの普通スタンダードの感覚かは、正直自信がない。単にティファがそれを理想としているだけかもしれないが、一いつ般ぱん的にはそうあるべきと言われている。被ひ疑ぎ者しやは可か能のうな限かぎり生かして捕つかまえる、というのは掃除人スイーパーにも当然求められる基き本ほん理念なのだ。

「……トーヤ、本気だったでしょ」

「それは……わかるけど」

「どんな手しゆ段だんを使ってでもあいつを斃たおすってことよ。そのつもりで戦うっていう決心。そうでないと勝てないって判はん断だんしたから、でしょ？」

「うん」

「でもトーヤは……あたし達にはそういう自分を見られたくないと思うんだ。だから……今のトーヤと一いつ緒しよにいちゃ駄だ目めなの。どんなに力があってもね。それに──」

　それは、あたしにはできないことだから──

「……それに？」

「とにかく！　今あたし達がやるべきことは！　トーヤが勝つって信じること、ライアくんを救出することっ！　ＯＫ!?」

「う、うん……わかった」

　勢いきおいに押されるように頷うなずくミュウに頷き返し、ティファは再ふたたび全力疾しつ走そうを開始した。
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　男が去ってからしばらく何の変化もなかったガス爆ばく弾だんだったが、ランプが点てん滅めつしたかと思うと突とつ然ぜん秒読みを始めた。

　残り五分から始まった計時は、既すでに一分が経けい過かしている。自分の命の残り時間はあと四分足らずというわけだ。

　この密みつ室しつから出られる力もなく、爆弾を解かい体たいできるような技ぎ能のうもない。絶ぜつ体たい絶命という言葉がぴったりだった。焦あせるところなのだろうが、ここまで隙すきのない死だとそんな気力さえ湧わいてこなかった。

（はぁ……）

　閉とじ込められた直後は、出入り口からできる限かぎり距きよ離りを取っていたが、意味がないと思い結局同じ場所に戻もどってきた。

　両親は撃うち殺され、自分はガス室で中毒死か──

（最低、だな……）

　痛いたかったり苦しかったりするんだろう。それはなんとなく嫌いやだった。そうでない死に方ってないものだろうか？

　この場でできる自殺といってもあまり数が思いつかないが、舌したを嚙かむというのはどうだろう。駄目だ、食事中に舌を嚙んだことはあるが、あれは痛い。それに、舌を嚙み千切ると喉のどの筋きん肉にくが収しゆう縮しゆくして窒ちつ息そく死しすると聞いた。きっと苦しい。同じ理由で首くび吊つりも却きやつ下かだ。

　切ったりぶつけたりもなしだ。死ぬほどの力で自分を傷きずつけるのは難むずかしいし、それで死にきれなかったら大変だ。

（往おう生じよう際ぎわ……悪いよな）

　ただ決心がつかないだけで、こんなものは『足あ搔がき』ではないと思った。だが、内に巡めぐる思いはどうあれ、ライアはまだ生きていた。それがつまりは『諦あきらめていない』ということなのだとは、彼自身気づいていなかった。

　──ガス発生まで残り、三分。
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「おらどうした！　さっきまでの大口はよォ！」

　マークとの距離を保たもつよう後こう退たいしながら、たて続けに放たれた銃じゆう弾だんを必死に躱かわす。

「偉えらそうにほざいといてゴキブリみてーに逃にげるだけか！」

　給弾の隙を突ついて撃ち返し、同時に距離を取る。着弾の衝しよう撃げきで一いつ瞬しゆん動きが止まるが、それだけ。すぐリボルバーに弾たまを補ほ給きゆうし、さらに撃ってくる。

　弾道分ぶん析せきと反はん応のうを瞬時に行い、紙かみ一ひと重えで躱す。

（速いな、くそっ……）

　逆ぎやくだ、紙一重でしか躱せなくなり始めている。トーヤが遅おそくなっているのではない。マークの目がトーヤの動きに慣なれてきて、射しや撃げきがだんだん精せい確かくになっているのだ。

　もう二十発以上も撃ち込んでいるのに、やはりマークの動きは鈍にぶらない。それどころかますます速くなっている。常じよう識しきの範はん疇ちゆうを超こえた再さい生せい能力と、超ちよう回かい復ふくの働きだ。壊こわれれば壊れるほど、より強く速く再生する。

　徹Ａ甲Ｐ弾に貫つらぬかれた穴あなが蠢うごめき、塞ふさがっていく。普ふ通つうの拳けん銃じゆう弾はもうほとんど通じていない。徹Ａ甲Ｐ弾を受けてさえ、ものの数秒で完全修しゆう復ふくしてしまうのだ。

「てめーが言うなっ！」

　物もの陰かげに隠かくれて言い返しながら弾倉マガジンを交こう換かんする。

　真しん剣けんな話、あの再生能力をなんとかしない限り勝ち目はない。戦いながらずっとその方法を探さぐっているのだが、頭を吹ふき飛ばしても再生した以上、身体からだのどこかに治せない弱点があるという考えは捨すてたほうがよさそうだ。

「ほら、もっと壊せ！　どんどん撃ってこいよ！」

　最も早はや躱すまでもないというように堂々と姿すがたを晒さらし、両手を広げる。

　いくら撃っても立ち上がり前進してくる生物など、普通は考えられないのだ。それがこれほどプレッシャーになるとは思わなかった。

「お言葉には甘あまえてるつもりなんだがな」

　安全ピンを外した手しゆ榴りゆう弾だんをぎゅっと握にぎり締しめ、後ろ向きに放ほうり投げる。

「おっ──」

　ドォォン！

　緩ゆるい放物線を描えがいた手榴弾は、地面に落下する寸すん前ぜんにマークの間近で炸さく裂れつした。大きく横に飛んで爆ばく発はつから逃のがれたマークだったが、爆ばく圧あつに押おされてぐらりとよろめく。

　体たい勢せいを立て直そうとしたマークの目の前に、最初の爆発に紛まぎれて投げつけられた二個こ目めの手榴弾が飛来する。タイミングはばっちりで、どこにも逃げようがない。するとマークは、あろうことかそれを空中で受け止めようと手を伸のばした。キャッチして投げ返すつもりだ。

　タンッ──！

　だが手榴弾がマークの手に収おさまる寸前に、遅おくれて放たれたトーヤの弾丸がそれを撃ち抜ぬいた。

　ぱちっ、と一瞬火花が散り──

　ドォォォンッ！

　今度こそ。至し近きん距きよ離りで爆発を食くらい、マークは紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれた。

　数メートルもまともに吹き飛び、地面に何度も叩たたきつけられる。爆発の余よ韻いんが完全に収まっても、マークの身体は起き上がろうとしない。ぶすぶすと焦こげ臭くさい臭においを発し、痙けい攣れんしている。爆弾をキャッチしようとした左手は肘ひじから先がなくなっていた。

「……立てよ。まだ生きてんだろ」

　不用意に近付かず、やっと聞こえる程てい度どの声で言う。

　まだ心しん臓ぞうの鼓こ動どうを感じる。20ミリでバラバラにされても蘇そ生せいしたのだ、この程度で死ぬとは思えない。

「…………っと……ちょっと意い識しき飛んでたぜ。こいつは不覚」

　顔の半分を炭たん化かさせながら、にやりと口を弧この形にする。

「ちっ、妖よう怪かい人間が……」

「いいねぇ、誉ほめ言葉だ」

　腕うでが片かた方ほう無いせいでバランスが悪そうだったが、ゆっくり身を起こす。焼けて引き攣つれた皮ひ膚ふが乾かわいて落ち、下から新しい皮膚が現あらわれる。破は裂れつした眼がん球きゆうも再さい生せいしトーヤに焦しよう点てんを合わせる。

　チ……チチ……チッ……

　炭すみと化した腕の組そ織しきがぼろぼろ崩くずれ、新しい肉から左腕が再構こう成せいされ始める。

　もう間もなく戦せん闘とう態たい勢せいを取り戻すだろう。巻まき戻もどしのような再生能のう力りよくの発はつ露ろに、トーヤの違い和わ感は徐じよ々じよに大きく、明確な形になっていく。

　チチ……チッ──

（どんな損そん傷しようからも復元する……でも自由自じ在ざいってわけじゃない）

　再生には優ゆう先せん順位のようなものがある。頭や胸むねなどの生命維い持じに重要な部分と、それに近い部位の再生は速い。それはつまるところ、再生は彼自身の意思とは関係ないレベルで行われているということだ。

（そう、自動的にだ……能力というより、体たい質しつに近い）

　再生を待つように、攻こう撃げきを加えずマークの様子を観察し続ける。

　チ……チ……

（この音──）

「どうした？　もう撃うたねェのか？」

「ああ。無む駄だなことはしない主義でね。弾たまだって無タ料ダじゃねーんだ」

　ドン！　ドン！　ドン！　ドン！

　徹Ａ甲Ｐ弾を撃ち込み膝ひざ関節を破は壊かいする。

「……オレは逃げるぜ。追ってきな、ケリをつけてやる」

　地面に倒たおれたマークに告げ、再生が始まる前に踵きびすを返す。

　あれは、マーク自身の能力じゃない──別の力だ。

　拳けん銃じゆうに徹Ａ甲Ｐ弾の弾倉マガジンを叩き込み、走る。トーヤの想そう像ぞうが正しければ、ここはマークを倒せる数少ない場所のはずだった。

「くそっ、時間がねえ……！」

　時計を見て舌した打うちする。タイムリミットまであと僅わずかだ。




「追ってこい、か」

　マークは上体を起こすと、再生した左手でリボルバーに弾を込め、銃じゆう弾だんと炎でぼろぼろになったアーマーを引きむしる。

「いいぜ、俺おれもそろそろケリつけようと思ってたとこだ！」

　アーマーを天高く投げ捨すて、ほとんど原形を取り戻した両足で再び立ち上がった。
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　途と中ちゆうでティファと分かれたミュウは、息を切らしながら辺りをくまなく見回していた。

　昨日から走ってばかりで疲つかれが抜けてないし、ちょっと筋きん肉にく痛つうだったが、ミュウは必死だった。

「はぁ、はぁ、はぁ……なんだって……こんな、広いのよ……」

　迷まようような構こう造ぞうではないが、軽けい車しや輛りようが乗り入れられるようになっているようで通路は広く長い。しかも、マークの仕し業わざだろうがここにも所々に兵士の死体が転がっていたりする。

　ミュウが足を踏ふみ入れたのは兵器貯ちよ蔵ぞう庫こらしく、武ぶ器き庫こだったり弾薬庫だったりと、当たらずとも遠からずの部屋が並ならんでいた。目的地は多分近い、近付いていると思う。

　左右に並ぶ扉とびらと、その横や上にあるプレートの文字に駆かけ足のまま目を通していく。運転技ぎ能のうに付ふ随ずいする優すぐれた動体視し力りよくが、意外なところで役に立っていた。わざわざ止まらなくても一字一句逃のがさず読み取ることができるのだ。

　感知式の照明の数が減へり、奥に進むほどだんだん薄うす暗ぐらくなっていく。普ふ通つうの白色照明ではなく、警けい戒かいを促うながすような赤色灯が目立つ。そして進路の先から、これまでとは異ことなる物ぶつ騒そうな赤い文字──『危険ＤＡＮＧＥＲ』が視界に飛び込んでくる。

（あれだ……！）

　大きな気き密みつドアで、申し訳わけ程てい度どの小こ窓まどがついていた。中を覗のぞくと、ボンベのような金きん属ぞくの筒つつが整然と積まれている。

「ライア君!?　ライア君、いたら返事して！」

　確かく信しんを持って呼よびかける。覗く角度を変えて倉庫内を見回すと、ドアの脇わきの下方に動くものを見つけた。

「ライア君！」

　それはふらりと身を起こすと、気のない顔を小窓の奥おくに覗かせる。

「待ってて！　今開けてあげる！」

（早くしなきゃ……時間がない……！）

「……いいよ、開けなくて。開けたら死ぬよ」

「何言ってるの！　諦あきらめないでっ！　きっと助けるからっ！」

　どん、とドアを叩たたく。

「あと、ドアとかあんまり叩かないほうがいいかも。まあ別にいいけどさ」

　ドア越ごしに、聞こえづらい声でぼそぼそと言う。時間があれば意味を問い詰めたかったが、それよりまずドアを開ける方法を探さがさないと。

　携けい帯たい電話を取り出しティファを呼び出しながら、ドア横の装そう置ちに注目する。

「──ティファ！　うん見つけた！　分かれたとこまで戻もどって、わたしが行ったほうに来て！　一本道だから真まっ直すぐ奥まで！　急いで！」

　一方的にまくし立て、携帯を放ほうり出して装置に触ふれる。

　カードの挿そう入にゆう口ぐちがあった。ドアのロックを解かい除じよするにはアクセスカードが必要らしい。誰だれかが持っているのだろうが──探そうとして、足元に落ちているカードに気付く。見つけたと思い拾い上げ、愕がく然ぜんとする。無む惨ざんに折り曲げられていて使えない。

　あとはパスワードの類たぐいだが──何の手て掛がかりもない。簡かん単たんな電子ロックの解除やハッキングの方法は以前少しだけかじっていたが、こんな複ふく雑ざつなものは無理だ。それ以前に、そんな技能があったとしても今は道具も時間もなかった。

　助けるとは言ったものの、打つ手がない。絶ぜつ望ぼう的な思いがミュウの心をよぎった。




（無理だって言ってるのに……）

　顔に出ない驚おどろきとともに、思う。

　外で必死に何かしようとしているミュウの気配が伝わってくる。

　何をそんなに必死になっているんだろう。昨日初めて会ったばかりなのに、どうしてそんなに真マ剣ジになれるんだよ、おれなんかのために。

（わけ……わかんないよ）

　片かた膝ひざを抱かかえ込こみ、頭こうべを垂たれる。

『オレらはもう無関係じゃねーんだよ！』

　──きっとあいつも来てるんだろう。あの言葉は本当だったのか。殺しても死なない化け物が待ち構かまえていると承しよう知ちの上で、何の関かかわりもない自分を助けに。死ぬかもしれないのに。

（無関係じゃない、か……）

　同じＩＳＯＮ──化け物だから、ってことなんだろう。ライアにはそんな感覚は欠片かけらもないが、ＩＳＯＮだと自覚して生きている奴やつらにしてみれば同類──連帯感みたいなものがあるのかもしれない。あの不死身の男は──あれはまた別か。どっちが例外だろうか。

　どんな理由だろうと、まだ自分を助けようとする者がいたというのは素す直なおに嬉うれしかったし、最期に少しだけ救われた気がした。

　自殺しなくて──そんな度ど胸きようがなくて、よかった。

　時間切れだ──

　時じ限げん装置が終わりの時ゼロを刻きざむ。

　ぼんっ、とささやかな破は裂れつ音がして、ガス爆ばく弾だんのカバーが吹ふき飛ぶ。割われたガラス玉がカバーの破は片へんとともに床ゆかに落ち、飛び散った飛沫しぶきが無色の気体となって拡ひろがっていく。

　ちりっ──と肌はだが粟あわ立だった。喉のどにひりつくような痛いたみが走り、息ができなくなる。

　苦しさに身をよじろうとしたが、身体からだが強こわ張ばって動かない。咳せき込んだ拍ひよう子しに身体が跳はね、床を転げ回る。遅おくれて全身の痛つう点てんという痛点全すべてに針はりを刺さされたような激げき痛つうが襲おそってくる。

「ゴ──ほっ……ぁ……か──」

　目が霞かすみ、耳の中で轟ごう音おんが鳴り響ひびく。筋きん肉にくが自分の意思とは無関係に痙けい攣れんし、陸に上げられた魚のように跳ね、のたうつ。

　身体が焼けるように熱い。実際焼け爛ただれている最中なんだろう。死の息吹いぶきに侵おかされて全身がぼこぼこと沸ふつ騰とうし、溶とけていく──

　自分の姿すがたが見えないのは幸いだった。それは正せい視しに堪たえないものになっているだろうから。

（あぁ……最初だけであんまり痛くないな……良かった……）

　燃もえ上がる身体の中にあって、ライアの心中はやけに落ち着いていた。痛みも灼しやく熱ねつ感もなくなると、あとは意い識しきが途と切ぎれるだけだ。睡すい魔まに身を任まかせるように、静かに死の眠ねむりに落ちていった。




「ミュウ……！」

　全力で引き返してきたティファは、ドアの前でへたり込むミュウの背せ中なかを見つけ叫さけぶ。

「あ……ティファ……」

　ぼーっとした顔で振ふり返るミュウ。

「そこね！　どいて！　今開けるっ！」

「待って、駄だ目めっ……！」

　忘ぼう我が状じよう態たいでふらりと場所を空けようとしたミュウが、拳こぶしを固めるティファの腕うでに飛びついた。

「何してるのよ！　早く開けないと！」

「駄目っ、もう駄目なのっ……」

　小こ窓まどの奥おくの状態を察し、ティファは腕の力を緩ゆるめた。

「間に……合わなかったの……ガスが、出てる……今開けたらわたし達も死んじゃう……開けられないの……」

　ティファにしがみついたまま膝をつくミュウ。

「噓うそ……っ」

「今、できるのは……これだけ……」

　非ひ常じようパネルを操そう作さし、換かん気きと庫内洗せん浄じようを始める。

　もう手遅れだとは──わかっていても。

「そんな…………」

　ドアに両手をつき、爪つめを立てる。ティファの嗚お咽えつだけが静かに響いた。




　　　　＊




　一時戦せん術じゆつ的撤てつ退たいを計ったトーヤが向かったのは、昨日ライアを発見した気き密みつ施し設せつだった。気き圧あつの変化に耳を慣ならしながら、より奥に進んでいく。

　ライアが拘こう禁きんされていた集中治療室ＩＣＵのような部屋が並ならぶ。この基き地ちには大きな医い療りよう機関並なみの設せつ備びが揃そろえられている。あとは医者さえいれば大たい抵ていの手しゆ術じゆつは可か能のうだろうというほどに充じゆう実じつしていた。およそこんな僻へき地ちには必要ないと思われるほどに。

　その全すべてが人を助けるためでなく、ＳＥＯＮなどというものを生み出す研究のためだったというのは──何とも馬ば鹿かげた話だと思う。

　腕時計を見て、舌した打うちする──体内時計で大体わかってはいたが、マークの宣せん告こくした時間がきていた。

（あいつら、うまくライア見つけたかな……）

　マークを倒たおすまで考えないつもりだったが、やはりそのことが頭をよぎってしまう。

　悪い想そう像ぞうを振り払はらい、一番使用頻ひん度どの低そうな部屋に入る。

　診しん療りよう台の向こうにあった、金庫のような小さな低温貯ちよ蔵ぞう庫こを覗のぞく。頑がん丈じようそうな錠じよう前まえが掛かかっていたがそれは銃じゆうで撃うち壊こわし、開ける。

　ＩＳＯＮ・ＳＥＯＮとＨＤＤ、ナノマシンは切っても切れない関係にある。だとするとここにはあれがあるはずだ。

　貯蔵庫に保ほ管かんされているひんやりとしたアンプルに注意深く目を通していく。手に取っては薬品名を確かく認にんし、用のないものは無む造ぞう作さにぽいぽい投げ捨すてる。ぱりん、がちゃん、とアンプルが中身を床ゆかにぶちまける。今投げたのはグラム何万もする薬品だったかもしれないが、知ったことではない。

（来たっ──！）

　気配を感じ横に身を投げ出す。

　ガガガガガガガガガガガガッ！

　部屋のガラスが割われ、一いつ瞬しゆん前までトーヤがいた場所に銃じゆう弾だんが突つき刺ささる。手術器具が吹ふき飛び、高こう価かな機器が火花を散らす。貯蔵庫に飛び込んだ弾丸が中に残ったアンプルを粉ふん砕さいした。

　頭を下げたまま頭上に手を伸のばし、台の上の無む針しん注ちゆう射しや器きを取る。

　無む惨ざんに垂たれ下がったアルミカーテンの間からマークの姿が窺うかがえた。向こうからもトーヤの姿が見えたらしく、外から手しゆ榴りゆう弾だんを投げ込んでくる。

「くそっ！」

　ガガガガッガガガガガッ！

　部屋から飛び出し、そのまま向かい側の部屋に飛び込む。

　バァァン！

　大だい音おん響きようと閃せん光こうが背はい後ごで膨ふくれ上がる。フェイクだ。炸さく薬やくではなかった。

　反対側の部屋にも激はげしい銃じゆう撃げきが襲おそい、一いつ緒しよに白はく煙えんを引いた筒つつも投げ込まれる。トーヤの足元に落ちたそれはしゅうしゅうと煙けむりを発しながら転がっていく。

（くそったれ、マジでゴキブリ扱あつかいかオレは）

　様々な残ざん骸がいが散さん乱らんする部屋からも追い出され、また銃火が襲う。

　ガガガガガガガガッ！

「はァっ！」

　弾たま切ぎれの機関銃を投げ捨て、マークが快かい哉さいを上げる。

　ドン！　ドン！

　弾丸を腹はらと胸むねに受け、マークはぐんと仰のけ反る。徹Ａ甲Ｐ弾ではなく同じ口径で打だ倒とう力の高い強きよう装そう弾である。『壊こわす』ではなく『停とめる』のならこちらのほうが有ゆう効こうだ。

「ケリつけようぜ！　掃そう除じ屋や！」

　リボルバーを抜ぬき、逃にげるトーヤを追う。

　ドン！　ドン！　ドン！

　避よけもせず正面から弾を浴びながら、足を速めていく。

「そっちは行き止まりだぜ！」

　トーヤが曲がった方向を見て、ほくそ笑えむ。

（知ってるさ）

　言われるまでも見るまでもなく、トーヤには音の反はん響きよう具合でわかっていた。

　角を曲がり、袋ふくろ小路の壁かべに向かって走るトーヤに追いすがる。マークが引き金トリガーを引こうとしたその時、トーヤは意外な行動に出た。

　ドン！

　振ふり返りもせず、後ろに目がついているかのような精せい確かくさでマークの足を撃つ。同時に床を蹴けり、さらにマークの横に回り込むように壁を二回蹴り、蹴った勢いきおいを乗せた蹴りを動きを止めたマークの側頭に叩たたき込む。

　がつっ！

　強きよう烈れつな回し蹴りが相手の頭をまともに捉とらえた。だがマークの首は僅わずかに傾かしいだだけで、トーヤの打撃など意に介かいさないようににやりと笑う。

「はっ！　痒かゆいんだよっ！」

　トーヤの蹴り足を摑つかみ、背中から床に叩きつける。

「ヤケもここまでくると笑えるぜ！」

　息を詰つまらせるトーヤの襟えり首くびを捻ひねり上げ、脇わきの診療台がある部屋のガラスに力任まかせに投げつける。

　ガシャァァン！

「っぐ……！」

　トーヤの身体からだはガラスを突き破やぶり、診療台を薙なぎ倒たおす。

　なおも追ってくるマークに銃を向けようとするが、その前に左ひだり腕うでを押おさえつけられてしまう。咄とつ嗟さに右手でも銃を抜くが、そっちも銃身を摑まれた。

「ゲームオーバー、だなァ」

　右手を押さえる手にぎりぎりと力を込こめ、銃口をトーヤの胸むねに落としていく。筋きん力りよくでは勝ち目がなかった。右腕の傷きずがずきりと痛み──

　ドッ──！

　マークの親指が引き金トリガーを引いた。

「ぅ……っ！」

　トーヤの顔が激げき痛つうに歪ゆがむ。

「……？　はぁ、防ぼう弾だんかよ。こういうことされると冷めるよなァ」

　コートの上からだったから助かった。弾は抜けなかったが、それでも痛いたいものは痛い。衝しよう撃げきで銃を手放してしまった。

「まあいいか……ゲームセット後のエクストラゲームといこうか」

　トーヤの左手を床ゆかに打ちつけ、銃を弾はじき飛ばす。

「あの弾はちっと堪こたえるんでね」

　口の端はしを歪め、リボルバーを抜く。天てん井じように向けて五発発はつ砲ぽうした後、トーヤの額ひたいにぴたりと向ける。

「おっと、マトが動くんじゃねぇよ」

　マークの下から抜け出そうとしたトーヤの右腕を摑み床にぐりぐりと擦こすりつける。

「うぁっ……ぐっ……」

「んん？　そういやケガしてたんだっけなぁ？」

　今ので傷口が開いたようだ。だがなんとか悲鳴を上げるのだけは堪こらえた。

　かしゃっ、とリボルバーのシリンダーを出し、軽けい快かいに回転させる。しばらく回転を眺ながめた後、手首のスナップで銃じゆう身しんに戻もどす。

「……さて、何発目に弾が出ると思う？」

　黙だまって痛みを堪えていると、マークの指が傷口をさらに抉えぐる。

「言えよ、何発目だ？」

「……六発目だな。気をつけな。その間にオレは大逆転する手段てを思いつくかもしれないぜ」

「ほぉ？　面おも白しろい答えだ。それじゃあ始めるぜぇ。ひとーつ」

　カキン

　一発目は不発。

「ふたーつ」

　カキン

　二発目も不発。マークのにやけ顔を見み据すえたまま、自由になる左手をコートのポケットに忍しのばせる。

「みーっつ」

　カキン

「おお？　こりゃもしかしたらもしかするかもなぁ？」

（一人で盛もり上あがってろ、バーカ）

　ポケットの中の無む針しん注ちゆう射しや器きに、半はん透とう明めいの薬物の詰つまったアンプルをセットする。

「よーっつ」

　カキン──

　四発目が不発に終わった瞬間、トーヤの腕が抜き撃ちクイツクドロウのように高速で動いた。

　シュッ

　注射器をマークの脇わき腹ばらに当て、引き金トリガーを引く。

「あ？」

　マークが押し当てられた異い物ぶつ感かんに怪け訝げんな顔をする。

　シュッ　シュッ　シュッ

　連続してアンプルの中身を撃うち込み、同時にマークの銃のシリンダーを回転しないよう押さえる。ぐんと身を反らし、マークの腹に靴くつの裏うらを当てた。

「いつまで乗ってんだこの野や郎ろう」

　思い切り蹴り上げる。

　マークの身体がトーヤの頭上を越こえ、倒れた診しん療りよう台の向こうに転がった。

　素す早ばやく身を起こし、弾はじき飛ばされた拳けん銃じゆうに飛びつく。

「悪わる足あ搔がきも度が過すぎるとウゼぇんだよっ！」

「そうだな。これでチェックメイトだ」

　ドン！　ドン！

　同じように起き上がってきたマークに弾丸を撃ち込む。注射を撃ったのとほとんど同じ場所に着弾し、体内で弾頭が潰つぶれて損そん傷しようを広げる。

「……ぐっ……!?」

　その傷きずもすぐ再さい生せいするかと思われた。だが傷口は一向に塞ふさがる様子がない。これまでにない呻うめき声を上げ、マークはぐらりと後ずさった。

「……な……なんだ……？　塞がら、ねぇっ……」

　治る気配のない深い銃じゆう創そうを押さえ、顔を歪ませる。

「な、にを……しやがった……!?」

　拳銃を収おさめ、放ほうり出した注射器を拾い上げる。ほとんど空になったアンプルを外し、

「……今てめーに撃ち込んだのは、こいつさ」

　貼はられたラベルを見せる。

「『ナノマシナーゼ』──ナノマシン分ぶん解かい酵こう素そだよ」

　ナノマシンに関する知ち識しきは、トーヤもいくらか持っている。自分達の命を救った技ぎ術じゆつのことだから、少し勉強したのだ。

　機き能のうは名の通りで、ナノマシンが持つ特有の結合を切せつ断だんし分解する酵素である。ＨＤＤ対たい策さくに使用されたナノマシンの消化剤ざいとしても使われたが、当時のものには少し欠けつ陥かんがあった。

　人間の平熱近く──35度Ｃから38度Ｃで最も活かつ性せい化するが、39度Ｃを超こえると急きゆう激げきに機能が低下──つまり不活性化してしまう。その活性条じよう件けんが欠陥だったのだ。確たしかに正せい常じような人体内でならば、ナノマシンを速すみやかに分解していただろう。だが、ＨＤＤ患かん者じやでありナノマシンによる組そ織しきの修しゆう復ふくと強化（後者は後になって判はん明めいしたことではあるが）が行われている最中だった人間は、明らかに正常な状じよう態たいではなかった。体内で起こっていた急激な変化によって、かなり体温が高くなっていたのだ。

　トーヤの場合、最高時には41℃を超えたらしい。死ぬ寸すん前ぜんである。無む論ろん憶おぼえてはいないが。

　体内環かん境きようがそんな状態ではナノマシナーゼがうまく働くわけもない──そしてナノマシンの消化が遅おくれる。ＩＳＯＮが生まれる一いち因いんとなったわけだ。

　余よ談だんだが、今では改良が加えられ、43度Ｃ近くまでは活性が維い持じできるようになっているらしい。

「こいつは基き本ほん的に人体には無害なもんだ……けど、てめーにとっては激げき烈れつに堪こたえる猛もう毒どくだよな？」

「て、め、え……」

　息を荒あらげながら、片かた手てを持ち上げる。

　カキン

　リボルバーが五回目の空撃ちの音を奏かなでる。トーヤにはわかっていた。六発目まで弾たまは出ない、と。

「超ちよう越えつ者しやなもんかよ……てめーの存そん在ざい自体、偶ぐう然ぜんが重なった代しろ物ものだろうが。てめーをＩＳＯＮにしたナノマシンがずっと体内に残ってるなんてよ」

　初期型──トーヤらの治ち療りように使われたナノマシンは、肉体の修復・強化だけではなく、自己消化しにくいという特性（プログラムミスだが）を持っていた。ナノマシナーゼで分解されない限かぎり、かなりの率りつで体内に残ざん留りゆうし続けるのだ。

　消化剤の不足と不活性が重なり、マークの体内には当時のナノマシンが残ったままとなった。そして、宿主が受けた損傷を現げん在ざいに至いたっても治し続けている──それがマークの再生能のう力りよくのカラクリというわけだ。

　しかしそれだけで撃たれた傷まで即そく座ざに修復というわけにはいかないだろう。これは推すい察さつだが、今はＳＥＯＮ計画で使われていたナノマシンや活性剤なども併へい用ようしている。

　日を追うごとに──そして傷を負う度たびに、マークの肉体とナノマシンは癒ゆ着ちやくの度を深めていった。共存共栄だ。

「いくら壊こわれても元通りね……確かに一見そう見えるけど、人間の身体からだってのはそんな単たん純じゆんなもんじゃない。傷を治すには相そう応おうの時間がかかるんだよ」

　めきり、とマークの身体が軋きしむ音が聞こえる。がくりと膝ひざをつき、ごぼごぼと血と体たい液えき混まじりの胃い液えきを吐はき出す。

「ほら……な。調子に乗りすぎなんだよ。壊れたら壊れただけ強くなる？　そうやって強引に身体を修な復おし続けた結果が──これだ。ナノマシンでやっと身体を繫つなぎ止めているだけのツギハギで……肉体なかみは既すでにスカスカ」

　そろそろ全身にナノマシナーゼが回りきった頃ころだろう。万ばん能のうだと思っていた命いのち綱づなを食い解ほどかされ、マークの身体はぼこぼこと蠢うごめき歪ゆがんでいく。

「うぐ……うぐぐ、ぐ……ぅ……！」

　冷めた目でマークを睨にらみ、眼鏡めがねをくいと持ち上げる。

「ナノマシン無しじゃ、もう肉体を維持することもできない……それが今のお前だ。余よ分ぶんなものがなくなったって意味じゃ真実の姿すがただが……その様子じゃ、お前の『本当』ってのはとっくに壊れちまってたみたいだな」

「うるぜぇっ！　俺おれは、不死、身だァ、っ！」

　崩くずれかけた肉体を震わせる。

「不死身だと……？　そんなもんが、本気であると思ってたのか？」

　コートの上から、右みぎ腕うでの傷を押さえる。血が流れる痛いたみ──生きている、そして死ぬ証あかしだ。

「うがぁぁぁあぁぁああっ！」

　血混じりの絶ぜつ叫きようを上げ、銃じゆうを持ち上げる。

　ドォン！

　リボルバーが吐き出した最後の弾だん丸がんを、トーヤは動かず見送った。まるで照しよう準じゆんが合っていなかったため、動くまでもなかった。

「ぁぎっ……あ、あ……!?」

　強きよう烈れつな反動で、マークの腕はおかしな方向に曲がっていた。銃を持っていられず、ごとんと落とす。

「馬ば鹿か野や郎ろうが……」

　マークは肉体の結合が切れ、人の形を辛かろうじて保たもったまま体液の詰つまった肉にく塊かいと化している。あとはほんの少しきっかけを与あたえるだけで自じ壊かいするだろう。

　医い療りよう具ぐの載ったトレイからメスを一本取り、投げつける。

　すとっ、と軽い音を立ててマークの首くび筋すじに突つき立つ。

「くふっ……」

　突き立ったメスの周囲が膨ふくれ上がり──破は裂れつして鮮せん血けつを撒まき散ちらした。

「……………………」

　血の泡あわを吐き、ひゅう……と裂さけた喉のどを鳴らして──

　ぼこっ、ぼこっ、と全身の皮ひ膚ふが盛もり上あがり、裂けて体液を噴ふき出だす。湿しめった音を立てて倒たおれ、何か言おうとしたのか──数度ぱくぱくと口を動かしたのを最後に動かなくなった。

「……自分が人間じゃないと思ったら、終わりなんだよ」

　人間だったものがぐずぐずと溶とけていく。想そう像ぞう以上にナノマシンが深く浸しん透とうしていたらしく、細さい胞ぼう崩ほう壊かいを起こしていた。死なない身体になった時点で、彼はもう人間でもＩＳＯＮでもなくなってしまったのかもしれない。

　大量の血と、その他のものが混じった物体を見下ろし、顔をしかめる。身体に染しみ付きそうなほどの強きよう烈れつな血けつ臭しゆう──いや、死臭がたち込こめていた。

　今度こそ、本当に死が訪おとずれたのだ。文字通り身を裂かれるような痛みを味わって──それでも最さい期ごまで己を超越者だと思い続けたのだろうか。それとも──

「……どっちでもいいか」

　若じやつ干かん疲つかれた声で呟つぶやく。

「『半ゾ死ン人ビ』と『不死鳥フエニツクス』じゃ、勝負は見えてたな」

　コートの胸むねにめり込み潰つぶれた弾だん丸がんを取り出すと、『死ねない者』のなれの果ての中に放ほうり込んだ。




　　　　＊




　ザ────────

　雨。

　激はげしく打ちつけてくる雨が、一度は消えた感覚を浮うき上がらせていく。

「…………────」

　一定の勢いきおいで降ふり注ぐ水は、火ほ照てった身体からだには心地ここち良かった。芯しんから沸わいてくる炎ほのおが鎮しずまっていくのを感じ──

（……………………）

　そっと瞼まぶたを動かしてみる。

　溶とけて焼け付いていると思っていた瞼は思いの外ほか楽に動き、外界と視し覚かくを繫げた。

　全身を濡ぬらす冷水は目にも例外なく入り込み、肉体の反はん射しや行動として瞬まばたきを繰くり返す。

（……あれ……生きて、るのかな……）

　死んだ実感が無い、なら生きている、という逆ぎやく説せつ的な発想だった。だがどうして生きているのかまでは考えが及ばない。意味もわからずそういう結果だけが与あたえられたにも拘かかわらず、ライアには不思議と疑ぎ問もんが湧わいてこなかった。

　手始めに一番動かしやすい指から動かしてみた。動いている感かん触しよくはあった。次に手首、肘ひじ、肩かた、と動かす。鉛なまりのようだったが、この重さは魂たましいがまだ身体という器うつわにちゃんと収おさまっている証しよう拠こだろう。やっと目の前に現あらわれた手は、親指の付け根に小さい頃ころカッターナイフで切った傷きず跡あとが残っている。確たしかに自分のものだ。焼け爛ただれても溶けてもいない、綺き麗れいな（自分で言うのもなんだが）手のまま。

（……のど……渇かわいたな……）

　炎えん天てん下かでハードな運動をした直後のような倦けん怠たい感と、強きよう烈れつな渇き。顔から口に伝い落ちてくる水で口内を潤うるおし、喉のどを湿らせる。

　消毒の臭においのする不ま味ずい水だったが、渇きには勝てない。上を向いて直ちよく接せつ口に流し込もうとしたが、徐じよ々じよに雨の勢いは衰おとろえ、止やんでしまう。意地の悪い雨だ。

　真まっ暗な天てん井じようから、雨の名残なごりがぽたぽたと落ちる。天井──そう、天井だった。そこでやっと、閉とじ込められていたことを思い出す。屋内なのだ、雨が降るわけがない。

（スプリンクラーかよ……最悪）

　消火用水を飲んでしまったわけだ。そう思うと気持ち悪くなってくる。

　水すい滴てきも止まり、静せい寂じやくが訪れる。

「──────」

　耳の片かた隅すみに、微かすかな声が聞こえた。動き回るよりは楽だと思い集中して聴きいてみる。

　泣き声、だろうか？　女の人の声らしい。最後に聞いた声とは違ちがうみたいだ。あの金きん髪ぱつの人じゃない。

　とりあえず、誰だれかいるなら早いところここから出してほしかった。腕うで一本動かすのも億おつ劫くうな身体をなんとかごろごろ転がし、ドアの前まで移い動どうする。

　力の入らない手を振ふり、硬かたいドアを叩たたいた。

　コン──コン────




　開けられないドアを力のこもらない手で何度も何度も叩き──ティファは声を殺して泣いていた。

（助けられなかった）

　あの男を憎にくむのは簡かん単たんだが、怒いかりに任まかせて戦って──倒したとしても、もうライアは戻もどってこない。どんな力があっても、もう何もできないのだ。そうならないためにここに来たはずなのに。

　無力を呪のろった。悔くやしさと悲しさが雫しずくとなってこぼれ落ちる。

　彼はＩＳＯＮそのものも、ＩＳＯＮであることも拒きよ絶ぜつした。最初はショックだったが、それは『人』たろうとするが故ゆえのことだ。だから、彼なら自分達と同じように生きていけると思ったのに。

　ミュウは──無む論ろん平気なはずはないだろうが、粛しゆく々しゆくと現げん実じつを受け入れているように見える。黙だまって頭を膝ひざに埋うずめ、額ひたいの前で指を複ふく雑ざつに動かしていた。

　トーヤがそばにいなくてよかったと思う。いたら寄より掛かかって、頼たよってしまうから。彼はティファを責せめないだろう。それにすがりついて、都合のいい言い訳わけで自分を慰なぐさめるだけになってしまう。

　コン────

　ドアに触ふれた指先に、微かな音が伝わってくる。

「え……？」

　顔を上げ、ドアを撫なでる。ティファの声にミュウも反はん応のうし視し線せんを向けた。

　トン、トン──

　音としては届とどかないが、ドアの向こうから振しん動どうがはっきり伝わってくる。

「ライア、くん……？」

　目元を拭ぬぐい、呟つぶやく。

「ティファ……気持ちはわかるけど、ライア君はもう──」

　幻げん聴ちようでも聞いていると思われたのかもしれない。沈ちん痛つうな顔をするミュウには構かまわず、ドアに耳をつける。

　トントン──

　確たしかに聞こえるし感じる。この向こう側にドアを叩く者がいる。

「ライアくんなの!?」

　息を詰つまらせながら叫さけぶ。耳をつけると、またドアを叩かれる。返事だと受け取っていいのだろうか。

「──ミュウ、中どう？　換かん気き終わってる？」

「え、う、うん。もう大だい丈じよう夫ぶ、みたい……」

「そう。じゃ開けてもいいよね。……ライアくん聞こえる！　ドアの前から離はなれて！」

　返事は返ってこなかったが、何かがもぞもぞと動く気配は感じた。静かになったのを見計らって身み構がまえ、ドアめがけて渾こん身しんの拳こぶしを叩き込んだ。

　ゴォン！　ゴォン！　ガァン！

　さすがに一発では開かず、何発も打ち込む。堅けん牢ろうなドアがひしゃげ、とうとう蹴けり破やぶられた。

　湿しめった空気が肌はだに張はりつく。恐おそる恐る足を踏ふみ入れた出入り口のすぐ脇わきに、ライアの姿すがたはあった。

　ぐったりと脱だつ力りよくしているライアを抱だき起こし、外に引っ張ぱり出す。目を見て意い識しきがあることを確かめると、ずぶ濡ぬれのライアの頭を抱かかえ込んだ。

「ライアくん……よかったっ……！」

　大人の女じよ性せいの柔やわらかな感かん触しよくに目を白黒させるライアを抱き締しめ、ティファはぽろぽろと大おお粒つぶの涙なみだを流していた。

　少年の身体からだは熱を奪うばわれ、冷え切っていた。ジャケットを脱ぬぎ細い肩かたにかけてやる。

「……でも、どうやって……？　毒ガスは？」

「そんなこと……知るもんか……」

　息も絶たえ絶だえといった様子でやっとそれだけ絞しぼり出す。

「なんで……おれ、生きてるんだよ……」

　手を突つっ張ってティファから離れ、ふらふらと壁かべに寄り掛かった。

「……理由が知りたいか？」

　と、三人の死角から声がかけられる。

　振り向くと、いつの間にかトーヤがそこにいた。左手で右みぎ腕うでを支ささえるようにして立ち、手には数すう枚まいの紙し片へんを持っている。

　戦いの結果はそれだけで明らかだった。トーヤが勝ったのだ。

「……お疲つかれみたいだな。ま、無理もねーけど」

　そのことは語ろうとせず、ライアを見下ろす。

「難むずかしい話じゃない。それがお前の力なんだよ」

「どういうこと？」

　聞き返してくるミュウに、紙片に目を落としながら答える。

「解げ毒どくだよ。免めん疫えきと解毒機き能のうの強化」

　肉体の恒こう常じよう性せいを維い持じする機能、と言い換かえてもいい。彼はＩＳＯＮとして高い運動能力や反はん応のう速度ではなく、外来の異い物ぶつ──特に生命や健康を脅おびやかす有害な物質や細さい菌きん、ウィルスなどに対する高い抵てい抗こう力を獲かく得とくしていたのだ。

　細菌やウィルスが侵しん入にゆうすればその情じよう報ほうを読み取り、即そく座ざに抗体を作る。或あるいは体外に排はい出しゆつする。毒物や毒どく素そは大量の水分や高熱で毒性を弱め、同時に解毒剤を体内で生成し無毒化するのだ。

　元々人体に備そなえられた自じ己こ防ぼう衛えい機能だが、ライアのそれは極きよく端たんなまでに強められている。殺さつ傷しよう力りよくを追求した軍用神しん経けいガスまで無む効こう化するのだから、普ふ通つうの毒物や病原菌にはまず冒おかされることはないだろう。衰すい弱じやくや脱水症しよう状じようは、能力の発はつ現げんに大量の水やエネルギーを消しよう費ひするからだ。

　ライアの身体に起きたことを簡かん単たんに説明すると、ライアは唇くちびるを引き結びうなだれた。これが現実だ。今生きているのはＩＳＯＮだったから。受け入れがたい事実だが、もう否ひ定ていできない。

　髪かみの先からぽたぽたと水滴を落としながら、呟つぶやく。

「……どうして……来たんだよ」

　助けなんて期待してない。そんなもの望むだけ無む駄だだと思っていた。永遠に聞けないはずだった問い。

「いいじゃねーか、そんなこと」

「おれがＩどＳうＯるＮいだからか？」

「ライアくん……」

　少年の自じ嘲ちようめいた口調に、トーヤは目を閉とじて親指で額ひたいを搔かいた。

「……勘かん違ちがいすんな。ただオレ達は人間が好きなだけだ。好きなものは助けたい、ってのは普通のことだろ」

　人間じゃない、と言い出しかけたライアを遮さえぎるように、続ける。

「お前がＩＳＯＮだってのははっきりした事実で現実だ。どんなに嫌ったってそれは変えられるもんじゃない。でもな」

　手の中の紙片を握にぎり潰つぶし、ライターを取り出して端はしに火を点つけた。ライアのことが書いてあったらしい紙束がめらめらと燃もえ上がり始める。

　あっという間に燃え尽つき灰はいになった紙に視し線せんが集まる。

「お前が何者かとか、そんなもんどうだっていいんだよ。重要なのはどう在ありたいかで、そいつは自分で決めることだろ」

「……選せん択たく肢しなんかない……どうせもうまともな人間には戻もどれないんだから」

「そこなんだよな、問題は……どいつもこいつも、極端なんだよ。二つに一つじゃなきゃいけないなんて誰が決めたんだ？　どっちかを失うってわけじゃなし、もっと欲よく張ばったっていいじゃねーか」

　消し炭ずみを爪つま先さきでつつきながら言う。

「ＩＳＯＮだ何だなんて、単なる過か去この結果だ。紙切れだよ。こだわって自分を縛しばるほど意味のあるもんじゃない」

　力に酔よい溺おぼれて見み境さかいをなくした──例えば自分を超ちよう越えつ者しやだなどと言いだしたり──手合いは、結局力に縛られて後戻りできなくなった、ある意味哀あわれな人間なのだ。

「お前の言う『人間』ってのはそんな簡単に切り捨すてられるようなものだったのか？　現金なもんだな、ＩＳＯＮだって自覚した途と端たんに気持ちまですっきり切り替かえるか」

「違う……！」

「だったら、お前は何だ？　オレ達が助けたライア・フォウリーは、どうなりたい？」

　ちょっと見ない間にやつれたライアの目を見み据すえる。トーヤの眼がん光こうに一いつ瞬しゆん言葉に詰つまるが、挑いどむような眼めをし小さく口を開く。

「──人間だ。ずっと。これからも」

　同じ言葉だが、闇やみ雲くもにＩＳＯＮを嫌きらうことで自分を保たもっていた以前とは違う。しっかり現実と向かい合った者の意い志しが込こめられていた。

「なら、よし」

　短く言い、ライアの鼻先をちょんとつつく。

（これでいいんだろ、センセー）

　視線を感じ、黙だまって聞いていたミュウのほうを見る。何か思い出すところでもあったのか、苦く笑しようのような複ふく雑ざつな笑えみを浮うかべていた。

　それ以上何も言わないトーヤに代わって、ティファがライアの肩かたに手を置く。

「ありがと、ライアくん」

「……どうして？　お礼を言うのは──」

「いいの。生きててくれたことにだから。人間でいたいって言ってくれて、嬉うれしかった。そういう意味では確たしかに、ライアくんはあたし達と一いつ緒しよ。同じように生きていけるよ」

「……あんたらは……それでしんどくなかった？」

「楽じゃないよ。でも大だい丈じよう夫ぶ。あたし達が人間を嫌いにならなければ」

　ね？　と涙なみだの跡あとの残る顔で微ほほ笑えむ。

　自分の手とティファの屈くつ託たくの無い笑顔を見み比くらべ──

「──嫌いなもんか」

　目の前に差し出された手を、力強く握り返した。







　ＥＰＩＬＯＧＵＥ







　一いつ片ぺんの真実も語られることなく、事じ件けんは収しゆう束そくの方向に向かおうとしていた。

　基き地ちでの大量死は、警けい察さつではなく軍の手によって迅速に調ちよう査さが行われ、僅わずか三日後には正式発表が為なされた。

　曰いわく──基地司令官セイル・Ｊ・ラムズ大たい佐さの独どく断だんで行われた動物実験の失敗と、処しよ理り用有毒ガスの発生。地ち域いき一帯は封ふう鎖さされ、追つい及きゆうの手は完全にシャットアウトされた。

　ＳＥＯＮの件は巧こう妙みように隠いん蔽ぺいされ、臭くさいものに蓋ふたをするように、存そん在ざいしないものとされていた。そこで戦いなどなかった。基地内の人間は事じ故こで全員死し亡ぼうしたのだ。それ以上の情じよう報ほうは一いつ切さい公開されない。

　あとは報道官が遺い憾かんの意と型通りの弔ちよう辞じを述のべる。マクロな視点で言えば『平和的な』終結宣せん言げんである。

　病院やフォウリー家とその近辺での殺人の捜そう査さは、これからも続けられる。だが犯人が存在しないのだから、解かい決けつしようがない。いずれ未解決事件のファイルの中に埋うもれてしまうのだろう。真相を知っていても話せないのは辛つらいところだ。

　当事者であるライアの立場は微び妙みようだったが、幸いというか何というか──移うつり気なマスコミにとってはそれほど珍めずらしい魅み力りよく的な素そ材ざいではなかったらしく、他にセンセーショナルな事件が重なったこともあってあまり騒さわがれはしなかった。お陰かげでこの数日間、ライアの周りは静かなものだった。

　ライアが両親の弔とむらいを終え落ち着くのを待って、トーヤらはライアを連れ出しある場所に向かっていた。

　着るものにも事欠いているライアは、トーヤの服を借りていた。サイズが大きくシャツは腿ももの辺りまであるし、ズボンも裾すそを二回折り返し太いベルトで腰こしを締しめている。ティファが『なんかかわいい』などと言ったものだからさっきまで不ふ機き嫌げんな顔をしていたが、今は外や同乗している三人に視し線せんを彷徨さまよわせていた。

　どこへ行くのか聞かされていないから落ち着かないのだ。

　隣となりで携けい帯たいを手にかちかちとものすごい速度でメールを打っているトーヤのほうを見、

「なあ……一体どこに連れてく気だよ」

「保ほ健けん所じよ」

　手も止めずこちらを見もせず即そく答とうするトーヤ。

「はぁ？」

「てのは冗じよう談だんで、アフターケアってやつかな」

　メールを送信し、携帯を閉とじる。

「アフターケア？」

「行けばわかる」

　どうやら自分に関係のあることらしい。隠かくされるのは気分のいいものではなかったが、今すぐ問い詰つめる必要はなさそうだった。

　太陽に目を細めながら大おお欠伸あくびをするトーヤにつられ、こみ上げてきた欠伸を口元を隠して嚙かみ殺す。

　揺ゆられることしばし、四人を乗せた車は一軒けんのバイクショップの前に停とまった。

　トーヤに促うながされ、三人の後に続いて降おりる。

（なんだろう）

　営えい業ぎよう中だが、客の姿すがたはない。整せい備びを終えたらしいスクーターを従じゆう業ぎよう員いんがスチームで洗せん浄じようしていた。なんとなく見入っているとミュウに背せを押おされ、店内に入った。

　店内には濃こいコーヒーの香かおりが漂ただよっていた。雑ざつ誌しが山積みになっている来客用のテーブルには、見るからに柄がらの悪そうな色黒白はく髪はつの男が座すわっている。男はトーヤを見上げると軽く手を上げて挨あい拶さつした。

　その手で雑誌の山に手を突つっ込み、雑誌の付ふ録ろくらしいレースクイーンの写真集を発はつ掘くつする。ページを開こうとすると、店の奥おくからマグカップを持って出てきた小柄な女じよ性せいが男の手からそれを取り上げ、テーブルに置いてその上にどさどさと雑誌を積み上げる。止とどめにその頂ちよう上じように熱いコーヒーの入ったマグカップを置いた。

　邪じや気きのない笑え顔がおで見返してくる女性に男はむすっとした顔をし、身体からだを傾かたむけてライアの姿すがたを視界に入れる。

「……そいつが例のみやげか？」

「ああ」

　トーヤはとん、とライアの背を押し、白髪の男の前に突き出す。

「ライアだったな。話は聞いてるぜ。キザイアだ、よろしくな」

　立ち上がると思った以上に背が高い。差し出された手を見下ろし、わけがわからずトーヤのほうを振ふり返ると、キザイアは勝手にライアの手を取って握にぎり締しめた。

「ライアねぇ……女みてーな名前だな」

　大きなお世話だ。正直に眉まゆ根ねを寄よせると、キザイアはばんばんとライアの肩かたを叩たたいた。

「思ったままを言っただけだから気にすんな。これから俺おれが野や郎ろうの何たるかを教えてやいででっ！」

「やめなさいイメージが悪くなるでしょ。私はヒヨミ。コレの調ちよう教きよう師しよ」

　一番おとなしそうな女性が、かなり容よう赦しやなくキザイアの耳を引っ張ぱっていた。調教師というのは喩たとえだろうが、この二人は夫ふう婦ふか限かぎりなくそれに近い関係だと窺うかがえた。ライアの最も身近にいた夫婦とはだいぶ違ちがうような気がしたが。

「……どういうことだよ」

「んん？　だからアフターケアだよ。これから一人ってのは何かと大変だろ」

　家も家族も失ったライアだが、トーヤら三人が面めん倒どうを見るというのは多々無理があった。そこでキザイアとヒヨミに相談したところ、二人は快かい諾だくしてくれたのだ。

「いきなりでかい子ガ供キができたと思えばいいわけだしな。予行演えん習しゆうにもなるってもんだ。な、ヒヨミ」

　というわけである。

「なっ、何だよそれ……！　そんな、いきなり……」

「いきなりじゃなかったことがあったか？　まあ難むずかしく考えるな。こいつは、お前が選べる選せん択たく肢しの一つを示してるだけだから」

　トーヤは軽い口調で言い、ひょいと肩を竦すくめる。

「お、れに……一いつ緒しよに暮くらせっていうのか？」

「一人でもやってける、余よ計けいなお世話だってならそう言えばいい。選ぶのはお前だ」

「選べっていったって……なんでそこまでするんだよ！　おれは……」

「オレ達はとっくに納なつ得とく済ずみなんだよ。お前は自分のためにそれを摑つかむか蹴けっ飛ばすか決めりゃいい」

　バイク用品の陳ちん列れつ棚だなにもたれ、腕うで組ぐみをする。

「……一つ個こ人じん的てきな意見を言わせてもらえば──」

　夫のために淹いれてきたはずのコーヒーのカップを両手で包むようにしてすすりながら、ヒヨミが口を挟はさむ。

「しんどい時誰だれかに支ささえてもらうのは恥はずかしいことじゃないわ。ましてやあなたは子こ供ども。一人じゃどうしようもないこととか、まだいっぱいあると思うの。そういう時──これからあなたが頼たよる人の中に、私達を入れてほしいってことよ」

「おまえさんの両お親やがどんなだったかは知らねぇがな。俺らじゃ頼りねーかもしれねーけど……お前が無くしたものの代わりに、お前が帰ってくる場所を用意して待っててやるくらいはできるぜ」

　ヒヨミの手からカップを奪うばい取り、口をつける。

「それに、コイツの作るメシはなかなかのもんだぞ」

　ぽんぽんとヒヨミの頭に手を置く。

「あら、今までそんなこと言ってくれたことないくせに。調子いいわね」

「血の繫つながらない家族には慣なれてるからね、あたし達」

　トーヤとミュウを振ふり返りティファも明るく言う。

『一人』が集まっただけの家族ごっこでも、続けていれば本物だ。孤こ児じ院いんで培つちかったものは偽にせ物ものではない。その絆きずなを名付けるならば、確たしかに『家族』なのだ。

　物心つく前からそうだったトーヤらと違って、ライアには選ぶ頭がある。だからこそすぐには決められないことなのだろう。

「そういうわけだ。さ、どうする？」

　五人は静かに、黙だまって俯うつむくライアの答えを待った。




　　　　＊




「じゃあ今日はここまで。一三〇ページまで読んでおくように」

　チャイムが鳴るきっかり一分前に、いつもと変わらない退たい屈くつな授じゆ業ぎようが終わる。

　真新しいテキストの上に突つっ伏ぷし、ぼんやりと空を見る。

　世界は変わってない。ライアが両親を亡なくしたことは既すでに皆みなが知るところであり、多少自分を見る目が違うようには感じるが、それで別に扱あつかいが変わったとは思わない。

　変わったのは自分だ。例えば今までは授業が終わる五分前にはテキストをバッグにしまい出ていく準じゆん備びを万ばん端たんにしていた。まあそれをしなかったからといって真ま面じ目めに授業を受けたという証しよう明めいにはならないが。

　教師が出ていき、チャイムが鳴る。

「ライアー、バスケ行こうぜー」

「おいまだ本出してんのかよ、コート塞ふさがっちまうだろー！」

　例えば変わらないのは、友達。いつもの面々がライアの周りに群むらがり誘さそってくる。

「ああ、うん」

　慌あわてていそいそと鞄かばんにテキストをしまい始める。

　と、ポケットの中が震ふるえた。

　手を止めて携けい帯たいを取り出し、受信したメールの差出人を見る。

「あ、ちょっと待って」

　差出人──ヒヨミ。

『何も思いつかないんだけど、ライア今日何か食べたいものある？』

　短いメール。

　考える前に、急げ急げと急せかしオーラを発する友人一同に言う。

「ごめん、先行ってコート取っといて。すぐ行くから」

「わかった。ダッシュで来いよ」

　言い残し、ばたばたと教室から出ていく。

　無む駄だに絵文字の多いメールを読み返し、苦く笑しようする。

　彼らのお節せつ介かいのお陰かげで、こうして今まで通りの生活に戻もどれ、変わらず学校に通える。両親が遺のこした貯たくわえと保ほ険けん金きんがあったので当とう座ざは金きん銭せん的てきな負ふ担たんをかけることはないのだが、新しい親はその辺りのことはあまり言ってこない。

『ああそのことはトーヤから聞いた。要するに病気しねえお得体たい質しつってことだろ？　世話するほうとしては気が楽でいいわな』

　この異い常じような身体からだのことを話してみても、キザイアの一声はその程てい度どだった。

　キザイア、ヒヨミ夫ふ妻さいの養子ということになったライアは、今新しい両親のもとで暮くらしている。あの全体的に大おお雑ざつ把ぱで友達感覚のノリにはどうも馴な染じめないが──夫ふう婦ふで夕食のおかずを取り合ったりするのだ──まあ時間はある。徐じよ々じよに慣れていけばいい。感化されたら大変だが。便べん宜ぎ上名乗ることになったウィード姓せいは、まだ自分のものという気がせず、呼よばれても自分のことだと気付かないことがあったりする。だがこっちには慣れる気はなかった。

　つまりこういうことだ──これは今だけの家庭。永えい住じゆうはしないという前ぜん提ていで、期き限げん付つきで家族を演えんじるということ。

　今の両親の子供でいるのは十八歳さいまで、と決めたのだ。彼らの感覚ではそれは一人立ちする年ねん齢れいとしては早いほうではないということらしい。

　反対も引き留とめもしない代わりに、それまでは全力で家族を演じ続けること、というのがライアに課せられた約束だった。

　それから──彼らはこうも言った。他の家族も追々紹しよう介かいしていくから覚かく悟ごしとけよ、と。

　興きよう味みがあるような恐こわいような。もしかしてあんなのばかりなのだろうか。

　声には出さず小さく笑い、照明の消えたメール画面を見上げる。

「……さて、何食べようかな」

　養母にリクエストを返信し、鞄にペンケースを放ほうり込こむ。

（新しい家族、か）

　いるのが当たり前、じゃない家族。血の繫つながらない家族──それを本物にしていくなんて、できるだろうか。

　ジジッ、と鞄のファスナーを閉める。

「よしっ」

　できる。しよう。もうあんな後こう悔かいはしたくないから。

（幸いおれには、こんなこの上なく健康な身体があることだし）

　ライアは勢いきおい良く席を立ち、鞄を肩かたに掛かけた。





《ＥＮＤ》


















　あとがき







　あとがきです。

　こんにちはもしくはこんばんは、一いち乃の勢せまやです。




　あとがきに何を書こうか考える間に髪を切りに行き、頭ず痛つうと腹ふく痛つうと発はつ熱ねつで一日寝ね込こみ、シャワーを浴あびてパソコンの前に座すわります。真っ白のページを前に柔じゆう軟なん体たい操そうをすること数分──

　ほんっっっっ…………とうに長らくお待たせしました、ＩＳＯＮIIをここにお届けします！

　この本を手に取ったあなたはどんな人ですか？

　一乃勢まやも『ＩＳＯＮ』も初はじめて見る人？

　前作から心待ちにしてくれてた人？

　美び麗れいなイラストに惹ひかれた人？

　鍋なべ敷しきに良さそうとか紙が好きなので今こん晩ばんの夕食のおかずにとか考えてる人？

　……できれば読む以外の用よう途とに使うのは控ひかえてほしいですが、とにかく感謝感謝です。

　第一巻が出たのが去年の同じ時期。なんと一年ぶりですか……

　オマエ何やってたんだとか野や暮ぼなことは言いっこなしです。突っ込んで聞かれても困ります、はい。




　あとがきを書くに当たり、非常に困ったことが一つ。

　わたしは思い出し笑いするような面白いことも書けないし（作さつ家か失しつ格かく発はつ言げん？）、熱く語れる濃い趣味があるわけでもないし、ごく一部の人にしか理解できないような特殊な知識とかもありません（ええ断だんじて）。身の回りに特とく筆ひつするような事件は……まあありません（←誰を参考に……？）

　結論。平和ってスバラシイ！（苦笑）

　ねえどうしようひびきさん雨木さん（本気で相談しました）。

　何？　担当さんをネタにする？　なるほど。

　というわけで担当さんのキャラを捏造して遊ぼうと思います。

　Ｋ藤氏──こなれた名古屋弁を使いこなすバリバリの東京人で、年ねん齢れい不ふ詳しようです。変へん装そうの達たつ人じんで、会うたび容よう姿しが違います……え？　無む茶ちやなダイエットとリバウンドのせい？　そうだったんですか、心の眼めで見てたから気付きませんでした。

　本作から編集に参加したＴ野氏──編集部に行くといつも玄げん関かん前まえでお会いします。猫耳と長い尻しつ尾ぽがお似合いですね、そうしてるとまるで本物の猫みたいです……なんですか？　私は猫で本物のＴ野はわたしの後ろに立ってる赤あか縁ぶちメガネのクールビューティー？　噓うそはいけませんよ。この人どう見ても人間じゃないですか。

　──というように、編集部は人じん外がい魔ま境きようです。お二人だけが特殊、なはずはないので、他にも電でん磁じ波は生せい命めい体たいとか輪わゴムが主しゆ食しよくの人とかいらっしゃるでしょうね。まだお会いしたことはありませんが。

　こういうところから数多あまたの素晴らしい作品が生まれるわけですね。納なつ得とくです。（賛さん辞じ？）




　ふうはあ。

　慣れないことをすると肩がこりますねぇ。

　それではそろそろ本編のほうに触ふれてみたいと思います。

　前作に引き続き、アクションです。

　今回もしっかり動いてます。『人』の息づかいが聞こえますか？　あなたの中で彼らは『生きて』ますか？

　どーっしようもなく普通で平凡なわたしの代わりに、真ま似ねのできないことをやってくれる。思ってることを口にしてくれる。そして、それを伝える（＝言葉に変へん換かんする）過か程ていで彼らから学ぶこともしばしば。前に進む力をもらうこともしばしば。

　トーヤ、ティファ、ミュウといった主人公ズ、そしてそれを取り巻くあんな人こんな人……いつも思うのは、活いき活いき動いてる彼らのこと、わたしはちゃんと伝えきれているだろうかってこと。

　折せつ角かくだから、読者のみんなにも『同じもの』を見てほしい。内を巡めぐる思いは違ってても構かまわないし、むしろそれが当たり前。ただほんの少しでも『あなた』に影響を与えることができていたら──語かたり部べとしてこんな幸せなことはないと思うのデスヨ。




　話は変わって私わたくし事ごとですが、先日同どう窓そう会かいなるものに行ってきました。

　懐なつかしい顔やそうでもない顔が集まります（たまに一いつ緒しよに遊びに出かけたりする人もいますので）。残念ながら『普通に馴な染じんでるけどあんな人ウチの同級生にいたっけ？』などというミステリーはありませんでしたが……

　みんなそれぞれ大人になって、それぞれの人生を歩んでいるはずなのに、

　性格も変わっているはずなのに、

　卒業以来一度も会ってない人だっているのに、

　集まるとノリは昔のままなんですよね。

　飲めない上に進んで喋しやべるのが苦手なわたしはついつい聞き手に回ってしまうのですが（人の話聞いてたほうが楽しいのです）、

　次に会う時はもっと自分のこと話せるようになっていよう、と。

　友達ってオモシロイ、と思うひとときでありました。

　ちゃっかり宣せん伝でんはしてきましたが（笑）。




　最後に。

　たくさんのお手紙、ファンレターありがとうございましたっ！　執しつ筆ぴつ中ちゆうはいつも目の届くところに置いてます！

　本当に励はげみになりますし、ちゃんと読まれているんだなぁと実感します。もっともっと精しよう進じんしないと。




　というところで締しめに入ります。

　こんな超どマイペースなわたしを気長に待ってくれた担当Ｋ藤さんを始め、この本に関わった全ての人（出版云うん々ぬん以外も含めて）に感謝を。




　それでは、またお会いできる日を楽しみにしながら、あとがき終わります。








二〇〇四年　八月中旬　　　一乃勢まや
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